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本 応用 動物 昆虫 


Rm a dt Kk 7 
農林 省 農 業 技術 研究 所 内 


応 


寄 稿 規 rd 


1) 寄稿 者 は 会 員 と に か ぎる が , 共同 執筆 者 に は 非 会員 を 含む と と が で きる 。 非 会 員 の も の に つい て は 会 員 の 紹介 
が あぁ っ た 場合 に か ぎり 受理 する と こと が ある 。 

2) 原稿 は 未 発表 の も の と し , 内 容 は 応用 動物 学 , BACAR, 虐 薬 お よび 防除 器具 な ど に 関す る 原著 論 交 
( 短 報 を 含む ), 新刊 紹介 , DR, 会 報 ぉ よび 時 報 と する 。 

3) 原稿 の 登載 は 編集 委員 会 で きめ る が , 原稿 に は 必要 に 応じ 編集 委員 会 で 手 を 加え る と と が ある 。 

A) 登載 順序 は 支障 の な いか ぎり 受付 順序 に 従う 。 た だ し 同一 喘 内 で の 順序 は 前 後 す る こと が ある 。 

5) 原稿 は 和文 ある い は 欧文 と し , 横書き に する 。 和 文 原稿 は 昭和 34 年 7 月 11 AARC 6) eH 
い , 漢字 は 固有 名 詞 を 除き 当 用 漢字 を 用 いる 。 ま た 学術 用 語 は , 文部 省 学 術 用 語 分 科 審 議会 な ら び に 日 本 植物 
防疫 協会 学術 用 語 審議 委員 会 で 定め た る の は こと れ を 用 いる 。 欧文 原稿 は タイ プラ イタ ー で 打つ こと と 。 

6) 生物 名 , 外来 語 , 外国 の 地名 な ど は 片 か な と し , 数 字 は 算 用 数 字 を 用 いる 。 日 本 語 の ョ ローマ 字 つ づり は 慣用 
の 姓名 を 除き 訓令 式 に よる と と 。 

7) 原著 論文 の 長 さ は 和 六 , React bb bbb ペー ジ ( 図 や 表 を 含ま な い 和 文 の 場合 に は , 400 字 づ め 原 稿 用 
紙 で 30 枚 前 後 ) 以内 と し , と の 制限 ペー ジ を と える 部 分 に 対し て は 著者 は 実費 を 負担 する 。 

8) 短 報 は 刷り 上 り 2 ペ ー ジ ( 図 や 表 る 含ま な い 場 合 に は 400 字 づ め 原 稿 用 紙 で 10 枚 前 後 ) 以内 と する 。 

9) 和 六 原著 の 記述 順序 は 次 に よる と と 。 


1 


( 順 序 ) 4. 表題 0. 著者 名 ON. 所 属 名 お よび 所 在 地名 =. OF. 吹 交 摘要 
10) 欧文 原著 諭 廊 の 記述 順序 は 次 に よる と と 。 ! 
( 順 序 ) イ . 表題 本. Bee ハ MM LOREM =: 本文 OF. A 
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11) MXGROWBA CARMA, 9-vFOSV OBES, 欧文 所 属 名 お よび 所 在 地名 を , HORROR 
合 に は 和文 表題 , MBAS, 和文 所 属 名 を 脚 誕 に 入れ る と と 。 な お 和 六 の 場合 の 欧文 摘要 お よび 欧文 の 場合 
OME RO WOT Lo 

12) Mis k URORMMLAICH MOBS claMa kt So 

13) 文献 の 引用 は 本 放 中 に お いて は , 著者 名 CES) ある い は (著者 名 , HH) と する 。 ish] AACMO weg is 
著者 名 の ABC 順 と し , 表題 は つけ な い 。 

14) 雑誌 名 の 略 名 は 邦文 誌 に つい て は 学術 会 議 の 定め た る の に よる (農学 進歩 年 報 に 収録 )。 欧 文 誌 っ いで は 
Biological Abstracts お よび Chemical Abstracts の 規定 に 従う 。 

15) Summary は それ だ け で 本 文 の 概要 を 十分 理解 で きる よう な も る の と ずる こと と 。 

16) さ し 図 の 差し 入れ 人 箇所 は 原稿 用 紙 の 欄外 に 泉 記 する と と 。 

17) さ し 図 は 著者 に お いて あら か し る め 1/2 程度 に 縮小 で きる よう に 墨汁 で 描き 必ず 白色 の 厚紙 に は る と と 
完全 な 図 は 下図 料 を 申し 受け る 。 

18) アー ト 紙 印刷 を 希望 の 場合 は 実費 を 申し 受け る 。 

19) 原則 と し て 初 校 は 著者 校 と する 。 

20) 既 載 原稿 は 返却 し な い 。 写真 お よび さ し 図 は 返却 希望 の 紳 を 記し て ある も の に か ぎり 返却 する 。 

21) 原著 論 区 に 対し て は 別刷 50 部 (表紙 付 ) を 贈呈 する 。 そ れ 以 上 の 別刷 ゃ 希望 する 場合 は 50 Me MALEL 
て 実費 を 申し 受け て 作製 する か ら , WER (URS) を 原稿 の 頭 初 と 楽 記 する と と 8 

22) 別刷 代 は 表紙 2 円 , AAC2XR-vViCOk3A (2R-y Mh) 6 bwWCHSo 

23) 短 報 に 対し て は 別刷 50 部 (表紙 な し ) を 贈呈 する 。 そ れ 以 上 の 別刷 の 希望 と つい て は 原著 論文 の 場合 と 同 6 

24) 文部 省 科 学研 究 費 な ら び に と れ に 準ずる も の に よる 研究 論 交 は 必ず その 置 を 脚 庄 に 明記 する と こと 5。 

25) 原稿 用 紙 は 400 字 づ め (SNC BSH, MMM) の も の を 使用 する と と 。 タ イプ 用 紙 は A 4 判 , BE 
の も の を 使用 し , 1 枚 26 TLL, 左右 を 2.5cm ずつ あぁ ける と と 。 

26) 原稿 は 書留 便 で 下記 へ 送付 する と と 。 
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東京 都 北 区 西ヶ原 虐 林 省 農業 技術 研究 所 内 
日 本 応用 動物 昆 虫 学会 編集 事務 局 
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農林 省 農業 技術 研究 所 


が さき 


害虫 の 個体 数 の 変動 原因 に つい て は , 今世紀 の 初め 以 
末 多 く の 論 議 が 行なわ れ て きた が , 今日 る な お 自然 の 実 
孔 を 十分 に 説明 で きる 統一 的 な 原理 は 提出 され て いな 
Oo HAS, この 種 の 研究 を 進め る に は , 各種 の 生活 
虹 を 持っ た こん 躍 の , 野外 に お ける 死亡 の 実態 お お よび そ 
紅 に 関与 する 諸 要 因 の 量 的 割合 を 明らか に する とこ と と が 必 
ECHOLBA, 1954 年 以来 ヨコ トウ ゥ ガ (伊藤 ・ 尾 崎 ・ 宮 
P, 1955; HeR- AP, 1955a), モン シロ チョ ッ ウ ( 宮 
D- GRR - HR, 1956) お よび ニカ メイ ガ が を 対照 と し 
研究 を 行ない , また その 結果 の 比較 生態 学 的 検討 Ur6, 
959) を 試み て きた 。 

の うち , モン シロ チョ ウ に つい て の 報告 は , 1954 年 
DE, VED ERIS KO 1955 年 の 春の 3 回 に わた っ て 行 
博 っ た 調査 の 結果 で あっ て , その 要点 は 次 の と お り で あ 
4 
A. モン ショ チ テ チ 』 ッ 個体 群 の 減少 は 主として 3 つの 時 
B, Sisbb, rb LACH CORN, Bed 
SUL 5 (8H) MICH TST LRMRSNI. 
2 BYORMALL TH, 上 述 の 3 期 の うち 第 1 の 時 
H に は 捕食 虫 に と に よる 捕食 と 他 の 和 不明 の 原因 (お そら く 風 
の 物理 的 作用 ) に よる 死亡 が , 第 2 お よび 第 ONG 
= は 病気 と 寄生 が あげ られ る 。 こ と の うち , 卵 に 対す る 割 
か らい えば , 最初 の 時 期 の 死亡 率 が 最高 で あっ た 。 
3 病気 の 発生 お よび 寄生 バチ の 活動 に は 季節 的 な 眉 
が 3 ある よう に 思わ れ た 。 

甘 の よう な 調査 は , で きれ ば 数 年 間 継 続 し て 行なわ な 
1L, < の 年 の 気 侯 条 件 の 特殊 性 に 影響 され て 一 般 的 な 
論 を 得 ら れ な い お そ れ が ある 。 ま た , 先 の 報告 に 収め 


基 は ほ場 に だ ける こと ん 虫 の 行動 と 死亡 率 , その 4 
WE) Isl THRU 
7 現在 長崎 県 農事 試験 場 愛 野 試 験 地 


た 結果 は 6 月 以降 の 世代 に つい て の も の で ある の で , 本 
種 が 急速 に 増加 する 春の 世代 の 死亡 の 実態 を 調べ て お く 
必要 も 感じ られ た 。 こ と の 報告 は , これら の 点 を 補う た め , 
1956 年 の 春 か ら 夏 に か け て 行なっ た 調査 の 結果 で ある 。 
最初 , この モン シロ チ a ウ に つい て の 調査 は 盛夏 お よび 
秋 の 世代 に つい て の 追加 調査 を 含め , も う 1 年 行なう 予 
定 で あっ た が , その 後 筆者 あら の 研究 の 主 対象 が 水田 害虫 
(CHO, 再度 調査 を 行なう と こと が 困難 と な っ た た め , FT 
こと に 1956 年 度 の 結果 の み を 発表 し , 前 回 の 報告 と ぁ あわ 
せ て 検討 する と こと と し た *。 

本 文 に は いる に 先 だ ち , 調査 を 行なう に あたっ て いろ 
いろ ご ど 指 導 を 賜 わ っ た 農業 技術 研究 所 必 虫 科 石 倉 秀次 博 
士 に 厚く お 礼 申 し 上 げ る 。 


TI. 調 査 方 法 


調査 は 前 回 の 試験 と 同じ く , 農業 技術 研究 所 構内 の 約 
1 アァ アール の 長方形 の 畑 で 行なっ た 。 こ と こと に 1955 年 秋 中 
生 キ ャ ベツ を 植え , 翌年 4 月 初旬 高 さ 2m の 木 わ く を 
組ん で 2mm 目 の 糸 網 を か ぶせ た 。 畑 は 短 辺 に 沿っ て 中 
央 で 2 分 し , その 北西 側 半 分 を B 区 , 他方 を A 区 と し , 
両 区 の 間 は 糸 網 で 仕切 っ た 。 両 区 に は と も に 8 う ね メ X16 
株 =128 株 の キャ ベツ が あり , 調査 を 始め た 4 月 下旬 に 
VEAL BLASER 15~20 枚 程度 に 成長 し て いた 。 

4 月 21 A, @ PMP CREEL REV Y oF es 
om? 94 頭 (うち 雌 は 50) SBRICHKL, 2 ARS 
産 卵 させ た の ち 取 り 去 っ た 。 そ を その後 数 日 お き に 全 株 調査 
を 行ない , さなぎ は 株 か ら 離 し て 飼育 室 へ 移し , 羽化 数 
や 寄生 率 を 調べ た 。 こ の さなぎ か ら 6 月 に は いっ て 羽化 
し た 成虫 660 頭 の うち , 毎日 羽化 し た 数 の 1/3 For 
それ まで あけ て お いた A 区 に 放し て 自由 に 産卵 させ 


な お , 本 研究 の 一 部 は 第 5 回 日 本 生態 学会 大 会 (1958 年 4 月 , 


3 1956 年 度 の 埼玉 県 鴻巣 に お ける 調査 は 農業 技術 研究 所 尼 虫 科 昭 和 31 年 度 研 究 成績 概要 (と う 写 刷り ) に , 
1957 年 度 に 千葉 農 試 と 共同 で 千葉 県 大 網 に お いて 行なっ た 調査 は 千葉 農 試 : 昭和 32 年 度 病 害虫 発生 予察 事 
業 特 殊 調 査 成績 (LO ERD) に , 概要 を 報告 し た 。 な お ね お , 宮下 (1958) を 参照 。 

邊 調査 し た 畑 に お ける 個体 の 空間 的 分 布 な ど と に つい て は 別に 報告 する 。 

顔 こ とれ は 主として その 年 に 2 回目 に 羽化 し た 個体 群 だ と 思わ れ . る 。 


(1959 年 9 月 2 日 受領 ) 
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Ko B 区 は さき の 世代 の 被害 が 著しかっ た 一 番外 側 の 株 
を 取り 除い て , 羽化 の 最盛 期 で ある 6 月 8 日 に 80 頭 
(5 Diels 40 頭 ) を 放し , 2 日 間 に 限 っ て 産卵 させ た 。 
また 成虫 を 放し て いる 間 は , 畑 の 数 カ所 た フラ スコ に さ 
し た アブ ラナ の 花 を 置い て 成虫 へ の 給 飼 と し た 。 

調査 は 1 名 の 記帳 者 を 含む 3 名 1 組 で 行ない , 病死 中 
と 寄生 バチ の 出 た 個体 は 取り 除い た 。 


MW. 結 AR 


A. 個体 数 の 変化 

各 調 査 時 に お ける 令 別 個体 数 の 実態 を 第 1~ 3 表 に 示 
Fo 1955 年 春 と 今回 の 調査 か ら , 2 令 以 前 の 個体 数 に は 
WICH 1 割 の 見 落し が ある こと が わか っ た の で , と これ を 
人 補正 し た も の を 表 の 最 下段 の 生 躍 数 修正 値 と し て 示し 
Ko CORDS, 令 が 重なっ て いる 場合 は 令 期 間 を 考慮 
レ て 各 発 育 段 階 に 達し た 個体 数 を 推定 し た と こと ころ, 第 2 
PERK (初め の 世代 ) で は 約 2,200 個 の 卵 の うち , 1 令 に 
達し た 個体 は 約 1,760, 4 令 に 達し た 個体 は 約 1,000, 
さなぎ に 達し た 個体 は 840, 羽化 し た 個体 は 660 頭 と な 


伊藤 ・ 宮 下 ・ 後 藤 :・ モン シロ チョ 


7 個体 群 の 自然 死亡 率 お よび 死亡 原因 3 


っ た 。 ERIC LT, 第 3 世代 の A 区, B 区 だ E つ いて も 
各 令 ご と に 生存 数 を 推定 し て みる と , A 区 で は 卵 が 約 
10,000, この うち 4 令 ま で 達し た 個体 は 4,500, さ な 
ぎ は 1,806, 羽化 成虫 数 は 1,185 頭 と な り , BB 区 で は 
1,750 {AO9IODb, 4 令 に 達し た 個体 数 が 約 800, さ 
な ぎ が 400, 羽化 数 は 269 頭 と な っ た 。 こ れ ら の 価 か ら , 
最初 の 個体 数 を 1,000 と し た 生存 曲線 (survivorship 
curve) を 描く と , 第 1 図 の よう に な る 。 こ ね れ を 前 報 で 
示し た 1955 年 春 ( 今 回 の 調査 の 第 3 世代 と ほぼ 同時 期 ) 
の 生存 曲線 と 比べ る と , 今回 は 死亡 素 が 著しく 低い が , 

死亡 の 多い 時 期 が 3 回 ある こと は 共通 し て いる 。 前 報 の 
生存 曲線 と 違う 点 は , 前 回 の 資料 で は 卵 の 死亡 が ご くわ 
ず か し か 見 積 も ら れ て いな か っ た の に 対し て , 今回 は 第 
2, 第 3 世代 と も に か な り の 個体 が 卵 の うち に 死ん で い 
る と 推定 され た こと で ある 。 こ と こと れ は , 今回 は 卵 の 一 部 を 
マー ク し て 直接 に 卵 の 死亡 率 を 調査 し た 結果 を 考慮 し た 
た めで , 前 回 の 調査 で は , お そら く 卵 の 数 を 過少 評価 し 
た の で ある ろう 。 2 令 か ら 4 令 に か け て ほとん ど 個 体 数 が 
減少 し な い 点 は , 1955 年 の 調査 結果 と 完全 に 一 致し て 


第 2 表 1956 年 第 3 化 期 モ ン シ ロ チョ ウ の 発育 期 別個 体 数 の 変化 (AR) 
第 2 化 期 羽化 成虫 数 の 1/3 ずつ を 毎日 放 飼 


| 


月 
> H | 5~10/M 11/W 12/W 16/W 20/W 25/W  2/W 9~10/W 15/W | EER 死 虫 数 
段 Bove pe = a it 
a. Be Fe ar 229 229 
の 104 | 104 
b. 58 数 7102 5369 1087 13558 
7 SN 11 35 46 
ec. LAKH RE 403 1284 3479 136 5302 
; 同上 病死 10 8 3 21 
d. 2 谷 幼 虫 数 57 196 1042 754 5 2054 
同上 病死 3 1 24 28 
e. 3 SoH Fe 88 2662 291 3041 
同上 病死 28 29 57 
f. 4 Soy ¥ 643 1393 20 2056 
同上 病死 2 46 22 70 
g. 5 Soy HP 58 2770 453 3281 
同上 病死 6 797 28 831 
同上 寄生 * 16 23 23 62 
h. 前 よう 数 44 120 1 | 165 
放 同上 病死 4 4 
Qi. sm H 10 1659 846 2515 
同上 病死 3 29 125 | 157 
同上 寄生 2 23 392 | 417 
3 N HE 47 47 
[ 澤 an ee 2 633 157 792 
合 zt 229 7562 6973 5740 4310 4610 3105 1583 1749 
He hh BOA at 229 7562 6949 5696 4253 4513 2254 1480 1185 
we HB A at 24 44 57 97 851 103 564 1740 
生 虫 数 修正 値 229 8300 7644 6266 4678 4513 2254 1480 1185 


アオ ムシ コマ ユエ パチ Apanteles glomeratus L. に よる 。 
** アオ ムシ コバ チ Pteromalus puparum L. に よる 。 


他 の 説明 は 第 1 表 と 同じ 。 
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第 3 表 1956 HMI 化 期 モン シロ ョ チョウ の 発育 期 別 個体 数 の 変化 (BR) 


2 AIO —FAreEN 
—— A 
ae A | B/W 1/W 12/W 16/W 20/W 25/M 2/W 9/W 15/0 HER FER 
EY 2 SS A a [=) a 
ae | 80 80 
Es 40 40 
b. 5B 数 1573.) 13180 4 24 2916 
al Je 3a ie 2 2 
c. 1 4 Hh He i 250) S675 is 729 
同上 病死 1 3 4 
d. 2 令 幼 虫 数 0 289 261 
a Lk 病死 24 24 
e. 3 A My Ht BK 615 23 638 
ak 病死 10 10 
f. 4 4 Hy a Be 7 416 4 427 
同上 病死 15 9 ots 
¢. 564 0 253 55 308 
同上 病死 1 203 204 
ak wf 1 9 2 12 
h. 前 よう 数 2 19 21 
i さき さ な き 数 388 211 599 
同上 病死 1, peeve 23 
Ak # 94 94 
WR Be 13 13 
ee ae 123 eee a 269 
4 | 120 1584 1347 720 906 722 688 353 386 
HA ma & 2 120 1584 1346 718 879 695 466 339* 269 
死 虫 数 合 言 il 2 27 27 222 14 aly 410 
定 虫 数 修正 値 | 120 1750 1482 792 879 695 466 339 141 


* 室内 へ 持ち 帰っ た さなぎ を 当日 検 し な か っ た た め , と の 上 旦 に 羽化 し た 分 が 翌日 に 繰り 入れ らち れ た 。 


7 月 15 日 の 生 虫 数 合計 は 総 羽化 虫 数 で あぁ る 。 


いる 2』。 

B. {CORA 

各 死 亡 原 因 の 相対 的 割合 を 1955 年 の 第 3 世代 と 対比 
LtUmt tc@4ROLERY) CHS, CHHSZSEEL, 1955 
年 に は 増殖 率 GM UF BIC HTT } TA ERO It) 
が 2.59 で あっ た の に 対し , 1956 年 第 2 世代 で は 6.60, 
FAR 3 世代 で は A 区 が 5.18, BB 区 が 3.36 と な っ た 。 各 
試験 で 卵 の 産ま せ か た が 違う の で , KWHADECAA 


1000 


500 


に 産卵 させ た 1956 年 第 3 世代 A 区 の 産卵 数 (これ は 17 
雌 あ た り 約 100 卵 に 相当 すす る) を 参考 と し て , 卵 か ら 画 
KE COMPRA HATSL, SNFNHI EH, H13 8, 
5.18 fFIskLOMW6MLES, 
COLSCMARORMV UIC koCTWSP. HAR 
ORAM OO - HRECRKIOS b, MROPRCILE 
LALAMISOLSICHLO THOS ELT, COR 
期 の 死亡 率 は 50~70% で , 世 代 間 の 差 は 比較 的 少な く 」 
また 増殖 率 と の 関係 も 少な いこ れ や 
反し , 寄生 お よび 病気 の 現われ か た 菜 
調査 の 時 期 に よっ て だ いい 異な る 0 
な わ ち , 1955 年 に は 功 虫 寄生 バチ の 
寄生 率 は 21.7% に 及 ん だ の に , 1956) 
年 の 2 化 期 は 寄生 皆無 ) 同年 3 化 期 選 
A BY es 10S Coa 
さなぎ の 寄生 率 お よび 幼虫 と さなぎ の 
病死 率 は 2 化 期 に と 比べ て 3 {EMI Re 
MUCWS ds 5 Cetus Gc aie 


a 34 CHE i Rey Age > 
i <a. mL Jot ORRbdE< DUS MSO, 


BIR モン ショ チョ ッ 個 体 群 の 生存 曲線 個体 数 と 寄生 お よび 病死 の 確認 きれ 過 


4 回 の 調査 に お ける 調査 日 ご と の 生 加 


1960 年 3 月 


PRR EE + Ai: モン シロチョウ 個体 群 の 自然 死亡 率 お よび 死亡 原因 


Sek ty EvvVuUF eee SPN e 


1956 年 3 化 B 区 


1955 3 it 19564 2 Kt, 1956 BRAK 
に 対す る | | 開 に 対す る SBICM SZ lice tS 
REE Nn” (96) | 個体 数 条 全 (26) APR RC mies Ge) | MRR leo) 
放 fd MR wh 数 140 | 94 229 80 
be RHEE ae eo aie meer a 
a a 
原因 不明 の 卵 ・ 幼 虫 死 亡 数 * | 2887 60.5 698 gp DLT 7075 | 70.8 
病気 に よる 幼虫 死亡 数 332 7.0 | 0 9.4 ra ae 
寄生 パチ に よる 幼虫 死亡 数 1305 21.7 el) 85. ae ie "12 ce 
病気 に よる さなぎ 死亡 数 27 0.6 2 323 157 | 1.6 23 | 1.3 
WHET IC oS ECR 186 aoe | et | oa 417 4.2 94 | 5.4 
< | 
BURRESS RIG 16 0.2 | 56 | 25 47| 0.5 13 0.7 
羽 化 成虫 数 362 7.6 | 660 30.0 1185 | 11.9 269 15.4 
増殖 率 (a ee iC He) 2.59 | 6.60 | 5.18 3.36 
* 1956 年 第 2 化 期 の み は 卵 の 死亡 を 含ま な い s な ね 1955 年 第 3 化 期 の アー タ は 前 報 ( 宮 3 伊藤 ・ 後 
藤 , 1956) CLAMS, 表 に 若干 の まち が い が あ っ た の で 莉 正 し た 。 
** 自由 に 産卵 させ た 場合 の 増殖 率 推 定 値 は 本 六 を 参照 。 
第 5 表 LN SE Es 
= : 寄生 バチ に =: -_ EY ヾ チ に Es =. 
en 病死 虫 数 同 % SEO az | | wen ween mie FEET tay, 
1954 — oe 1955 | 一 幼 Hy — 
9/ Vl 8 31/V 88 eur ct 
A me ee ee aN 08 5 
21/W 897 65 2 9/M 2218 78 «3.5 
26/W | 1644 157 “29.5 12/M | 2313 Vea te 
30/1096 82 7.5 16/ | 2688 3 1.3 8 0.3 
3/ Vil 300 i pages ee 40 20/M | 2541 632.5 767 30.2 
6/\ll 16 495.0 3 24/W | 1248 go Gig 538 43.1 
Sa fe 
計 327 43 28/W | 585 oC 186 31.8 
2 358 1499 
pee 一 幼 ee | 1956 | 一 幼 虫 一 
0 79 VT 
2/V 603 OS 12/W | 29 ES 
= A/V 1063 6 0.6 | 16/M | 696 2 0.3 
7/V | 1088 oe Ons | 20/" | 906 27 3.0 
10/V 945 re 1s | 25/W | 721 2% 3.6 1 0.1 
14/V 929 9 10 | 2/ | 308 212 68.8 9 2.9 
18/V 934 11 1.2 | 9/W | 2 2 100.0 
22/V | 1086 0 | —s = 
26/V 980 37 3.8 15/W 400 ee: 94 23.5 
31/V 135 59° «437 
4/V 29 28 96.6 計 | 291 106 
: See ie | | 
22/1 840 72 8.6 51 6.1 || | 
計 250 51 | 


敷 と を 整理 し て 第 5 表 に 示し た 。 こ と の 表 に は , さなぎ ま 
で 調 存 を 行なわ な か っ た 1954 年 夏 の 世代 (第 4 世代 と 
第 5 世代 と が 混 っ て いた と 思わ れる ) の 資料 を も 掲げ , 
—Fj, 1956 年 第 3 世代 に つい て は 一 斉 産 卵 を させ た B 
医 の 資料 の み を 用 いた 。 

と の 表 に よる と , 病気 の 発現 が 一 番 多 いひ の は 1954 年 
局 で あぁ る 。 こ の 場合 は 寄生 率 は 必ず し ゃ 高く な い が , 最 


る 個体 数 の 多い 7 月 21 日 か ら 7 月 30 日 まで の 間 に 1 

盾 近 く の 病 死 率 が 続い て いた 。 oe eae 
FEARS Din <, 特に それ は 個体 数 の 最も 多い 時 期 に ほ 
と ん ど 現 われ て いな い 。 一 方 , 1955・56 年 の 第 3 世代 で 

は 初期 か ら 病 死 個体 数 が 多く , 特に 1956 KOWAL 
対 値 と し て も 相当 な 割合 こ に の ぼっ て いる 


o MBAR IS 
1954 年 夏 は か えっ て 低く , これ が 最も 高かっ た の は 1955 


6 日 本 応用 動物 昆虫 学会 誌 第 4 巻 1 
第 6 表 マー キン グ に よる 卵 期 の 死亡 率 お よび 観察 誤差 の 検討 

fen A Te 27S 4 8 30 BG 5 2 
ke 5 | p 個体 数 ARSE) 個体 数 (誤差) 個体 数 (誤差) 
1 22 23 (+1) 20-3 (0) | 4416 (0) 
2 a7 12 (—5) 10=2 (0) 1+6-6 (+3) 

3 ib 8 (23) 749 (0) 

4 4 4 (0) 2 (—2) 
5 44 43 (25) 3242-9 (0) 241428 CE 
6 17 24 (£7) otro 2 GE1) 748 (—6) 

7 25 24 (4) 24-1 (+1) 
8 8 20 (+12) 21=1 (+2) 8 人 1 (—10) 
9 50 49 (41) 434-13 (=2) 22+10 (25 
10 18 13+3 (ea) 
11 11i+2 poe eek (41) 
12 6 94-9574 C31) 
13 30+5 9918-1 Ke 
個体 数 の 一 符号 は マー ク し た 卵 の 消失 SHOR), + FSAMReRT. + と 一 を を 合せ て る も 数 の 


合わ な い 分 が 誤差 と な る 。 


年 第 3 化 期 で あっ た 。 1956 年 に 寄生 率 が 低かっ た の は , 


の 葉 を 数 え 落 し た り し た た め 起 こる も の で , 1~20H 


気候 ある い は 薬剤 散布 の 影 首 だ と 考え られ る '。 さなぎ に 再 調 査 を し て 補正 で きる 。 
の 寄生 率 は 各 調 査 世 代 の 間 に あ ま り 差 が な か っ た が , 病 
死 率 は 1956 年 第 2 化 期 に 比べ , 1955-56 年 第 3 化 期 の V. 4 ee 


それ が 高く な っ て いる 。 結局 , 1956 年 度 に 第 2 化 期 よ 
り 第 3 化 期 の 増殖 率 の ほう が 低かっ た 原因 は , MLS 
な ざ の 病死 率 の 増加 に よる と 思わ れる 1955 1 年 第 3 化 
期 の 増殖 率 が 56 年 の どの 世代 より る も 低かっ た の は , こ 
の 年 に は 幼 忠 寄生 バチ が 多かっ た の に 対し じ , 56 年 に は 
と これ が ほ と 々 ど 現 われ な か っ た こと と に よる の で あろ 5 う 5。 
第 1~3 表 を みる と , 発病 は ある 今期 の 終り わ ご ろ る に 
HCD TWSOBDDPS. CHES HC4LASHS, 
し か し この 現象 が , 発育 の 遅れ る よう な 個体 が 生理 的 に 
弱く 病気 に か か りや すい た め に 起こ る の か , 病気 に 感染 
じじ ビ た 個体 の 発育 が 遅れ た た め な の か は 明らか で な い % 

前 報 (宮下 ・ 伊 藤 ・ 後 藤 , 1956) で は , 第 3 (LOR 
育 初期 の 死亡 を 主として 1 令 期 間 中 に 起こ っ た も の と 推 
FELD, 今回 の 研究 で は 卵 の 死亡 も 無視 で き な い こと 
が わか っ た 。 第 6 表 の マイ ナス 符号 の つい た 数 字 は , ' 無 
作 為 に 選ん で マー ク を し た 卵 * の うち , DEN WE 
り 捕 食 虫 に た 吸わ れ た り し た こと と が 確認 まれ た か , INET 
失 し て いた が 付近 に 1 令 幼 虫 を みい だ せな か っ た も の の 
数 で , CORD SKK 1 ~ 2 制 の 卵 の 死亡 が 推定 きれ 
る '。 な お , CORDS, 卵 や 初 令 幼虫 の 個体 数 調査 上 の 
WED DPOB, それ に よる と 誤差 は 株 番号 6 お よび 8 
を 除い て ほぼ 1 割 以 内 の よう で ある 。 大きな 誤差 は 1 枚 


1 


2 
3 


る 


筆者 あら に まる 調査 結果 を 総合 する と モン ンジ ui 語 2 
の 個体 群 に 対す る 制限 要因 は , 卵 か ら 1 令 幼虫 に か け て で | 
の 時 期 , 終 令 幼虫 期 , お よび よう 期 の 3 期 に 最も 強 ぐ 働 
いて いる 。 第 1 の 時 期 の 死亡 要因 は よく ね わからない だ 
気候 お よび 捕食 虫 の 働き に よる の が 大 きい と 思わ れる 6 
第 2 の 時 期 の 死亡 の 圭 因 は 病気 と アオ ムシ コマ ニニ バラ 
Apanteles gromeratus の 寄生 で あぁ あり, 第 3 の 時 期 の 贅 
亡 要 因 は 大 部 分 が アオ ムシ コバ チ Pteromarus puparum 
に よる 寄生 で , 一 部 が さなぎ の 病気 で ある 。 

CORAL, Eb DIC CHM BREW CATE 
われ た の で , KRAVE BI RT © ttt iclk~ ct Baye 
あっ た か る も し れ な い 。 ま た , NCHA mW CARA LZ 
KO, アシ ナガ バチ 類 や スズ メ の よう な 重要 な 捕食 動物 
の 出入 が 妨げ られ で いる 。 TOLAKRLEDS, COM 
究 の 結果 が 野外 に お ける 本 種 個体 群 の 制御 の 実態 を 正確 
に 表わす と は いい が EV. Hit, CO CRE LL 1955 
年 と 1956 年 と の 違い で せわ か る よう に WAWARBE 
亡 要 因 の 働き の 相対 的 な 強 さ は 年 に よっ て 異な る で ある 
う 。 し か じ そ の よう な 弱点 だ も か か わら すず COMA 
明らか に され た モン ショ チョ ウ の 自然 死亡 の 特性 は , ま 
り 自然 な 条件 の も と で も 本 質 的 に 違わ な いと FAB 


fo) 


試験 期間 中 は 薬剤 散布 を 行なわ な か っ た が , 秋 か ら 春 に か け て 数 回 BH C お よび パラ チオ ン 粉 剤 を 散布 し た 8 
マー キン グ 法 と し て は , YI FAY CHIC SAA SHV I. 
この 時 期 の 死亡 原因 は 不明 で ある が , 風 ・ 雨 な どの 気候 的 要因 に よる と と ろ が 大 きい と 思わ れる か ら , 1955 


年 度 と の 違い は 気候 の 差 に 影響 され た も の か も し れ な い 。 


1960 年 3 月 


イギリス で 2 化 ま た は 3 化す る モン シロ チョ ッ ウ Pieris 
rapae’ の 夏 の 世代 の 死亡 要因 が , Moss (1933) お よび 
Ricgarps(1940) に こよ っ て 調べ られ て いる 。Moss (1933) 
に よる と , 本 種 の 増加 を 妨げ る 要因 は 1 へ 2 Sophice 
ける 風雨 に よる 機械 的 障害 , 幼虫 の 病気 と 寄生 , お よび 
さなぎ に 対す る 寄生 と 捕食 * で あぁ る 。 か れ に よる と , W 
忠 の 病死 率 は 数 回 の 例 で 50% 前 後 , 幼虫 寄生 バチ の 寄生 
率 は アオ ムシ コマ ユ バ チ Apanteles gromeratus と 日 本 
に は いな いと 思わ れる A. rubecura と 合わ せ て 約 30%, 
また 発育 初期 の 気候 に よる 死亡 は 病気 と 同じ くら い の 比 
率 を 占め る と いう 。 一 方 , Ricrgarps (1940) は 卵 と 5 
BHO 幼虫 の 死亡 ( 不 を 化 ・ 病 気 ・ 捕 食 ) を 約 50%, 
A. rubecura の 寄生 を 最初 の 卵 に 対し て 約 20%, A. 
gromeratus の 寄生 を 1%, さなぎ に 対す る ハリ バエ 科 
と アオ ムシ コバ チ Pteromarus puparum の 寄生 を 約 
AY と 評価 し て いる 。 Bich ls PHARMA D> 
B, 個体 数 の 減少 率 は 1 令 , 5 令 お よび よう 期 に も っ と 
BKEL, それ に 次 ぐ の は 4 令 期 で , 2:3 令 期 に は ほ と 
胸 と ど 減 少 が み ら れ な いと と を 示し て いる 。 し た が っ て か 
れ の デー タ か ら 描 か れる 生存 曲線 (Tr6, 1959 参照 ) は , 
前 報 (宮下 ・ 伊 藤 ・ 後 藤 , 1956) ぉ お よび 本 報 (第 1 図 ) 
で 示し た それ と よく 似 た 3 段 型 の 減少 を 示す 。 
4 また , ドイ ツ で 本 種 お よび 近 縁 の 有 P. brassicae’ の 制 
限 要 因 を 調査 し た Brurck (1950) は , 両 種 の 主 な 制限 
要因 と し て 夏 の 高温 (9P の 死亡 ), 卵 害 生 バチ で ある ヨ ト 
違 タ マコ ゴ コ ャ ドリ バチ Trichogramma evanescens の 寄 
年 アオ ムシ コマ ュ バ チ お よび アオ ムシ コパ バチ の 寄生 , 病 
気 お よび 越冬 さなぎ に 対す る 鳥 の 捕食 を あげ , 夏 の 発 
年 量 を 特に 制限 し で いる の は 幼虫 と さなぎ の 病気 だ と い 
所 て いる 。 わ れ わ れ の 調査 で る イギリス に お ける 調査 で 
4 まっ た くみ い だ さ れれ てい ない T. evanescens (本 種 は 
回 北 区 に 広く 分 布 し , 東京 付近 で は ョ トウ ガ の 卵 と よく 
ABNS) の 寄生 が 報告 され て いる の は 興味 深い が , こ 
ALASSNDBIK IC PEING D P. brassicae と 1 粒 ず つ 離 し て 
pets P. rapae と に どの よう な 割 谷 で 働い て いる か は 記 
きれ て いな い 。 
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© 1 48) it T P. rapae と され て いる も の の 生活 様式 は , Moss (1933) 
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WTS, 箇 者 あの 報告 し た と と ろ と 基本 的 に は 同じ 3 BE 
型 の 生存 曲線 が 見 られ る と こと は , と の よう な 死に か た 
(死亡 分 布 ) が , 本 種 の よう に 寄生 体 表面 へ の 分 離 産卵 , 
SER, 食 上 生活 と いう ぅ 生活 型 を も つと ん 躍 に 特有 な も の 
だ と いう と ど を 示す よう に 思わ れる 。 

前 述 し た 3 回 の 減少 期 の うち , 第 1 の 時 期 の 死亡 原因 
は , 1954 年 夏 の 世代 (この 時 に は ハナ カメ ムシ の 一種 
Orius sp. に よる 卵 の 吸収 が ぶ き を きわめ て 多かっ た ) を 除く 
と , すべ て 主として 密度 に 無関係 な 死亡 要因 に よっ て 起 
と こさ れ て いる らし く , その 率 も 世代 間 に 大 き な 違 い が な 
い 。 こ れ に 対し て , 5 令 幼 虫 期 お よび よう 期 の 死亡 原因 
で ある 病気 と 寄生 パチ の 働き は 世代 に よっ て 違い が あ 
0, 春 か ら 夏 に か け て モン シロチョウ の 密度 が 増加 する 
と と も に , その 役割 も 増大 し て 行く の で ある 。 別 に ( 伊 
mR - eR - TF, 1960) 報告 する よう に , 寄生 の 空間 的 
分 布 か ら は , それ が 密度 に 依存 し た 発現 様式 を と っ て い 
る と は 必ず し ゃ 断定 で き な い けれ どる も る , と この と と の いか 
ん に か か わら ず , 本 種 の 活動 の 増加 が 季節 の 進行 に 伴う 
寄主 (モン ショ ロ チョウ) の 増加 と 関連 し て いる と と は 推 
BWCESo RH (1933) は , MIC CHAK RH 
し た モン シロ チョ ウッ ウ 幼虫 の 本 種 に よる 寄生 率 を 調べ , 5 
月 中 旬 か ら 7 月 中 旬 に か け て 寄生 率 が 次 第 に 上 昇 す る と 
と を 報じ て いる 。 1954 年 夏 の 世代 で は 寄生 率 が か えっ 
て 低かっ た が , と の よう に 盛夏 の 時 期 に アオ ムシ コマ ニニ 
バチ の 寄生 率 が 低下 する 現象 も , 長島 1933) 以来 し ぼ 
し ば 認め られ て いる 。 Sreinnaus (1949, p. 485) Ick 
SL, ハワイ で は 海抜 1000 フィ ー ト 以下 の 地域 で は 多 
数 の P. rapae の 幼虫 が “wilt” と 呼ば れる 多角 体 病 
で た お れる が , 1000 フィ ー ト 以上 の 地域 で は この 病気 
は 少な く , その か わり 低地 で は 少な い ア オム シコ マユ スバ 
チ の 寄生 率 が 高い と いう 。 か れ は 低地 で と の ハチ の 寄生 
率 が 低い 原因 を , 寄主 が 病気 に か か っ た 場合 ハチ も と 
も に た お れる か ら だ と し た 。 し か し , 宮本 ・ 松 沢 ・ 岡 本 
(1956) お よび 松沢 (1958) は , 香川 で 同じ よう な 現象 を 
見 て , その 原因 を 本 種 に 対す る 高温 の 抑制 作用 に 帰し 
た 。 筆者 ら の 場合 も むし ろ 高 温 抑 制 の ほう が 解釈 し や ゃ す 
ESS 


忙 よ る と 日 本 の モン ショ チョ 


ウ P. rapae crucivora と や や 異な る らし い 。 す な わ ち , P. rapae の 成虫 が 卵 を 1 個 ず つ 離 し て 産 な と と は 
同様 で ある が , ふ化 し た 幼虫 は し ば し ば キャ ベツ の 心 部 に は いり こと こみ, そこ と で 摂 食 する と いう 。 それ に も か 
; か わら ず , P. rapae が 後述 の よう に P. vr. crucivora と 似 た 死亡 分 布 を 示す の は , 両 種 の 5 倒 期 の 死亡 が 
主として で 病気 と , $ っ と 早い 時 期 に 寄生 を 受け た 寄生 バチ に 起因 し て いる と いう 共通 人 性 や そる も つた めで あぁ ろう 。 


? 捕食 の 役割 は 越冬 世代 で は 特に 大 きい と いう 。 


3 本 種 は 卵 を 塊状 に 産む 点 が 他 の Pieris と 異な る が , その 他 の 生活 習性 は 日 本 の モン ショ ロ チョウ と よく 似 て 


WAo 
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病気 に つい て は , 季節 的 に みて も 寄主 密度 の 増加 に 伴 
う 発 病 率 の 増大 が 見 られ た 。 ま た 別に 報告 する よう に , 
ある 調査 時 に 個体 数 が 多かっ た 株 ほど 次 回 調査 時 の 病死 
虫 率 は 高かっ た (FR: ER: EP, 1960), し た が っ 
て , 本 種 に お いて 演 気 は 密度 に 依存 し た 要因 と し て 働い 
CWA S08 EE が で きる る 

モン シロ チョ ウ の 地域 ある い は 年 に よる 発生 量 の 違い 
に 関与 する 要因 に つい て は , 今後 の 研究 が 必要 で ある 。 
MICHELBACHER & SmitH (1943) は カル フォ ルニア に お 
いて アル ファ ルフ ァ を 害する モン キチ ョ ウ の 一 種 Colias 
eurytheme の 生態 を 調査 し , 地域 的 な 発生 量 の 違い を 決 
DEADIZELLTMECHO, Hh, FICLSRER 
の 違い に 関与 する も の は 幼虫 寄生 バチ と 病気 で あろ うと 
BA. モ シ シロ チョ ッ ウツ の 場合 に も 前年 に よる 発生 量 の 
違い に は 寄生 バチ の 発生 状態 が 相当 強く 影響 する と 思わ 
れる 6。 

本 報告 が 示し た よう に 春 か ら 夏 に か け て の 数 世代 を 
通じ て モン シロ チョ ウ は 増加 を 続け る 。 野 外 で は 仮に 筆 
者 ら の 得 た 価 よ りや ゃ 高い 死亡 率 が 得 ら れる と し て も る も, 
根本 的 な 事情 は 変わ りな いで あろ る う 。 こ うし て で 増加 し て 
いっ た 個体 律 は , 盛夏 の 世代 (第 4~5 世代) に お いて 
強い 環境 抵抗 を 受け , 個体 数 が 激減 する 。 そ の 原因 は 等 
者 ら の みた と こと ころ で は , 高温 障害 , 卵 ・ 幼 虫 の 捕食 お よ 
び 高 率 の 発病 で ある "。 し た が っ て , 本 種 の 初秋 に 羽化 
する 個体 は な どく 少な い 。 秋 の 世代 に お ける 死亡 率 は , 前 
報 で 述べ た よう に ご どく 低い か ら , 個体 数 は や や 増加 する 
B, その うち 冬 を 迎え , 越冬 期 に 再び 大 部 分 の 個体 が 失 
われ る も ゃ の と 思わ れる 。 Friepricus (1931) は ドイツ に 
お けり る 量 的 な 調査 匠 基づい で 衣 越 冬 き な き ぎの 死 電 対し 
て は 鳥 に よる 捕食 と 寄生 と が 決定 的 な 役割 を 果 し , か つ 
両者 の 割合 は ほぼ 同等 で ある と し た 。 前 述 の Ricnarps 
(1940) や Bruncx (1950) も 越冬 さなぎ に 対す る 鳥 の 捕 
食 の 効果 を 重視 し て いる 。 残念 な が ら 筆 者 ら は 越冬 さき な 
ぎ に 対 する 環境 抵抗 の 調査 を 行なわ あな か っ た 。 日 本 で は 
従来 も この 時 期 の 死亡 率 の 量 的 な 研究 は 行なわ れ て いな 
Wo 越冬 期 の 死亡 率 と 死亡 要因 の 少な く と る も 数 年 間 に わ 
た る 調査 は , 寄生 バチ と 病気 の 働き が いわ ゆる delayed- 
density-dependent factor と し て 初夏 の 大 増加 の の ち 
に よう や ゃ やく 現われ る と いう 事実 か らし て も 本 種 の 発生 
ある 


y-& 約 


1) 1956 年 の 4 月 か ら 7 月 に か け で 農業 技術 研究 所 


野外 で は 寄主 植物 の 不足 も 一 つっ の 要因 で ある ろう 。 
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構内 の 網 を 掛け た キャ ベツ 畑 に お いて , モン シロ チョ ウ 
個体 群 の 自然 死亡 率 お よび それ に 関与 する 要因 を 調べ 
(So 

2) 個体 数 の 減少 は , 第 2 世代 で も る 第 3 世代 で る 前 HD 
か ら 1 令 幼虫 に か け て の 時 期 , 終 令 幼虫 期 お よび よう 期 
に 特に 著しく 減少 し た 。 そ の 結果 両 志 代 と る も る, BH CE 
下 ・ 伊 藤 ・ 後 藤 , 1956) で 報じ た 1955 年 春 と 基本 的 特 
性 に お いて 同一 な 3 段 型 の 生存 曲線 が 得 ら れ た 。 た だ じ し じ 
総 死 亡 率 は 両 世 代 と る 1955 年 春の 調査 結果 より 低く 
特に 第 2 化 期 は 低かっ た 。 | 

3) 卵 か ら 1 令 に か け て の 時 期 の 死亡 率 に は , 1954 年 
盛夏 の 世代 を 除く と 年 また は 世代 に よっ て あま り 大 き な 
違い は な く , CHICAS TS BASEL CHIC HE 
し な い 性 格 の も の で ある よう に 思わ れ た 。 ま た , WORF 
期 の 死亡 は 総 卵 数 の 10~20% と 推定 され た 。 

4) 1956 年 に は 幼虫 寄生 バチ で ある アオ ムシ ジコ マニ 
バチ の 寄生 率 が 1955 年 に 比べ て 低く , 特に 第 2 化 期 の 
寄生 は 皆無 で , これ が こと の 年 の モン シロ チョ ウツ 個体 群 の 
総 死 亡 率 を 低め た 主 な 原因 だ と 思わ れる 。 さ な ぎ 寄 生 バ 
チ で ある アオ ムシ コマ ユエ バチ の 寄生 率 は 1955 年 と 1956 
年 で あま り 差 が な か っ た 。 ど ちら の 寄生 バチ る 世代 が 進 | 
ICOM C COMES SIUC < EDICMENES 

5) 病気 の 発生 は 2 化 期 よ り 3 化 期 の ほう が 多 か う 
た 。 ま た 前 報 お よび 本 報 の 調査 を 通じ て 最高 の 発病 率 床 
1954 ERB OUCH BNI 
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Natural Mortality of the Common Cabbage Butterfly, Pieris rapae 
crucivora BotspuvaL, with Considerations on the 


Factors Affecting It 


By Yosiaki Ir6, Kazuyoshi Mriyasuira and Akira Goron' 


National Institute of Agricultural Sciences, Kita-ku, Tokyo 


From April to July of 1956, the field population 
count of the common cabbage butterfly was 
‘arried out to study the factors affecting the 
1atural mortality on a cabbage field of National 
nstitute of Agricultural Sciences. In the present 
yaper the authors described the results of this 
tudy and concurrently attempted a comparison 
vith the results of the preceding observations 
ready reported (Mryasuira, IrO & Goron, 1956). 

The cabbage field of 1 acre in area was covered 
yy a 8-mesh net to keep the butterflies off. This 
ield was also divided by the net into two sections 
oth of which contained 128 cabbage plants. 

Ninety-four second brood butterflies (44 males 
nd 50 females) collected in the suburb of Tokyo 
vere released into section B of the experimental 
eld on April 21, and were eliminated after two 
ays. 

Counts of numbers of eggs, larvae, pupae, and 
ndividuals succumbed to parasite and disease 
rere conducted on all plants until the whole 
asects pupated. All the pupae were removed 
com the field and kept in the laboratory. When 
he third brood butterflies had emerged from 
hese pupae, each one-thirds of butterflies e- 
verging every day were released on the same day 
ito section A of the field, and were allowed to 
viposit until their deaths. Fourty pairs of the 
uird brood butterflies were also liberated into 
sction B on June 8 and eliminated on June 10. 


ounts were made in both sections, as in the 


2nd brood. 

The results of these counts are shown in 
Tables 1, 2 and 3, and the survivorship curves 
calculated from these tables in Fig. 1. 

In every case, remarkable reductions in the 
number of individuals were found at three 
developmental stages, i. e. the egg and the first 
the last larval instar, and the 


third and fourth 


larval instar, 
pupal stage. The second, 
larval instars showed no conspicuous decrease. 

From the comparison of six different generations 
reported here and in the previous paper, the 
following conclusions could be drawn. 

1. Except the mid-summer generation of 1954, 
mortalities of the egg and the first larval instar 
were estimated as 50 to 70 per cent of the initial 
number of eggs. These mortalities seemed to 
be caused by the mechanical effect of weather 
and by the predation of polyphagous predators. 
In mid-summer generation of 1954, predation of 
eggs by Orius bugs played a dominant rdéle in 
an extraordinary high mortality. 

2. Mortalities of the last larval instar varied 
in different seasons and were always attributable 
to the ‘‘wilt’’ disease and to the parasitism by 
Apanteles glomeratus. The rdles of these factors 


seemed to be intensified by genaration by 
generation except that the parasitism decreased 
The 


increase rates from the preceding generation 


temporarily in the mid-summer generation. 


were larger in the second and the third genera- 


1 Present address: Aino Branch, Nagasaki Agricultural Experiment Station, Nagasaki Pref. 
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tions of 1956 than in the third generation of 1955. 
In 1956, this high increase mainly due to the 
less propagation of the parasite. 

3. Mortality at the pupal stage was due chiefly 
to a pupal parasite, Pteromalus puparum. Para- 
sitism of this species was higher in the third 
than in the second brood. 

In conclusion, abundance of the common cabbage 
butterflies seemed to be controlled by the me- 
chanical effect of weather and the activity of 


predators, two species of parasites and “ wilt ” 
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er 


disease. The weather and the predator affect 
the early developmental stages, while parasites 
and the disease affect the last larval and pupal 
stages. Temporary decrease of the population 
in the mid-summer generation may be attributa- 
ble to the density-dependent increase in the 
activities of biotic factors and the harmful 
physiological effect of high temperatures. As 
for the activity of predation against the fullgrown 
larvae and the overwintering pupae, future 


studies are needed. 


ce 
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RICKEET TA IDES Whale 165 1B eamMecsy hatch 1. i/e 
LrRoux (1958) Progress in harmonizing biological 
and chemical control of orchard pests in eastern 
10th Int. Congr. Ent., Montreal 
1956 3: 169~174. 

カナ ダ 東 部 の ノバ ・ ス コッ チア 州 で は , 1943 年 以来 
Pickett, Lorp, MACPErp NCES シン ゴゴ 園 で の 
ん 虫 群集 に 及ぼ す 上 農薬 の 影響 が 調べ られ て いる が (The 
influence of spray programs on the fauna of 
apple orchards in Nova Scotia. I~X. a Ge 
Can. Ent. に に 発表) その 成果 が 実っ て 7 現在 で は ノバ ・ 
スコ ッ チ ア の 大 部 分 の リン ゴ 園 で , 生物 的 防除 と 化学 的 
防除 と を 結合 きせ た 合理 的 な 防除 法 が 用 いら れ , 防除 に 
要する 経費 を 軽く 済ま せる と こと が で きる よう に な っ た 。 
そし て PICKETT 」 を 初め と する カナ ダ 虐 務 省 の 果樹 こん 
Heed, ノバ ・ ス コッ チア の 成果 を , 更に ケベック 
州 の リン ゴ 園 。 オン タリ オ 州 の モモ そ 園 と まで 広げ よう と 
BAN CAR eA 2TWS, COMM, ノバ ・ ス コ 
IFT COMR®Z ADHD, HORCTNK9Y, AVA 
リオ で 行なわ れつ つ ぁ る 試み の 遇 間 報 告 と いう と と が で 
さき 


Canada. Proc. 


) 
こと に は , RAMS Se RRORAC, 天敵 個体 群 が 
著しく そ と な われ , 一 時 お さ た られ た 害虫 が し ば らく し 
て 前 に も 増し て ひど い 害 を 与え る よう に な っ た り , 今 ま 
で 密度 の 低かっ た 虫 が 重要 害虫 に な っ た り し た 実例 が 数 
多く あげ られ , 結局 , 天敵 に 比較 的 害 の 少な い 農 薬 を 改 
要 最 小 限 に し か 使わ な いと いう 化学 的 防除 の 原則 が 大 用 
に 主張 きれ て いる (19557 HEV WN. za ッ チ ア の リン 
FAC, 年 に 平均 2 回 以下 の 殺虫 剤 散布 で , 十分 害虫 
の 被害 を お さえ て いる と いう )。( 鳥 根 農大 大 性 昭 郎 ) 


PK 


白 ロ シア に お ける マツ の ハバ チ 類 と その 寄生 忠 
Rywxin, B. W. (Ruivxin, B. V.) (1957) Die 
Kiefernblattwespen Weissrusslands ihre 
Beitr. 


und 
Parasiten (Hymenoptera: Diprionidae). 
Ent. 7: 457~482. 

1928 年 か ら 1951 年 に か け て , ABvrOrIME 
は Neodiprion sertifer (マッ ハバ チ ) が 5 回 , Diprion 
pint が 1 回 大 発生 し た 。 大 発生 を 誘起 する 要因 は , ど ら 
ら の 種 の 場合 も RECHT, 特に 土 中 に 貢 を 造っ で 幼 
虫 が nz 体 で 休眠 する と これら の 種類 で は , 2 FUERRV 
た uberliegende Larve (きま っ た 羽化 期 に 羽化 せ ず 必 
価 年 も 休眠 を 続け る 幼虫 ) が 一 斉 に 羽化 する よう な 気候 
条件 が , 多数 の ペチ の 発生 を も た ら す 。 Diprion pini O 
場合 に は , CORRMAM IAS < RU te iC ie < as 
そえ で あっ た 。 い っ た ん 大 発生 が 始ま る と , 生物 的 要因 の 
役割 が 急激 に 増加 し , これ が 大 発生 を 2 ~3 世代 で 終 細 
せしめ る 。 生物 的 要因 の うち で も 大きな も の は 卵 寄 牌 ※ 
貢 内 幼虫 の 寄生 NF 
Dahlbominus fuscipennis ぉ よび ウィ ルス 病 で あっ ⑦ 
特に A. ruforum は Diprion pini の 大 発生 の 次 志筑 
に は , 調査 し た すべ て の 林 区 で 10% の 寄生 率 を 示 じ 
Zo CIUTKHHAME SNS, EOHL4, WHE 
ら か 土 中 に 残さ れ た Uberliegende Larve 2p (HAH 
維持 し , 次 に 気候 が 好転 し た と き に ふた た び 大 発生 8 
( 農 技 研 伊藤 嘉昭 ) 


チ Achrysocharella ruforum, 


の の 0 


. 日 本 産み メ ム シ 上 科 の 幼 期 と 関す る 研究 


; IX. Lagynotomus, Aelia 3 よ びそ を それら の 近 縁 属 の 幼 期 
: 小 林 ie 
? 徳島 県 農業 試験 場 


_ Lagynotomus 33 kU Aelia は カメ ムシ 科 (Pentato. 


midae) に 属す る 一 属 で , AAL YL. elongatus (Darras) 
MAAXAVIEKOS A. fieberi Scorr ウズ ラ カ メ ムシ 
の 各 1 種 が 知ら れる 。 イ ネ カ メ ムシ は イネ , キビ , ア アワ , 
特に 陸稲 , 早生 稲 お よび 早期 栽培 水稲 な ど に 全 減 的 被害 
を 与え る こと も ある イネ の 重要 な 害虫 で ある 。 ウ ズラ カ 
ムシ は 日 本 に に お いて に は 一般に 個体 数 が 少な いた め , T 
析 ま で あぁ まり 問題 に な ら な か っ た が , イネ , ムギ , その 
和 借 の ホモ ノ 科 作物 を 害する 害虫 で , 同属 の 4elia spp. 
訂 医 国 に お いて は ムギ 類 の 害虫 で あり , トル コ に お いて 
Wi Eurygaster spp. と と も に 穀類 の 重要 害虫 と な っ て 
4. Lagynotomus (UTR RIC Aenaria お よび 
Laprius © 2 属 が あり , 
lewisi お ま び フタ テン カメ ムシ Laprius 
gastricus (Thunberg) が 日 本 に 産 し , AHA ROE 
是 と し て 報告 され た と と の ある 種類 で , ネ ザ サ や メダ ケ 
REOHUCHD, 後者 は スス キ 類 に 寄生 する 種類 で あ 
吉本 これら 2 属 2 種 の うち , シロ ヘリ カメ ムシ の 幼 期 は 
Be (1958) に よっ て すでに 報告 され た が , フタ テン カ 
BLY の それ は 未詳 で ある 。 Aelia に 比較 的 近 縁 な 属 
は Rubiconia お よび Eysarcoris の 2 属 ぶ が あり, 前 
AMOS 上 農作物 を 加害 する こと の ある ヒメ カメ ムシ 
R. intermedia (WorLrr) お よび 山地 より 知ら れる 種 名 
東 詳 の 1 種 が 知ら れ , 後者 か ら は ホモ ノ 科 , マ メ 科 , そ の 
形 の 農作物 の 重要 害虫 で ある 4 種 お よび 山地 に 生息 する 
QED DVS. THD Aelia よ な は むし る ろ る Carbula 
SMR CH oT, 同属 と と も に 取り 扱う の が 好ま し い の 
き 誠 紙面 の 都合 も あり , 次 報 で 論ずる こと に し た い 。 ウ 
AFAXLY OMIA (1952) た にょ よっ て 報告 され た 
BR DAS CHS の で , あら た め て 記載 する こと に し 
So AMICI SICH GS, AAT BI CHAE Md 
3 だ 石原 保 教 授 , 文献 その 他 に つい て ご ど 親 切な ご 教示 を 
Bo, 種々 ご 便宜 を お 計 り 下 さっ た 長谷 川 仕 技官 な ら 
0@ 宮 本 正 一 助 教授 , お よび 材料 の 一 部 を ご 提供 くだ さ 
5 だ 大 内 実 氏 に bp 


(1959 年 7 月 8 日 受領 ) 


シロ へ ヘリ カメ ムシ Aenaria 


(Scott), 


Lagynotomus 属 の 幼 期 の 特徴 


現在 まで の 知見 に お いて , 本 属 は 日 本 に 
メ ム シ 1 種 が 産 す る の み で ある 。 


Lagynotomus elongatus (Darrvas) イネ カメ ムシ 


は 次 の イネ カカ 


1851 Pentatoma elongata DarLLas, List Hem. p. 246. 

1883 Aenaria assimulans Distant, Trans. Ent. 
Soc. IV: pp. 415 & 421~422 (desc. Japan). 

1904 A. lewist OnuxK1, Noji-Shikenjo-Hokoku 30: 
1~4, Fig. 1 (egg, egg-mass, lst and 5th instars, 
ecological notes). 

1906 Lagynotomus assimulans Breppin, Wien. E. 
Z. XXV: p. 245 (type Niphe assimulans). 

1928 A. lewist Taxanasui, Sakumotsu-Gaichu-Ron 
pp. 137~139 (egg, lst and 5th instars, ecological 
notes). 

1929. Lagynotomus assimulans Esaxi, Kontyu 3: 
74~75 (sci. name). 

1952~3 L. assimulans Taxauasut Y, Genshoku- 

egg- 
mass, young and old instars, ecological notes) . 

1957 L. assimulans Tsutsut, Ill. Nat. Hist. Inj. 
Ins. Jap. I: p. 56 (egg-mass, lst and 5th instars, 


Sakumotsu-Gaichu-Zusetsu Fig. 9 (egg, 


ecological notes). 

BAGSIN, POE, AWN), BEER, TUF, Env, 7 
ィ リ ピン な ど に 分 布 す る 。 AAV ChE 1 EE 
で , 7・8 月 ご ろ 交 尾 産 卵 し , 新 成 虫 は 9 月 上 旬 ~10 月 
ご どろ 羽化 する が , 上 曖 地 で は 更に 1 世代 を Bat, 10 月 
下旬 ご ろ 第 2 世代 目 の 成 虫 が 羽化 する 。 成 虫 態 で 林 の 中 
や 丘陵 地 な どの 示 ホモ ノ 科 雑 草の根 ぎわ な ど で 越 冬 す る 。 
WAL MRH, MOT AXEVN, r/IAUTYH, +x 
hAVPTEORE) AER OMMRE TSA, 
出穂 し 始め る と , 稲穂 に と 集まっ て 加害 し , これ を まっ た 
く 不 稔 に する こと も まれ で な い 。 食 草 は ホモ ノ 科 植物 


で , 日 本 と お いて 現在 まで に 次 の よう な 種類 が 記録 され 


イネ が 


th 


12 日 本 応用 動物 量 虫 学会 誌 


Joe Rib) 4k, FED TI, Tes eee 
Foe Es, EI BET, hay see 

A. Sp 

Efe 1.2mm, KS 1.lmmx0.9mm, 前 後に 
RRA KR EIMETE FD) 円形 。 卵 は 初期 に は 淡 黄 色 あ る い 
VEE, SGD ICATIC ITI Z> < GE) 破砕 器 が 暗色 に , 
BART OMDO Miko 一 部 が 帯 赤色 に BMENS o I 
か く は どく うす い 白 色 で ほぼ 透明 , 表面 に 細線 で 不 規則 
ICMR Sic a> (HD 粒状 隆 起 を 有する 。 受精 孔 突起 は 約 
AO 個 , 長 さ 約 40x, ほぼ 半 透 明 で 先端 が だ 円 形状 に 
を くれ た 短い こと ん ( 視 ) 棒 状 。 卵 か く 破 砕 器 は よく キチ ン 
{ELIT HIG, Hk) 0.23mm, 横 約 0.39mm で 早かっ 
(褐色 。 付属 膜 は EL UCHR, 中 央 部 の み 眼 状 に 艇 
Wo が い ( 蓋 ) 部 は めい りょう 。 卵 塊 は 通常 10~16 個 内 
KOWK VEO, 1 列 あ る い は 2 列 , まれ に 3 列 を な し 
て Hb, ENICHL SGA, S 穂 な どの 上 に 産 付 
され る 。 

B. H B 

令 を 通じ , 気 門 は 第 2~8 風 節 の 結合 板 の 内 方 に 1 

. 個 ずつ 開 百 し , 第 8 節 の も の は 他 の も の より は る か に 小 
形 。 腹 部 第 1・2 節 に まっ た く 上 腹 背 板 を 欠く 。 全 体 に 短 
BR BESS. RICHER EMAL, 色彩 の 個体 
変異 は 少な い 。 

令 の 検索 表 

1(6) UL GB) Wisi BVI 

2 (5) elie PAAR E OIA 

3 で 4 複眼 ほな ぁ まり 突出 し ない ………… 第 十 令 幼虫 
AN (33 )} 複眼 は 顕 蓋 に 突出 する 第 2 ApS 
5 (2) 後 胸 背 板 は 中 胸 背 板 よ り 狭 い …… 第 3 令 幼 中 
6 (1) 前 し ( 克 ) 包 が 認め られ る 
7 
8 


(7) 有 7 後 じ 包 が 顕著 に 発達 する ……………… 第 5 令 幼 虫 
第 1 令 幼 虫 体長 約 1.8mm。 体 は お お むね 短 卵 形 。 
頭 部 は 短い 。 中 葉 は 側 葉 よ り 長 く , 先端 は な め ら か な 弧 
状 1+ 2 SHH) 。 側 葉 前 側 線 は な め ら か な 弧状 A~3 
令 共 通 ) 。 GHW GROIMED Hd bwPTHHMMK. Uw oe 
A(AID ARH A 2 有する 風 背 板 は , 中 部 開局 を AT 
る も の より 広く , 中 央 部 で 著しく くびれ た 紡 氏 形状 。 体 
上 (腹部 に も ) に は 黒色 点 刻 を きわ め て まばら に 装う 。 
TAREL L CK, KEL PRIS, 頭頂 部 ば か 


っ 色 。 胸 部 暗かっ 色 , た だ し 中 央 部 お よび 側 縁 部 は 淡 か ” 


> fo MME, MMB ARETE. MMI LOS 
合板 淡 か っ 色 , それ ら の 周辺 部 は 暗色 。 BUR. 触角 
HARE, 各 箇 接合 部 は 赤色 。 脚 ほぼ 黒色 。 正中 線上 に お 


4G Ble 


ける 胸 背 板 比 2.8: 2.021, fete 1: 1.15 12 see 
go Ath 体長 約 2.7mm, KERBENING 
yt OV (GEM IRRI IC BV CDT DICH 
方 へ 突出 する (2~5 SHB). 。 前 ・ 中 胸 背 板 側線 は き ね 
め て ゆる や か な 弧状 を な し ¥ & GE) MK C~S aH 
通 ) 。 NOI MOH DIRS, BRED YD KS 
に 区 別 で きる AREAS S. し ゅ う を せん 前 部 開 戸 を 
する 腹 背 板 は 中 央 部 で 相当 くびれ た だ 円 形状 で , 中 部 B 
ロロ を 有する も の より や や 狭い (2~5 SHAH) Mal 
半 円 形状 (2~5 令 共 通 ) 。 頭 部 幸 と し て 淡 赤 か っ 色 
(GRIPE, 焦 茶 色 あ る い は 黒色 点 刻 を 装う 。| 胸 
主として 淡 赤 色 な いし 淡 鞭 か っ 色 , 側 縁 部 は ほぼ 白色 3 
前 お よび 後 胸 背 板 に お ける 各 1 対 お よび 中 胸 此 板 お 
る 2 対 の 色 は ん ( 疾 ) は 淡 灰 色 。 頭 部 同様 点 刻 を 有する 
腹部 お お むね 淡 黄 色 , 腹 節 接合 線 は 淡 赤 色 , きわ めで 
ば ら に 焦 茶 色 あ る い は 黒色 点 刻 と 赤色 は ん ( 殖 ) 点 る 3 
うぅ 。 腹 彰 板 淡 赤 か っ 色 , 周辺 部 は 黒 か っ 色 , BRE 
を どく まばら に 装う 。 MARK ORV L RAW 
色 , 腹 背 板 同様 に 点 刻 さ れる 。 複眼 黒 赤 色 。 触 角 第 
基部 は 暗色 , その 他 の 大 部 分 は 暗 赤 色 , Aiea 
fi. 72> (BE) Aird EE UT URE, 先端 近く に H 冬 
5 tHeAtTS> OW OD AD 7. NHiP 2 Re 
正中 線上 に お ける 胸 背 板 比 2.8:2.8:1, file tT 
Deo p20 405 ‘ 
第 \3 Shh hE 4.2mm, KiisboORRIMG 
頭 部 や ゃ 長く 。 中 葉 は 比較 的 幅広 BURRIS BP 
状 を な し , MECH. io PmMis HARE YO 
く , 後 線 と あい りょう に 識別 で きる 側 縁 を 有する a 頭 
KERAC, 頭頂 部 の 2 対 の 長方形 は ん ( 董 ) を 除き 粗大 
黒色 点 刻 と 赤色 は ん 点 を 装う 。 胸 部 淡 黄 白色 , 頭 部 同 
に 黒色 点 刻 お よび 赤色 は ん 点 を 装う 。 た だ し 前 お 凌 
後 胸 背 板 の 各 1 対 お よび 中 胸 背 板 の 2 対 の 部 分 は 点 契 
ょ び 赤 は ん を 欠き , その 一 部 が 淡 灰 色 を 帯び る 7 腹 将 
HA, 第 2 ~8 節 の 結合 板 の 内 方 の 淡 黄色 は な を 除 
胸部 同様 に 点 刻 され , 赤色 は ん 点 を 装う 。 腹 背 板 は 溢 
色 な いし 淡 赤 色 を 帯び , 側 端 部 は ほぼ 黒色 , 腹部 同村 
点 刻 され , 赤色 は ん 点 を 装う 。 た だ し し ゅ う せ ん 開 中 
前 方 の 小 部 分 に は これ ら を 欠き 淡 昔 特色 。 結 合板 の 別 
部 は 淡 黄 色 , 内 ・ 後 縁 部 は 黒 か っ 色 , MAMET RAS 
赤色 は ん 点 を 装う 。 複眼 赤 黒色 (3~5 thi). ALF 
第 1 節 中 央 部 は 暗色 , 両端 部 は 帯 自 色 。 第 2~ 4 節 
Bf, た だ し 接合 部 は 暗 赤 色 。 た い 節 は ほぼ 白色 で 用 
近く に 暗色 帯 を 有する 。 け い 節 の 大 部 分 は 暗色 ある 
Rik, BMWA, 先端 部 は 黒 か っ 色 。 付 節 は ば 


1960 年 3 月 
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A: SN (egg), B: 同 側面 (do. lateral view), 


chorion), D: 受精 孔 突起 (micropylar projection), E: 卵 か くく 破砕 器 (egg-burster), 
H: 第 2 令 幼 虫 (2nd instar), 
K: 第 4 令 雌 幼 虫 生殖 節 腹 面 (ventral view of the genital segments 
M: 第 5 
節 腹 面 (ventral view of the genital segments of the fifth instar 2), O: [m#é (do. 
ll: {JH (lateral lobes), do: 


‘mass), G: #123) (st instar), 


Jj: #443) (4th instar), 
of the fourth instar 2), L: 同 雄 (do. 8), 


い 部 (operculum), ml: 中 工 (median lobe), 


する 腹 背 板 (dorsal plates of the odoriferous gland orifices), 


lmm (calibration, 1mm) 
Bo JERE ICIS SHOE 3.223.221, 触角 比 
meee 2 1.7 32.2, 

BASH 体長 約 6.5mm, 体 は お お むね HHL 
4-5 Si). 中 葉 は 比較 的 狭く , 側 葉 よ り わ ず か 
FAV. HUE D ATUL CCAM IE > MRK RES i ‘5 
FB) o Bil POT ARAB USER. 頭 部 は ほぼ 前 
同様 の 色彩 お よび 点 刻 を 有する 。 erie 後 
澤 板 の 側 端 は 暗かっ 色 を 早 し , HI AROPI BE < Ic 
森 色 縦 線 を 現 わ す こと こと が あり , 頭 部 同様 に 黒色 点 刻 と 
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第 1 Lagynotomus elongatus (Darras) イネ カメ ムシ 
C: 卵 か く 表 面 の 構造 (structure on the surface of 


F: 卵 塊 (egg- 
I: 第 3 令 幼 虫 (3rd instar), 


令 幼 虫 (Sth instar), N: 第 5 倒 雌 幼虫 生殖 
8), op: が 
し ゅ う せ ん 開口 を 有 


co: 結合 板 (connexiva), AIT 


赤色 は ん 点 を 装う 。 ただし, 前 胸 背 板 の 側 縁 部 お よび I 
MOM JF(KIZA ED) な ら び に 中 胸 背 板 の 側 緑 部 
お よび 2 対 の 部 分 に は これ ら を 欠く 。 腹 部 主として 淡 緑 
i 第 2~8 節 の 結合 板 の 内 方 の 淡 黄 色 は ん を 除き , 
周 部 同様 に 点 刻 さそ され, 赤色 は ん 点 を 装う 。 WRIA 
た だ し 條 alsa は 黒 し ゅ う せ ん 開 ロ 部 前 方 の 小 部 
分 を 除き 腹部 同様 に 点 刻 され , 赤色 は ん 点 を 装う 。 結合 
ae E whales Pataic ほぼ 円 形 の 暑かっ 色 は ん を 
AL, A+ ERIE Be HO, 腹部 同様 に 点 刻 され 。, 
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赤色 は ん 点 を 装う 。 触 角 第 1 節 は 暗 灰 色 , た だ し 上 面 先 
POR CLUE A eo 第 2 節 は 黒 赤 色 , た だ し 上 面 で は 淡 
HE 0 HB お よび 4 節 は 赤黒 色 。 触角 節 接合 部 は 赤色 。 
脚 前 令 と ほぼ 同様 。 正中 線上 に お ける MRR 4.2: 
5.5:1, feb 1:2.7:1.9:2.2, 外部 性 徴 は 本 令 ま 
り 認 め ら れる 。 すなわち , 雌 は 腹部 第 9 腹 板 の 前 線 中 央 
に 不 あ いり ょ うな 三角 形状 お う ( 凹 ) 陥 を 有 し , BRU S 
に 1 対 の 嗜 か っ 色 だ 円 絞 を 現 わ す 。 雄 は これ ら の 特徴 を 
AR LIEV 

第 5 令 幼 虫 体長 約 9.4mm。 中葉 は か な り 狭 く , 側 
工 ま より 明らか に 短い 。 側 工 は 左右 の ぁ の が , 中 葉 の 前 
方 に お いて ほとん ど 接近 し な い 。 NAAM D S & BK 
構造 は 微小 。 前 ・ 中 胸 此 板 側線 部 お よび 結合 板 外 線 部 に 
は 点 刻 を 欠く 。 頭 部 は ほぼ 前 令 同 様 の 色彩 お よび 点 刻 を 
有する 。 胸 部 淡 黄 特色, 前 し 包 基 部 に 暗かっ 色 は ん と 黒 
か っ 色 終 線 を 現 わ し , ほぼ 前 令 同 様 に 点 刻 され , 赤色 は 
みみ 点 を 装う 。 腹 部 幸 と し て 淡 緑 色 , 中 央 部 は 淡 昔 白色 , 
ほぼ 前 令 同 様 に 点 刻 され 赤色 は ん 点 を 装う 。 腹 背 板 お よ 
び 結 合板 は ほぼ 前 令 同 様 。 触 角 第 1 節 は 基部 を 除き 上 面 
な は 淡 か っ 色 , 下面 は 暗色 。 第 2 節 は 暗 赤 色 , た だ し 上 面 
は 帯 か っ 白色 。 第 3 節 は 黒 赤 色 , た だ し 基部 上 面 は 帯 か 
っ 白色 。 策 4 MiB WELL CKRP OE, た だ し 
けい 節 先 端 部 は 暗黒 色 , 付 節 大 部 分 は ほぼ 黒色 , FEMBVING 
か っ 色 。 正中 線上 に お ける 胸 背 板 比 1:1.4 : 0。 触角 比 
1:3.1:2.0:2.2。 外 部 性 徴 は 第 8・9 節 に 認め られ , 
HE CILES 8 HITE RRL ICO PERV SAKE ASS 
fASH, 第 9 節 前 綾 中 央 に ほぼ 三角 形状 構造 を 有 し , そ 
の 後方 に 1 対 の 黒 か っ 色 だ 円 絞 を 現 わ お す 。 ま た , 第 8・ 
9 節 は 腹面 へ あま り 膨 出せ ず , 第 9 節 の 外縁 線 の 延長 は 
ED(MY) RBA To 雄 で は 雌 に み ら れ た 特徴 が な く , 第 
9 節 中 央 部 に 前 方 が や や 開い た 浅い 2 HEADED BN, 
その 周囲 が 広範囲 に 濃かっ 人 色 を 帯び る 。 また , 第 8・9 
節 は 腹面 へ 顕著 に 膨 出 し , 第 9 節 の 外縁 線 の 延長 は お う 
(M) Ket 

WROD Aenaria 属 と は 次 の 諸点 に より 容易 に 識別 で 
きる 。1 令 幼虫 は 腹部 第 1・2 節 に まっ た く 腹 背 板 を 有 
し な い 。2~5 令 の 幼虫 の 複眼 の 前 方 の 突起 は 不 あ いり 
ょ う 。 側 工 は 左右 の も の が 中 葉 の 前 方 に お いて 接近 せ 
ず , その 前 線 は 角 ば る こと こと な く 比 較 的 な め ら か な 弧状 を 
TES 5 


Aenaria 属 の 幼 期 の 特徴 


シロ へ ヘリ カメ ムシ Aenaria lewisi (Scorr) 1 種 が 知 
5NS. COMM, すでに 筆者 (1958) に よっ て 報告 


BAe BILE 


され た の で , 詳細 は それ に 譲る こと に し た い s 

A. 卵 

卵 は 上 方 が や や 太い だ 円 形 , 初期 に は 淡 青 緑色 , を 化 
前 に は 淡 か っ 色 を 帯び 眼 点 , 卵 か く 破 砕 器 な ど が 透視 さ 
れる 。 卵 か く は 白色 半 透 明 , 表面 に 小 刺 状 突起 を 装う 微 
細 な 網状 構造 を 有する 。 受精 孔 突 起 は 先端 の ふぁ くれ た こと | 
A (HE) PEK, «89 57H, 約 44 個 内 外 。 SN D> < 破砕 器 
EC SFUIEL, BE, HEY 0.3mm, fi 0.5mm 
OTB. 付属 膜 の 透明 部 は 暗色 部 より は る か に 狭く , 
中 天 部 に 眼 状 に 残る の み 。 卵 塊 は 通常 10~14 個 内 外 の 
卵 よ りな り , 2 列 に 並べ られ る 。 

B. 4 

気 門 は 第 2~8 腹 節 の 結合 板 の 内 方 に 1 個 ず つ 開 吾 
し , 第 8 節 の も の は 他 の も の より は る か に 小形 。 体 は 却 
し ろ 厚 く , 1 令 で は 短 だ 円 形 , 2 令 で は 卵 形 , 3 令 で ば 
RON, 4・5 SCRA. KEI WS BIA 
RAT, SRICMEEBEL, 1c TRB 
2~5 令 に お いて は 全体 に 顕著 な 黒色 点 刻 を 装 
う 。 た だ し 胸部 側線 部 に は 4 令 で は 点 刻 上 少なく, SHC 
WECNRK< . PRAM OLS CHES, 2S 
や ゃ 短く , 先端 は と も に な め ら か な 弧状 を な し 0 は 5 
令 で は 顕著 に 短く , 先端 は 特に 狭い 。 側 葉 前 側 縁 は 1 付 
で は な め ら か な 弧状 を な し , 2~5 SCAN Rass 
令 の 進む に 従っ て 著しく 角 ば り , 特に 5 令 で は 鐘 角 を 
し , 中 葉 の 前 方 に お いて 左右 が か な り 顕 閉 に 接近 する 0 
また , 2~5 PCB CHROMA CMA BH LEG 
MECH GTEC AKBRELAT So RIDE 2 F 
で は 中 胸 背 板 よ り 広 く , BRED) £ FICKRICSS 
(Re AL, 3 令 で は 狭く , 側 端 は や ゃ と が り 後 縁 と 識 
BL REV iT + NEPAL 1 令 で は な め ら か な 弧状 
を な し , 2~5 令 で は きわ め て ゆる や か な 弧状 を な し 
頭 著 な き ょ 歯 状 を 呈す る 。 し ゅ う せ ん 前 部 開所 を 有する 
腹 背 板 は 1 令 で は し ゅ う せ ん 中 部 開口 を 有する も の より 
広く , 中 央 部 で や や 細 ま っ た ほぼ 四辺 形状 ,) 2~5 令 で 
は 中 央 部 が 相当 くびれ た だ 円 形状 ) また し ゅ ゃ う せ ん 中 部 
開口 を 有する も の より 2 令 で は や や 広く , Sess 
同 幅 , 4・5 令 で は や や 狭い 。 腹部 1・2 節 の MEP 
LSICHV CHHMAALOLATAZOAT, 2~5 436 
は これ を 欠く 。 結合 板 は 1~4 令 で は お お むね LBB 
状 , 5 令 で は 縦長 の 四辺 形状 で , COPMRE2~4 FE 
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Aelia 属 の 幼 期 の 特徴 


現在 の 知見 に お いて , 本 属 は 日 本 に は 次 の ウズ ラ カ マ 


1960 年 3 月 
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第 2 図 Aelia fieberi Scorr ウズ ラ カ メ ムシ 
B: 網状 構造 (reticulation), 


A: SN (egg), 
teas (egg-burster), E: S's (egg-mass), 
instar), H: #3 ssh (8rd instar), 


C: 受精 孔 突 起 (micropylar projection), 
F: #@13%)4: (1st instar), G: 

I: #44345. (4th instar), 

(ventral view of the genital segments of the fourth instar 9°), 


D: 卵 か く 破 
第 2 令 幼 虫 (2nd 

J: 第 4 令 雌 幼虫 生殖 節 腹 面 
K: 第 5 令 幼 虫 (5th instar), 


L: 第 5 令 雌 幼虫 生殖 節 腹 面 (ventral view of the genital segments of the fifth instar 2), M: 同 


Ke (do. 6), 傍 線 は 1mm (calibration, 1mm) 


BY 1 種 が 産 す る の み で ある 。 

Aelia fieberi Scorr ウズ ラ カ メ ムシ 

1874 Aelia Fieberi Scott, Ann. & Mag. Nat. 
Hist. ser. 4, 14: 297. 

1952 A. fieberi Goro, Trans. Shikoku Ent. Soc. 
3: 55~59 (egg, larval stages, ecological notes). 
BAS GRY, 四国 , 九州 ), 朝鮮 お よび 満 洲 に 分 布 す 

2 年 2 世代 で , 4~10 月 の 間 に 成 虫 お よび 幼虫 が み ら 

紀 る 。 越 冬 は 成虫 態 で 土塊 な どの ホモ ノ 科 雑草 の 株 元 な 

Mee{siipis, イネ, AX, アワ な ど を 加害 する と と 

SHO, 普通 に は ホモ ノ 科 雑草 の 穂 に 寄生 する 。 日 本 

BWC, 現在 まで に 明らか に され た 食 草 は 次 の よう な 

BOCHS,. 1%, ココ ムギ, NFHAAHX, FTV, エス ムコ 

O74, HEVTH, ケ カ モジ グ サ , ス ズ メ ノ チ ャ ヒキ , 

eee a TA rae, AYN, 2 EN, 

mp S, AAT IARY, AAXMES 


A. OA 

長径 約 1.0mm, WEY 0.8mm, 上 方 の や や 大 い だ 
円 形 。 初期 と は きわ め て 淡い か っ 色 , ふ化 前 に は 赤かっ 
IRR HO, 幼虫 体 の 複眼 その 他 の 赤色 は ん や 卵 か く 破 
砕 器 が 透視 され る 。 卵 か く は きわ め て 淡い か っ 色 で 表面 
に 淡 か っ 色 あ る い は 暗色 小 刺 状 突 起 を 装う 帯 か っ 色 の 
網状 構造 を 有する 。 受精 孔 突 起 は 主として 白色 , 基部 で 
は ほぼ 半 透 明 , 先端 の を くれ た 短い こん 棒状 , 約 35 g 
fe, 約 30~34 個 内 外 。 卵 か く 破 砕 器 は 終 約 0.20mm, 
横 約 0.36mm OTH, KK FF VIE 
帯 か っ 色 を 呈す る ほか は に ほぼ 黒色 。 付属 膜 は ほとん ど 透 
上 明 で 下端 部 の み 暗 色 。 卵 塊 は 通常 12 個 内 外 の 卵 よ りな 
り 2 列 に 並べ られ , 食 草 の 穂 や 葉 に 付着 され る 。 

B.  # 

気 門 は 第 2 ~7 腹 節 の 結合 板 の 内 方 に 1 個 ず つっ 開 ロ 
し , いずれ も は ほぼ 同 大 。 体 は 比較 的 長く て 厚く , つや を 
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AL, 全体 に 短 毛 を 疎 生 する 。 


令 の 検索 表 

1(6) Valsrwoeo nm: 

2 (5) eo MIS MAKE OCCA A EET 
で , <FORMReAT O 

3 (4) 7 複眼 な まり 突出 ない ………… 第 La 

4 (3)7 複 眼 は 顕著 に 突出 する …………… 第 2 令 幼 下 

5 (2) iOS PMR OD PCKRWO DEE 
a 鈍く LEDS FMR Be HD wcrc ee cee ees cee eee 

6 (1) ML@ABDoSnNS 

7 (8) 後 し 包 は 未 発達 ee 第 4 Ai 

8 (7) FELASA ICES Bove BS a 


第 1 令 幼 虫 体長 約 1.4mm。 体 は 円 筒 形 に 近い 長 だ 
円 形 ロマ 37 令 共通 ) 。 頭 部 は な きわめて 短 TAS, 前 側 
PILED SPAMR ET (1・2 BH). PREVI HB 
より わずか に 長い (1-2 令 共 通 ) AT - HAMA Ales 
きわ め て ゆる や か な 弧状 を な し (1~5 令 共 通 ), Xe 
状 を な さ な い 1-2 BH). Lost ARIE eA 
する 腹 背 板 は 中 部 開 刀 を 有する も の より 狭く , 両者 は 相 
接する 。 腹 部 第 1 節 の 腹 背 板 ほ は 断片 状 , 第 2 節 の も の は 
棒状 で じゅ う せ ん 前 部 開 折 を 有する も の より 狭い 。 結合 
板 は むし ろ て い ( 簡 ) 形 状 1~3 令 共 通 ) 。 頭 部 , 胸部 
」 腹 背 板 お よび 結合 板 は か っ 黒色 。 腹 部 淡 黄 赤色 , 赤色 接 
・ 合 線 を 有 し , 粗大 の 黒色 点 刻 と 赤色 は ん 点 を し わ め て ま 
ば ら に 装う 。 複眼 暗 赤 色 。 触角 第 1 節 は 暗かっ 色 , 第 
2・3 節 お よび 第 4 節 基 部 は 淡 赤 黄色 , 第 4 節 先 端 部 は 
暗色 を 帯び る 。 た い 節 暗かっ 色 。 け い 節 淡 鞭 赤色 , 先端 
部 は 暗色 。 付 節 淡 鞭 か っ 色 , 先端 部 は 暗色 。 し ゅ う せ ん 
BUPA OWS, 中 ・ 後 部 開口 間 の それ ら よ りか な り 
広い ee すなわち, Low SAHOO, 前 : 中 : 後 = 
1.45 : 1.05 : 1。 正中 線上 に お ける 胸 背 板 比 3.25:2.25: 
1, #efHE 1.231:1.1: 2.4, 

第 2 令 幼 虫 体長 約 2.0mm。 頭 部 は 著しく 幅広 く , 
胸部 の 約 1/1.3。 腹 部 第 1 節 に 腹 背 板 を 欠き , その 位置 
D RMD AK CH SICILE DV, 第 2 節 に は し ゅ う せ ん 前 
部 開 吾 を 有する も の より 広い めい りょう な 腹 背 板 を 有 す 
る (2~5 今 共通 ) 。 頭 部 , 胸部 , 腹 背 板 お よび 結合 板 は 
か っ 時 色 で 粗大 の 点 刻 を 装う 。 た だ し 胸部 お よび 結合 板 
OPAL Se SE LBB R< (2 へ ~5 SIE). 
腹部 淡 赤 黄色 , 赤色 接合 線 を 有 し , 粗大 な 黒色 点 刻 と 赤 
色 は ん 点 を 装う 。 た だ し 腹 背 板 間 お よび 結合 板 間 の 内 方 
rake, ARONA. 複眼 赤黒 色 (2~5 
令 共 通 ) 。 触角 第 1 節 は 暗 か っ 色 , 第 2・3 BRISA 


、 和 帯 赤 色 お よび 淡 灰 色 の は ん 点 を 装う 。 人 触角 第 1 BLD 


第 4 券 Ble 


色 , 第 4 節 基 部 は 淡 黄 赤色 , 先端 部 は 暗色 を 帯び る 。 な た 
い 節 暗かっ 色 , けい 節 お よび 付 節 黄 か っ 色 , 付 節 先 端 部 
は 暗色 。 3 対 の し ゅ う せ ん 開 戸 間 の 幅 は 前 方 の ゃ の ほど 
や ゃ や 広い が 大 差 な い (2 へ ~5 BH) 。 正 中 線上 に お ける 
Woe 4.2:3.4:1, fikffle 1:1.1:1.1: 2.4, 

第 3 令 幼 虫 体長 約 3.0mm。 頭 部 きち め て 広く , F 
円 形状 。 中 菜 は 比較 的 狭く , PUREE SIFT. PRE BTL 
PiLE Te mOSMMMREEL, 先端 は か な り 細 ま 
り , 終 令 ほど 鋭い 鏡 角 を な す (3~5 HH) Bi: Aig 
TPAMOUIRIDANS EPR RAT (3~5 HHH). Babes k 
び 胸 部 は 淡 か っ 色 と 黒 色 の 終 締 を な し , 頭 部 の 中 央 部 の 
幅広 い 1 条 , 側 縁 部 の 狭い 1 条 お よび 胸部 の 亜 正 中 の 億 
や 広い , 亜 側線 部 の や や 狭い 各 1 条 は 黒色 , 黒色 お よび 
His AWE 5. RAMISELLCEERET, 
PASE A Bb SV VIR D> , し ゅ う せ ん 開 百 部 
は か っ 色 を 時 し , 胸部 同様 に 点 刻 され る 。 結 合板 は 内 環 
で は 黒色 , 外 方 で は 淡 黄 自 色 , 胸部 同様 に 点 刻 それ る js 
(AREC L CRRA ET, 腹 背 板 間 お よび その 前 後 は 申 
央 部 を 除き , 結合 板 間 は 外縁 部 を 除き 赤色 を 帯び , ME 
板 の 側 方 お よび 腹部 外縁 部 を 除い て 赤色 を 帯び る 接合 線 
を 有 し , 黒色 お よび 帯 か っ 色 点 刻 と 帯 赤色 お よび 淡 灰 信 
の は ん 点 を 装う 。 人 触角 第 1 節 は 淡 か っ 色 , 第 2 節 は 淡 黄 
赤色 , 第 3 節 は 帯 赤色 , 第 4 節 は 暗 赤 色 。 た い 節 は 主 き 
し て 淡 か っ 色 で 先端 近く は 暗色 を 帯び る 。 け い 節 お よ が 
付 節 は 黄 か っ 色 , 付 委 先端 部 は 暗色 。 正中 線上 に お け 娘 
Wa 4.7: 4.3:1o 2 
第 4 Sih VE 4.5mm, (RIPE IGEV RE 
円 形状 (4-5 令 共 通 ) Samble a7 OIA < ABE ay 
半 円 形状 。 中葉 は か な り 狭 く , PEEK OP Bic 4 
5 令 共 通 ) 。 側 菜 は 中 菜 の 先 端 で 左右 相 接 近 す る (4-5 
令 共 通 ) SRREL LC KBP OAC, HHL PRO 
FRB D> © LATA HRB 2 1H > CAMB IES S 1 AO 
HIE AAs KL OME MRD SHAM O ARB LIE > Th 
端 部 に 達する 1 条 の 亜 側線 条 を 有 し , HUE SAM, 
HMI SROAMA, 中 胸 背 板 の 前 部 , eho ihIs KOT 
背 板 上 で は 黒色 , これ ら の 間 で は 帯 赤色 ある い は 赤 か ラ 


ほぼ 黒色 を BSB, これら の Hs 腹 端 部 で は A 
AA ARMREST AREA お よび 結合 板 間 で は ほぼ 赴 
色 。 全体 に 黒色 , 黒 か っ 色 お よび 淡 か っ 色 な どの 点 刻 


っ 色 ,、 第 2 HIVE AR, 上 面 基部 は 淡 か っ 色 , 下 
先端 部 は 淡 赤 か っ 色 , 第 3 節 は 主として 赤黒 色 , Fee 
お よび 基部 で は 暗 赤 色 , 第 4 節 は 赤黒 色 , KE LIM 
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BA eo WANTED f, た だ し た い 節 は や や 淡色 , 付 第 
まや や 濃 色 で 先端 部 は 暗色 。 正 中 線上 に お ける 胸 背 板 比 
26 : 7.0 : 1。 人 触角 比 1:1.8:1.7:2.7, 外部 性 徴 は , 
ME CULE 8 節 後 線 中 央 部 が 不 め や めい りょう な 三角 形状 に わ 
PONE IEA, 第 9 節 中 央 部 が や や ゃ 幅広く 縦 に お う 陥 す 
9。 座 で は こと これら の 特徴 が 認め られ な い 。 
Rosh 体長 約 6 で ~8mm。 頭 部 比較 的 広く , む 
還る 円 すい ( 雛 ) 形状 。 結 合板 は 縦長 い 四 辺 形 状 。 頭 部 お 
EO 胸部 は 主 と じ て KPO, MEE UT YEH 
Bf, 前 令 と 同様 4 縦 休 を 有する 。 し ゅ う せ ん 中 部 お 
LOA A MOM DAG. 全体 お お むね 前 令 同 
PIS RSI, 帯 赤 色 は ん 点 を 装う 。 触 角 第 1 節 は 淡 黄 
か っ 色 , 先端 部 近く は 狭く 帯 喘 色 , 第 2 節 は 側面 で は 暗 
RE, 上 面 基 部 で は 淡 黄 か っ 色 , 上 面 先端 部 で は 帯 赤色 , 
$3 節 は 暗 赤 色 , 先端 部 は 赤黒 色 , 第 4 節 赤 黒色 。 脚 お 
む ね 前 令 同 様 。 正中 線上 に お ける 胸 背 板 比 1: 1.11 : 
Jo fk te 1:1.8 : 1.4: 2.0。 外部 性 徴 は 雌 に お いて 
, HS 節 後 縁 中 央 に 三角 形 構造 が あり , これ より 8 tii 
WRIST SIV HORE AL, 第 9 節 中 央 部 前 縁 近 くに 
剛 色 を 帯び た 1 対 の だ 円 形 隆起 が 認め られ る 。 雄 に お い 
これら の 特徴 が 認め られ ず , 第 9 人 節 は 長く ,, 中 央 
務 に 不 規則 な 多く の た て じ わ を 有する 。 
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Summary 


The Developmental Stages of Some Species of the Japanese 
Pentatomoidea (Hemiptera) 
IX. Developmental Stages of Lagynotomus, Aelia, and Their Allied 


Genera (Pentatomidae s. str.) 


by Takashi Kosayasui 
Tokushima Agricultural Experiment Station, Akui, Tokushima Pref. 


Lagynotomus and Aelia which belong to the 
amily Pentatomidae (s. str.) are represented 
Lagynotomus 
The 


1 Japan each by one species, 
longatus (DaiLas) and Aelia fieberi ScoTT. 


former species is one of the most important 
The 


latter is also known to attack sometimes these 


pests of the rice and other cereal plants. 


plants. Lagynotomus is closely related to Aenarat 


18 日 本 応用 動物 昆虫 学会 誌 


which is represented in Japan by only one species, 
Aenaria lewisi (Scott), the larval stages of which 
were already reported by the author in 1958. 
The developmental stages of the two species, 
Lagynotomus elongatus (DaLLas) and Aelia fieberi 
ScorT, together with their ecological notes, are 
given in this paper. 
The diagnoses of the Genus Lagynotomus 

Egg: Short-elliptical, slightly depressed, pale 
yellow or yellowish white at first. Chorion pale 
white, subhyaline, surface with microscopically 
granulous structures which are connected by 
irregular lines. Micropylar projections nearly 
subhyaline, rather short-capitate. Egg-burster 
blackish brown, well-chitinized, T-shaped, with 
membraneous appendages which are mostly dark 
except the transparent centre. Operculum dis- 
tinct. Eggmass ordinarily consisting of about 
10~16 eggs, arranged in one or two, rarely three 
rows. 

Larvae: Stigmata placed interior to connexiva 
of abdominal segments from second to eighth, 
the eighth pair conspicuously smaller than the 
others. Body nearly short-ovoid in the lst instar, 
ovoid in the 2nd, elongate-ovoid in the 3rd, 
fusiform in the 4th and 5th instars. Head short, 
arched in the Ist instar, rather long in the 2nd 
to 5th instars; median lobe considerably wide 
and longer than lateral lobes in the Ist and 2nd 
instars, comparatively wide and almost as long as 
lateral lobes in the 3rd, rather narrow and more 
or less shorter than lateral lobes in the 4th, 
considerably narrow and shorter than lateral 
lobes in the 5th instar; lateral lobes not angular 
apically, more or less produced iaterally in front of 
eyes in the 2nd to 5th instars. Abdominal dorsal 
plates absent in the first and second segments; 
the plate of the anterior odoriferous gland orifices 


wider than the other of the median orifices, 
fusiform, and conspicuously constricted medially 
in the Ist instar, while the former is rather 
narrower than the latter, fusiform, and considera- 
bly constricted centrally in the 2nd to 5th instars. 


Lateral margins of thorax serrated, clearly in 
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the 2nd to 4th instars, slightly in the 5th instar. 
Body sparsely with short hairs. Head and thorax 
very sparsely with black punctures in the Ist 
instar, rather sparsely with fuliginous or black 
punctures in the 2nd and rather densely with 
black or fuliginous punctures and reddish dots 
in the 3rd to 5th instars except the lateral parts 
of thorax in the 4th and 5th instars. Abdomen 
through all instars samely punctate as thorax and 
in the 2nd to 5th instars scattered with reddish 
dots. Body without conspicuously coloured 
markings. 
The diagnoses of the Genus Aelia 

Egg: Elliptical, somewhat wider towards above, 
very light brown at first. Chorion extremely 
light brown, with a brownish reticulation which 
is furnished with light brown or darkish small 
spines. Micropylar projections white except the 
bases which are nearly subhyaline, rather short- 
capitate. Egg-burster well-chitinized, T-shaped, 
mostly black except the brownish superior portion 
of axis, with membraneous appendages which 
are mostly transparent except the dark inferior 
ends. Egg-mass ordinarily consisting of about 
nz eggs, arranged in two rows. 

eats Stigmata placed interior to connexiva 
of abdominal > segment from second to seventh. 
Bodies rather long-elliptical in the lst to 3rd 
instars, rather fusiform in the 4th and 5th instars, 
and with a luster and short hairs sparsely through 
all instars. Head wide, lunate in the 1st and 
2nd instars, semicircular in the 3rd instar, rather 
conical in the 4th and 5th instars; median lobe 
considerably wide and longer than lateral lobes in 
the lst and 2nd instars, rather narrow and almost 
as long as lateral lobes in the 3rd, comparatively 
narrow and shorter than lateral lobes in the 4th, 
considerably narrow and shorter than latera 
lobes in the 5th instar; lateral lobes arched 


quite levigate antero-laterally through all instars 


、 the apices of them approaching each other i 


front, of apex of median lobe in the 4th and 5t 
instars. Abdominal dorsal plate in the firs 


segment absent except the lst instar in whict 
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intermittent dorsal plate recognizable; that of 
the second through all 
and wider than the plate on which 


segment cylindrical 
instars, 
the anterior odoriferous gland orifices placed in 
the 2nd to 5th instars; the plate of the anterior 
odoriferous gland orifices wide-elliptical and 
through all 


instars, contiguous to the plate of the median 


somewhat constricted centrally 
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orifices in the lst instar. Thorax slightly serrate 
Head and 
in the 2nd to 5th 


Abdomen with blackish or brownish punctures 


laterally in the 3rd to 5th instars. 
thorax punctate instars. 
and reddish or grayish dots through all instars. 
Body with four blackish or brownish longitudinal 
stripes in the 3rd to 5th instars. 


py 


アブ ラム シ の 寄主 選択 行動 と ノラ マメ 品種 の 抵抗 性 
Mursr, H. J. (1958) The behaviour of Aphis 
fabae in selecting its host plants, especially 
different varieties of Vicia faba. Ent. exp. & 
appl. 1 : 66~72. 
 7IFIF7AY Aphis fabae に 対す る ソラ マメ 品種 間 の 
拭 抗 性 の 差異 は , 従来 antibiotc な 機構 と よる と 考え 
jp れ て いた 。 し か し 感受 性 品種 Schlanstedter (S) と 
EW UIEHEO AAA Rastatter (R) を ほ場 に 栽培 し , 
AL (M) ROMS 24 時 間 ど と に 調査 する と , 飛来 虫 
D 80% は S に 認め られ た 。 す な ね わ ち 両 品 種 間 の 抵抗 性 
の 違い の 第 一 の 原因 は , アブ ラム シ の 選好 と に よる る も の で 
規 る 。 こ と の 選好 性 の 違い は , 植物 体 の 部 分 や 生理 的 状態 

還 よ っ て 変動 し な い 。 

| 以上 の 飛来 虫 と は , 正しく は 実際 に 飛 米 し た 虫 数 と 飛 
FH MME DCH So EC CRICK ICAL Ie 
HMSMX CHILE TS, RR と S と で 差 が 認め られ な か 
Sito UMS CH MMIC MT ARE OXI, 第 一 段階 
で で の 選択 すなわち 飛来 時 の 選好 に よる も の で は な く , B 
SRE COBRG cbDobER (HE) 時 の 選好 に よる る ぁ も の 
SHS. RR で は 飛来 し た 虫 の 大 部 分 が まもなく 飛 び 去 っ 
CLES OUR, S で は 飛来 上 虫 の 多く が 定着 する 。 
花 着 時 の 選好 は アブ ラム シ に よる test feeding 
uncture に より 行なわ れる も の らし く , マメ の 葉 の 組 
ゃ 細胞 の 構造 , 特 (< intercellular space の 多少 と 関 
UtTHOSZE5CMDONS,. 以上 の よう に ソラ マメ 品種 
拭 抗 人 性 は 第 一 次 的 に アブ ラム シ の 選好 に よる る も る OCH 
B, MOBKMCHMEO antibiotic な 性 質 の 差 が ア 
FLY OF Pe RMITBSL CWS WR e AETS 
の で は な い 。 (EERE 平野 千里 ) 


試験 管 中 で コメ ツキ ムシ 科 一 種 Ctenicera aeri- 
pennis destructor の 幼虫 を 無菌 的 に 飼育 する 方 法 

Davis, G. R. F. (1959) A method for rearing 
larvae of Ctenicera aeripennis destructor (Brown) 
(Coleoptera: Elateridae) aseptically in test tubes. 
Ann. Ent. Soc. Amer. 52 (2) : 173~175. 

寒天 培養 基 が Agriotes 属 の 短期 間 の 飼育 に 用 いら れ 
て いる が , 幼虫 は 体長 の 2/3 以上 る 深く 飼料 中 に は い 
る と 腕 出 で き ない 。 次 の 方 法 は 卵 か らら 成虫 に 至る まで 念 
育 し た も % の で は な い が , と の 種 の 幼虫 飼育 に 適する 。 

飼料 と し て は カゼ イン , デキ スト リン , BS, 
マッ カラ ム 塩 No. 185 な どの 粉末 を 用 い , 
酵母 」 マッ カラ ム 塩 , コレ ステ ロー ル 3 者 の 割合 は 5: 
2・1 と し た 。 さ て こと の 飼料 を 用 いて 飼育 し た 2 法 の う 
ちの 一 つ は , 粉末 飼料 の 上 に 脱脂 綿 を 置く る も る ので, faR 
lg, 脱脂 綿 1g, 蒸留 水 3 cc の 順に と とれ ら を 試験 管 に 
つめ て 綿 栓 後 殺菌 する 。 功 虫 は 0.001% の 昇 コ ウッ と 90% 
ァ ル コー ル の 等 量 を 含む ビー カ 中 に 2~5 分 間 当 し, B 
BKC 2 回 洗っ て 試験 稿 に 移す 。 そ し て 6842°F ( 約 
20°C ), 50 土 5% R. H. の 定 温 器 に 入れ , 2 ヵ月 後 幼 
虫 を 新しい 試験 稿 に 移す 。 幼虫 は 綿 の 中 に 実 を ぁ け , 多 
く の $ も の が 培養 器 中 に は いる 。 そ し て 脱脂 綿 上 で 羽化 す 
Bd, FR CAML SADKT SZ. この 方 法 で は 543 頭 
の うち 88% は 2 ヵ月 間 , 76% が 4 ヵ月 間 生 き 残 っ た 。 
他 の 一 つ は 脱脂 綿 の 上 に 飼料 を 置く 方 法 で ある 。 す な 
bbmME ICA Ke MA TAY, 直径 5 mm 
ERIC TRL, 管内 の 脱脂 綿 1g GRA 3cc Cia 
らし た ) の 上 に こと れ を 置く 。 こ れ で は 272 頭 の うち 68% 
が 2 カ ヵ月 間 和 生き て いた 。 な お 小 球 上 で 飼育 し た 幼虫 の 2 
ヵ月 の 重 さ は 粉末 飼料 で 飼育 し た も の の 4 ヵ月 の 重 さ の 
3 倍 強 で あみ あっ た 。 (岐阜 大 農 。 福島 正三 ・ 武 田 享 ) 


コレ ス 


Fu—y, 


ぐら い の 


寄主 笑 の 生育 段階 の 相 異 と イネ カラ バエ 幼虫 の 発育 と の 関係 
ARNINAZORHICH ST FERN FOR 


Fiae ia) oe ie 


EAI eee RR 
きき に 筆者 7 U959) Vd, 4H ES に 示す と お り で ある 。 
幸 稀 の 生育 段階 の 相 異 に 異な り , MOM ART BY @1#ickhie, 7A 1 8, M2bRBKO6A 1B 
の 少し 前 あたり に な る Se E 月 が 一 時 抑制 され る ら は 種 区 の 稲 で は 幼虫 の 発育 は 良好 で , 約 半 数 は 3 令 ま で 


し じい と 推定 し た 。 そ し て この こと は 生理 学 的 に は も ちる ろ る 進ん で いる が , 5 月 15 日 お よび 4 月 21 日 は 種 の 稲 で 
A, 生態 学 的 に も 非常 に 意義 が ある と いう こと と に る も る 同時 は ほとん どす べ て が 1 令 で ある 。 ま た 5 月 31 日 は 種 の 
に 触れ る と ころ が あっ た が , さら に 1958 年 と 1959 年 稲 に お ける 発育 は 不 ぞ ろ い で , 1 頭 の 3 令 皿 以外 は すべ 
の 2 年 間 同様 な 実験 を 繰り 返し , この 推定 を 詳細 に 検討 res 

Lo | 本 報 で は を その 結果 を 報告 する と と も に , その 現象 promi, 6A 15 BLM SE 
が 本 虫 の 発生 生態 に 関し て どの よう な 意義 を も つか を 才 。 に お ける 幼虫 発 育 に 比べ て , 5 月 15 目 以 前 に は 種 され 
NE 2 た 稲 で は 明らか に 幼虫 発育 が 全般 的 に 抑制 され て お り , 
ARETE DCD Ro CX CHEER OR 5p. SLE LARC EO Ce 
ARELMNTAM LG SOC CRMEZOKRB BE opps cea B Lc とる 

技官 に お 礼 を 申し 上 げ る 。 


1958 年 の 実験 


1. は ( 播 ) 種 期 の 異な る 品種 シロ ガ ネ に 接種 し た 第 2 
化 期 幼虫 の 発育 種々 異な っ た 日 に は 種 し , 生育 段階 の 
異な る 同一 品種 に 同時 に 第 2 化 期 ふ 化 幼 虫 を 接種 し た 場 
ER また 発育 抑制 は 稀 の 
どの 生育 段階 で 起こ る か を 知 ろ ち う と し て 本 実験 を 行なっ 
ee 

すなわち , 水 和 品 種 シ ロ ガ ネ Gs a8 813) を 4 月 21 
a EO 
LO] 11 AICMESL, CHERRY bICRELT, 


EN NR ee Cmbla, 8B 第 1 図 Sl RICH LIC 
PREM ACP OILH TD ABICHAL Eo ee a kD 7 LIN, 2 ay 6 Bb 
Ga ty ce Serta BH, 58 318,58 15 a, 48 21 8 


H(t les ell LALORICR Li. TA208 
よび 11 Wick X LR AMIR MELO Ry bICB 
iL CIS OAAERILIA B ie i eas 


第 1 表 は 種 日 の 異な る ショ q』 ガ ネ に 接種 し た 第 2 化 
期 幼虫 の 発育 の 差 (ふ化 10 目 後 に 調査 ) 


内 に Cia) Se fie お お 7 月 Ee る 各 供 試 御 の 生 育 は ffi 日 | 21/W 15/V 31/Y ly pk “a 

Meee Be aie ee "人 ei De i ease a 

は 第 1 表 に 併記 し た 。 1 合っ 6 oeOak ae et em 

開 査 は を 化 10 Hew S TH 28 wim, PRR a | ao 8 ae 
34 0 0 TES Elda 


虫 の 発育 状態 , NICBW 2 BE Lico その 結果 は 第 1 表 


(1959 年 10 5 ASR) 
— 20 — 


1960 年 3 月 


岩田 : 寄主 稲 の 生育 段階 と イネ カラ バ ェ 幼虫 の 発育 
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第 2 表 iMAOR SAAD Y oH AIS OMI BANC IS 4 HH 2 (LMS OKRAOHX (8 月 5 日 調べ ) 


ey 
ee is | eae cox 2) - © tt 38 己 
は ii A | 21/ LA A | 21/8 5/T ET TA 15/Y 
1 Ri 5 9 8 10 9 12 6 3 
2 Va 8 5 | 
a eae ee 1 
7A 28 日 に お いて は , 5H 15 日 まき の 稲 の 節 間 は わけ で ある 。 
3~4cm に 伸長 し , 幼穂 形成 期 に 当たっ て いた 。 rca eters 5A 15 日 まき シロ ガ ネ で は 幼虫 の 発見 で き 
5 月 31 日 まき の 稲 は 節 間 伸 長 開 始 ご ろ に 当たっ て いた 。 な か っ た 被害 工 が か な りあ っ た 。 こ と これ は 幼穂 形成 期 直後 
| < は 種 期 の 異な る 本 田 の シロ ガ ネ お よび 茸 林 8 BIC の 幼穂 に 1 令 幼 虫 が 存在 する 場合 は 発見 が きわ め て 困難 


| お ける 第 2 化 期 幼虫 の 発育 次 に 同様 の こと を 本 田 に 栽 
用 培 され た 出穂 期 の 異な る 品種 で 調査 し た 。 すなわち , 4 
A21 A, 5A 15 A, fel 31 ASskKOOA 16 Bie 
PEXLEVOPA (HA) お よび 農林 8 号 (MME) を 
An<H6A7A, fl 15 A, 同 30 日 , お よび 7 月 10 
Bic 本 田 に 移植 し た 。 肥料 は 基肥 だ け を 慣行 量 施用 し 
a Ko 

| 2 月 5 に 上 記 の 稲 を 刈り 取り , イネ カラ バエ の 被害 
| 茎 を 選ん で 幼虫 の 発育 状況 を 観 容 し た 。 そ の 結果 は 第 2 
ROLE) CHS, 

4 まず 農林 8 号 に お いて は , 4 月 21 日 お よび 5 月 15 
議 昌 まき 般 で の 幼虫 発育 は 非常 に 遅れ , 全部 1 令 虫 で ある 
“ok, 5 月 31 日 お よび 6 月 15 日 まき の 稲 の 幼虫 発育 
四 は 不 府 で ある と は い を , それ より も 進ん で いる も の が 多 
< く , 前 項 の 結果 と 同 傾向 を 示す 。 

医 攻 次 に ショ が ガ が ネ に お いて は , 5 月 15 日 まき の 稲 に お け 
計る 幼虫 発育 が 最も 遅れ , 5 月 31 日 お よび 6 月 15 日 ま 
| き の 稲 で は 同日 種まき の 農林 8 号 に お ける と 同等 の 発育 
諾 を 遂げ て いる が , 4 月 21 日 まき シロ ガ ネ で は か えっ て 最 
DEATHS. CHIT OFHD 8 月 上 旬 す で に 一 部 の 茸 
| は 幼穂 の 伸長 期 に は いり , 幼虫 は その 幼 徳 を 摂 食し た た 
MMiz, 次項 だ も 述べ る と お りか を っ て 発育 が 促進 され た 


~ 


oil 


第 3 表 ASS BK 19 号 お よび お そま き 農 林 8 号 に 


で ある か ら で , し 2 令 幼虫 な ちら どこ に いて る も 容易 に 発 
見 で きる 。 こ と この こと を 考慮 に 入れ る と , 同日 まき ショ ロ ガ 
ネ で は 1 令 虫 の 割合 は さら に 多く な る は ず で ある 。 4 月 
21 日 まき シロ ガ ネ そ を その他 の も の で も こと の よう な 例 の みみ 
られ た も の が あり , それ に よっ て 多少 比率 は 変わ ちっ て さく 
る と し て も を も, 第 2 表 の 傾向 は 動か な いも の と 思わ れる 。 
3. 早 ま き 農林 19 号 に お ける 第 1 化 期 幼 虫 の 発育 
水稲 農林 19 号 は 北海 道 の 早 生 品 種 で ある る た め に , 高田 
に お いて 早 ま き すれ ば 7 月 初め に 出穂 する 。 し た が っ て 
第 1 化 期 幼 虫 を こと の よう な 早 ま き 農林 19 号 に 晩期 に 寄 
生 さ せれ ば , 幼穂 を 摂 食 させ る こと が で きる 。 すなわち , 
第 1 化 期 幼 虫 に 第 2 化 期 に 似 た 寄主 条件 を 与え る こと が 
で きる 。 そ の 場合 の 幼虫 発育 が 若 稿 で 生育 する 場合 と 異 
な る か どう か を 知 ろ うと し た 。 な お , 本 品種 の イネ カラ 
バエ に 対す る 抵抗 性 は 大 体 中 ぐら いと 判断 され る 。 
使用 し た 農林 19 号 ' は 3 月 27 日 種まき し , 5 月 
11 日 に 45 cmX22cm の トタン 製 は ち に 移植 し た 。 肥 
料 は 1 は ち に つき 基肥 と し て 硫 安 15g, 過 リ ン 酸 石灰 
17g, 塩化 カリ 5g を 施し た の で , 生育 は きわ め て 良好 
で あっ た 。 ま た 比較 と し て は 5 月 17 ARMEXLER 
林 8 号 を 使用 し た 。 こ と これ は ポッ ト に 種まき し , 肥料 は 硫 
宏 2g , 人 過 リン 酸 石 灰 2.5g , 塩化 カリ 1g を 基肥 と し 


お ける 第 1 化 期 幼 虫 の 発育 (ふ化 後 11 日 に 調査 ) 


品 a | RARE Bib 2 ee See = 
Me 8 fa Bs ks 
ih | : < 18 18 15 2 13 0 


* 止め 葉 を 了 と し て 下 へ 順次 T—1, T—2 葉 と し た 。 


選 と の 種子 は 北海 道 農 試 松本 療 氏 より 上 恵 送 さ れ た 。 同 氏 に お お礼 を 申し 上 げ る 。 
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て 施し た 。 こ と これ ら の 供 試 稲 は 調査 時 まで ガ が 
ラス 室 に 置い た 。 

あら か じ め SC に 冷蔵 し , を 化 を 遅延 
き 和 て お いた イネ カラ バエ 玉 を 6 月 147 卓 
に 室内 に 移し 放 翌 15 目 に を 化 じ た 幼 虫 を 
同日 上 記 の 稲 の 最 外 葉 し ょ う ( 輌 ) を 開い て 
その 内 側 に 注意 深く を そう 入 し た 。 ま た 接種 
当 旧 展開 中 の 最上 葉 に は 標識 を つけ て お い 


第 4 巻 第 1 号 


fe 第 2 図 1959 OPERAS (Ze: Bombar, 右 : シロ ョ ガ ネ ) 


接種 より 11 日 後 に 当たる 6 月 26 日 に 幼 虫 の 発育 を 
調査 し た 結果 は 第 3 表 の と お り で ある 。 

と れ に よれ ば , 農林 19 号 の ほう が 農林 8 号 に お ける 
より る 全 役 に 発育 が 進ん で いる こと, EKEM 19 ZT 
は すべ て の 菜 が 幼穂 形成 期 後 で あっ た が , 接種 時 抽出 中 
DEB EALO b> OIEEMMELAE <, 幼虫 の 発育 も 進 
ん で いる こと が わか る 。 こ の よう に 抵抗 性 の 弱い 農林 8 
BORRL OS, 鬼 抗 性 は 中 ぐら いで る も 幼穂 を 摂 食 すれ 
ば 幼虫 の 発育 は むし ろ 促 進 さ れる 。 し た が っ て 幼穂 の 栄 
養 価値 は 高い こと が 推察 され る 。 


1959 年 の 実験 


は 種 期 の 異な る シロ ガ ネ お よび Bombar に 接種 し た 
第 2 化 期 幼 虫 の 発育 前 年 の 結果 を さら に 確実 と に する た 
DIC, 1959 年 に る 同様 の 接種 実験 を 繰り 返し た 。 本 年 
は シロ ガ ネ の ほか に , スペ イン 衛 Bombar を 併用 し た 。 
と れ は 前 年 の ほ場 観 鶴 の 結果 , 後者 の 稲 で は 第 2 化 期 に 
お いて も 第 1 化 期 の と うな 並 列 大 裂 こ ん ( 湖 ) が 現われ る 
ご と を 知り この よう な 品種 で は 幼虫 は 特異 な 発育 を 示 
す の で は な いか と 推察 され た か ら で あ る 。 

供 試 稲 の は 種 日 は , シロ ガ ネ は 4 月 18 日 , 5 月 18 
H, 6 月 18 日 お よび 6 月 22 日 の 4 回 , Bombar は 4 
A188, 55158, 6H8eo3Mt, FX°tTKY 
hICPEE L CHINCIEV eo BIEL AERO DIE CHEN S 


a, 7 月 9 日 に を 化し た 第 2 化 期 幼虫 を 同日 上 記 の 稀 に 
接種 し た 。 こ とこ れ ら の 稲 は 14 AKOTA 23 日 に 調査 す 
る まで 引き 続き 野外 に 置い た 。 

接種 日 に お ける 各 供 試 租 の 生育 程度 は 第 2 図 に た 示す と 
お り で あり , 当 上 且 の 工 位 は 第 4 表 に 併記 し た 。 接種 14 
日 後に お ける 幼虫 の 発育 状況 お よび 出現 し た 被害 工数 は 
第 4 表 の と お り で ある 。 

ef var nicow can, 48. 16 目 お よび 5 
月 18 日 まき 区 で は 6 月 8 日 お よび 22 日 まき 区 に お り け 
る より る 幼虫 発育 が 劣り , 平均 体長 で も 両者 間 に は 著 レ 
い 相 違 が み ら れ , 後 三 者 の ほう が 成長 が 速い 。 し か 
HAD 若い 後 三 者 に お いて も な お 1 令 虫 が か な りみ ら 
れ , 前 年 の 結果 より る 幼虫 発育 の 遅れ て いる も の の 多い 
と と が わか る 。 全体 的 発育 遅延 の みな られ た 5 月 18 AS 
き 区 は まだ 節 間 伸長 期 に は いっ て いな か っ た 。%。 

次 に , Bombar に お ける 幼虫 発育 は いずれ の は MA 
の も の も シロ ョ ロ ガ ネ に お ける より も 著しく 進み , ほとん ど 
すべ て が 3 令 以 上 に まで 達し て いる 。 は 種 期 別に 比較 
る と 6 月 8 日 まき 区 は さなぎ る も 3 頭 み られ , 最も 発育 が 
2, 4 月 18 日 と 5 月 15 上 且 ま き の 稲 の 間 で は 有意 な 
差 は な いよ う で ある 。 と どれ ら の 幼虫 発育 状況 は 第 3 Bic 
よっ て いつ そう めい りょう に 理解 する こと が で きよ う 5s 
調査 日 に お ける 節 間 伸長 状況 は , 5 月 15 日 まき Bombar 
は 4 月 18 日 まき の ショ ロ ガ ネ の それ と 同じ くら いで 幼 牝 


MAK は 種 日 の 異な る ショ ガ ネ お よび Bombar に お ける 第 2 化 期 幼 虫 の 発育 の 差 
(野外 , 接種 後 14 日 に 調査 ) 
ice 出現 し た 1 FE. oa Re od 
品 fi | は 種 日 の | iE 
| ORNL yy BIB lah 24h Som see (We 
| 
| 18/ 13.5 ie 3 1 0 0 1.60 
Ee ge Ae ae 1.5 6 2 0 0 1.75 
eee eer 2.3 2 2 5 0 4.59 
22/0 on 3.7 2.4 0 8 4 0 4.07 
18 | S14 1.5 1 12 0 7.35 
Bombar 15/¥oe | 10 1.8 0 0 1 0 6.76 
ME 2.7 0 9 3 7.55 


1960 年 3 月 中 田 : 
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第 3 図 は 種 期 の 異な る シロ が か が ネ 3 
Bombar A: 18/ Vv 
we Re a: 16/¥ 


月 成 期 ある い は その 少し 前 で あり ,6 月 8 日 まき Bombar 
P’ 節 間 伸 長 状 況 は 5 月 18 日 まき シロ ガ ネ の それ に 近似 
いる 。 こと こころ が か シロ カネ で で は 幼虫 発育 は 全般 的 に 遅 


HL CVS OIC Bombar で は 非常 に 進ん で いる わけ で 


め る 。 し た が っ て Bombar に お い て は 寄 ヨ AAO ra [RIZE E 
区 階 に お ける 幼虫 発育 抑制 は シロ ガ ネ と 違い めい り ょ 


VN ね わけ "で ある 。 


rs ae 
1. B2{wWO4 AHINIYRAA CHATS zt 
Blt Rro, 生育 WB < PORA—-ERSTE 


は は 報じ られ で いる と ころ で ある (た と を え 
£; “lH, 1959)。 本 実験 で 

四 の 傾向 が うか が われ た 。 ま た 稲 の 幼穂 が が 本 虫 幼虫 に と 
3 て 好適 
mie - 湖山 , 1940), 第 2 表 お よ 
BetUS EC ACHS,. bie 2 este on 
生育 は 幼穂 より は 劣り (第 2,3 KR), また 第 1 化 期 幼 
に も 劣る と は いっ て Se 2~3 was CHA WE 
放 る 時 発育 個体 も 多数 現われ る 。 し か る に 中 間 生 育 段 階 
A CVS SAB OAR VEAL ITH St, 前 報 (1959) の 
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Crea は っ きり と 示さ 
し 7 全般 的 抑制 9 kB ¥ 2 る 時 期 は 第 1 fe (1958 


の 結果 ) と 第 4 表 (1959 年 の 結果 ) の 間 で 多少 の 
が ある よう で , 前 者 の 5 月 31 日 まき 区 は 幼虫 接種 時 
) HEH], 後者 の 5 月 18 日 まき 区 ESS 
診 い が , 幼 中 の 発育 は 前 者 の ほう が 変異 が 大 きい と は 
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ROBNEIC ko CHIMO RINT A CIEV < BP EEWIEY 
は あっ て る も る, 中間 生 育 時 期 が 幼虫 発育 に 不適 で ある と い 
5 ExkO pattern に 関 し て は 変更 は な いも の と 考え る 。 

2. 以上 に 論じ て きた 事実 は , 本 虫 の 発生 生態 に 関し 
て 重要 な 意義 を 有する も の で ある 。 以 下 こ の こと に つい 
て 若 王 の 考察 を 行なっ て みよ う 。 

EF, 上 記 の よう に 発育 抑制 の 始ま る 時 期 は 高田 地方 
の 早 ~ 中 生 品種 で は 大 体 7 月 上 旬 ご ろ に あたる 。 第 2 化 
期 の 産卵 開始 時 期 は お お むね 7 月 上 旬 で ある た め に , 第 
2 化 期 の 幼虫 は すべ て 初期 に この 期間 に 遭遇 する こと に 
診る し た が っ で 幼 躍 は 食 業 し で も た だ らき 成長 で ぎ き な 
いわ け で , HUME 3 ~4 OBR TSH SICHS 
と と が で きる の に , 第 2 化 期 に は 傷 菜 が 34 枚 現 われ 
る 中 へ ~ 胸 生 品種 で も その 食 こ ん ( 渡 ) は 小さ く , SHEE 
まで は 目だっ た 発育 を し な い 。 と の と と が 本 虫 3 化 地 鶴 
で は 第 2 化 期 の 全 発育 期間 が 第 1 化 期 の を れ よ まり 藤 く な 
る 原因 の 一 つ で ある , と いう と と に つい て は すでに 前 報 
(1959) で 考察 し た 。 

次 に 2 化 地 帯 に お いて は , 第 1 化 期 の 産卵 時 期 は 6 月 
下旬 ご る ろ る 以降 と な る の で , 食 入 後 ま も な く 稲 は 食物 と し 
て 不適 当 と な る 。 し た が っ て 食 葉 期間 中 の 発育 の お そい 
2 化 性 系 統 の 幼虫 は , 3 化 地帯 の 第 2 化 期 の よう に 幼穂 
摂 食 まで は 目だっ た 発育 を 遂げ な いこ と こと に な る 。 

最後 に , 2,3 (HEWES ACMA LEAD 
発育 期間 は 特異 な 大 幅 な 変異 を も ち , 3 化 地 帯 産 幼虫 の 
よう な 短い 幼虫 期間 の も の , 2 化 地帯 産 の 幼虫 の よう に 
非常 に 長い も の , お よび 両者 の 種々 な 中 間 程 度 の も の が 
鹿 わ れる (HR - A: EEF, 1959) 。 し か し 標準 時 期 に 
種まき され た 稲 に 寄生 し た 場合 は , BKVER CHE 
(PEATIC MAAK 5 GILL TC 3 世代 を 繰り 返す 個体 と , 
幼穂 摂 食後 に 成熟 する 2 世代 個体 と に 分 か れる 。 上 記 の 
中 間 的 な 個体 も 両者 の どちら か に 分 か れる の で ある が , 
それ ら の うち 幼穂 摂 食後 に 成熟 する 個体 は 2 化 性 系 統 の 
幼虫 と 異な り , 幼穂 摂 食前 に 2 令 あ ちる い は 一 部 は 3 令 ま 
で 発育 を 遂げ て いる 個体 の ある らし いこ と は 傷 業 の 大 き 
さ に よっ て 推察 さ れ た 。 と れ は 稲 が 発育 に 不適 当 と な る 
前 た 大 きく な っ た 個体 は その まま さなぎ に な れる が , を 

う で な い 個 体 は 幼虫 期間 が 延長 し て 幼穂 摂 食後 に 初め て 
さなぎ に な れる か ら で あ る 。 た だ し 筆者 は 紀 品 種 で は 目 
DIE OUI L do, PSHE CLEA L CMMBA ATIC me 
Bt SM KOMDIVS T LITOWTH BBL TVS 0 

また , 筆者 は 2, 3 化 混 発 現地 で は 2, 3 化 両 個体 の 
発現 する 割合 が 品種 (出穂 期 ) に よっ て 異な る 場合 の あ 
る と と も 見 て いる が , これ も 上 記 中 間 的 な 個体 が 稲 の 生 


HAS oo Be FB as 
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HOME 2, 化 の どちら か に 動く た めか も し じ れ な い ッ | 
3. 一 般 に 晩生 品種 で は 早生 や 中 生 品 種 に お ける より 
も 傷 穂 率 が 低い と いう こと と が 現在 まで し ば し ば 観察 され 


て いる GEIS, 1952; FM - HEEB - ile, 1958)0 こと の 7 
現象 は 3 化 地 帯 に 双 い て は 抵抗 性 の 弱い 品種 で も み ら れ i 


Bo CHIC OVW CH (1952) は イ RNGNTHBOL 
ACAAMORRA LEC, PAA Co 6G 
を 早く 摂 食す る か どう か で 若 令 期 幼 虫 の 死亡 率 が 左右 さ 
れる か ら で あ ろう と し てい る 9 LM し 湯浅 の 研究 は 2 化 
地帯 で ある 秋田 県 で 行なわ れ た も の で あり , 抵抗 性 の 強 


HSEL LCBMOW Die CHESNKO TC, 本 質 的 な 


抵抗 性 が 出穂 期 の 早晩 と 変 絡 し て 考え られ た 感 が か ある» 
第 者 は 3 化 地帯 に お いて も こと の 現象 の みな られ る 原因 を 種 
x の 資料 に よっ て 考察 し た が (岩田 ,1959 a), ATED 9 
いい 品種 で も 晩生 種 で は 傷 穂 率 が 低く な る の に 反 じ し, 抵抗 
性 が それ ほど 弱く な く て も 早生 品種 で は 傷 穂 率 が 割合 商 
く な る 原因 を 次 の よう に 説明 し た 。 すなわち , 第 2 化 期 


幼虫 が ふ化 食 入 する と ころ は 丁度 抵抗 性 の 弱い 品種 で も 幼 


虫 の 発育 に 不適 な 時 期 で あり , 晩生 品種 で は この 不適 怒 
期間 が 長い た め に 中 途 死 亡 個 体 が 多く な る 。 一 方 早生 古 


種 で は 食 入 後 ま も な く 好 適度 の 高い 幼穂 を 摂 食 で きる だ 


め に 傷 穂 率 が 高く な る も の と 老 え られ る 。 ぅ 。 


摘 Be 


は 種 期 の 種々 異な る 水稲 品種 ショ ガ ネ お よび 上 農林 8 用 
で 第 2 化 期 イ ネ カ % ラ バエ 幼虫 の 発育 状態 を 観察 し た と 
DB, は 種 期 が 早く 幼穂 が 発達 伸長 し つつ ある 稲 で は 幼 下 
は 非常 に 良好 な 生育 を 遂げ , また は 種 期 の 閉じ ぐ お そい 
若 稲 で も 不 斉 で は あっ : た が か な り の 割合 が 良好 な 生 放 
示し た 。 し か る に 両者 の 中 間 の 生育 状態 を 示す 稲 で は 幼 
虫 の 発育 は 全般 的 に 不良 と に な る と と が わか っ た きき の 年 
般 的 発育 抑制 の 始ま る 時 期 は ショ ガ ネ で は 第 10 HMC 
る すなわち 栄養 成長 期 の 後期 ご みろ で あっ た が , HICLD 
て 若干 の 変動 が な られ た 。 

こと の 事実 は イネ カラ バエ の 発生 生態 と 密接 な 関係 を 邊 
し , AHO 3 化 地帯 に お いて は 一 般 に 第 2 化 期 は 第 LE 
期 よ り る も 全 発育 期間 が 長い と こと, 2 化 地帯 で は 幼虫 は 
穂 摂 食前 は 目だっ た 成長 と を し な いこ と や , 2,3 化 混 発 H 
帯 の 発生 生態 の 特異 性 な どの 原因 の 一 部 に 上 記 の 原理 3 
関係 し て いる ほか , 晩生 品種 は 抵抗 性 が 弱く て る も 傷 穂 2 
出 に くく , 早生 品種 で は 抵抗 性 は 弱く な く て も 傷 穂 率 
Bs HST LOW TS LILO RE CHB CSEKo 

te3s, HEAR Bombar で は 上 記 の よう な 稲 の 生 痛 は 
階 と 幼虫 発育 の 関係 が めい りょう で な く , どの まう な を 
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卒 時 期 の 稲 で も 良好 な 発育 が み ら れ た 。 し た が っ て この 
品種 は イネ カラ バエ に 対す る 感受 性 が 閉 し く 高 いと いう 
ペ べき で ある が , この とこ と か ら 正 述 の 関係 は pattern は 
菊 通 で も 細部 の 時 期 的 関係 に は 品種 その 他 の 条件 に よっ 
て 多少 の 相 異 が 予想 され る 。 
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The Relation between the Larval Growth of the Rice 
Stem Maggot, Chlorops oryzae Marsumura, and the 
Stages of the Host Rice Plant 


By Toshikazu Iwata 
Hokuriku National Agricultural Experiment Station, Takada, Niigata Pref. 


The larval growth of the rice stem maggot of 
the second brood was studied on rice plants sown 
at different dates and at various stages. On 
young plant of susceptible variety, Shirogane, 
most of the individuals grew to the second and 
third instars in ten to fourteen days after hatching 
except some individuals remaining as the first 
instar. The larval growth was excellent on the 
host plant at the formative stage of young panicle: 
On the plant in the stage between the above two, 
the growth of the hatched larvae was retarded 
and almost all the individuals remained as the 
first instar even on the eleventh or fifteenth day 
after hatching. This retardation of growth was 
observed from 10-leaf stage or from the latter 
parts of the vegetative growth, although there 
were small differences between the results 
obtained in 1958 and 1959. 

This relation of larval growth to the host 
condition effected the occurrence of the rice 
stem maggot. In the districts where three 
generations occurred, the duration from oviposi- 


tion to emergence of fly was longer in the second 


generation than in the first generation. In the 
districts of two generations, the larval growth 
was retarding until the host rice plant began to 
form the young panicles. The growth of the 
hatched larvae was suppressed as the hatching 
of larvae coincided with the latter part of 
vegetative growth to formative stage of young 
panicle. The said principle is also related to 
that the late varieties develop rather few injured 
panicles although they are originally susceptible, 
and that the early varieties develop injured 
panicles more although they are originally less 
susceptible. 

In a Spanish variety, Bombar. no remarkable 
relationship was found between the larval growth 
and the stage of host plant and the larvae grew 
very rapidly. This variety seems very susceptible 
to the rice stem maggot. Accordingly, there 
may be some differences in the details of the 
relationship between the host plant stage and 
larval growth, although the general pattern of 


the relationship is the same. 


タマ ナギ ン ウ ワウ ワ バ お よび その 近似 種 ( ゃ が ガ 科 ) の 生態 に 関す る 研究 
MW. タマ ナギ ン ウ ワ バ の 発育 と 体 色 に 及ぼ す 温 度 の 影響 
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BR BS LAS ee OB Ie Se Be a 


48 ts LOVER ILAIT SV CLERGY 
ワ バ Plusia nigrisigna WaLKER の 発育 期間 と 温度 と 
の 関係 を 論じ , その 発生 経過 を 考察 し た 。 本 報 で は 前 報 
に 引き 続き , 温 度 と 本 種 の 発育 特に さなぎ 体重 と の 関係 , 
お よび 温度 と 死亡 率 と の 関係 を 述べ る 。 また 前 の 実験 で 
温度 が さなぎ の 色 に 著 じ い 影 響 を 及ぼ すこ と と を 知っ た の 
で 7 これら の 観察 結果 も あわ せ て 報告 し よう と 思う 。 

材料 お よび 実験 方 法 

供 試 材料 の タマ ナギ ン ウ ワウ ワ バ は , 野外 ほ場 か ら 幼 虫 と 
SHECMRELCHMAL, Wik lem ech CE 
た る も の で あぁ る 。 HABE 25°, 30°C OMIEBLOBXO 
Zlit CPIGMEE: #9 15°, 20°, 22°, 28°C) Cth 
た 。 飼育 法 は 20 頭 の 集合 飼育 と 単独 飼育 と を 併用 し 
Ko 実験 方 法 の 詳細 は 前 報 に 述べ た と お り で ある 。 
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1. 温度 と さなぎ の 体重 と の 関係 

さなぎ の 期間 の 体重 は 経時 変 化 が 大 きい の で , 比較 的 
に 変化 の 小さ いよ まう ( 遇 ) 化 後 4~24 時 間 の さなぎ 体重 を 
も っ て 温度 条件 の 影響 を 調べ た 。 よ う 化 後 24 時 間 以 内 
の 体重 の 減少 は , 各区 と る 25°C で 1~2mg の 個体 が 
最も 多く , 最大 7mg で あっ た 。 食 飼 植 物 別 六 よび 雌雄 
別 の さなぎ 体重 と 温度 と の 関係 を 第 1 表 に 示す 。 こ と これ に 
よる と | 平均 さなぎ 体重 は 各区 と る も 雌雄 間 に 有意 差 は な 
く , また どの 食 飼 区 で る 約 14°~30°C の 温 鹿 範囲 と 大 
き な 相 違 は 認め られ な い 』 ア ブラ ナ 供 試 .30°C 区 で は 少 
数 の 閉じ く 小 形 の さなぎ が 出現 し た 。 この よう な 軽い 個 
体 ほ は , より 低温 の 区 で は 得 ら れ な か っ た の で , ある 程度 
以上 の 高温 と き な ぎ 体重 の 減少 と の 間 に は な ん ら か の 関 
連 が ある よう に も 思わ れる 。 

雌雄 の さなぎ 体重 間 に 有意 差 の み ら れ な か っ た こと と 


は , SRBALECMROKS SICHKEMR Poe TE 


(1959 年 10 月 28 目 受 領 ) 


第 1 表 雌雄 別 の さき さなぎ 体重 と 温度 と の 関係 


(単独 飼育 ) 
EE さなぎ き 体 
eae, (tot BE] pe = = 平均 さ な き 
食 飼 植 物 (°C) ME | 個体 数 HO 体重 (mg) 
(mg) 

ee 8 220~-400 324.3-421.7 
lush! cigh@ 976-386 . 3404 ieee 

nN | 
long | @ | 20 204-366 328.3410.0 
BSeeics 10 280~375 331.74 8.9 
ieee 9 226~360 313.2+15.0 
aes 6 316~353 336.0+19.6 
8  251~375 334.9-4-15.4 
EE NEED 8 266~349 316.1411.4 
Bante 14 164~393 327.0+15.0 
A 8  187~356 300.0+17.9 
を 示す も の で あり , Chlagh, KoWeie CRE IC 


発育 速度 の 差 が られ な か っ 7 で ih kB, 1959) 
と あわ せ て 興味 が 深い 。 を そし て この よう な 例 は ひろ くり 
ん し ( 鱗 須 ) 類 を 通じ て も 少な いよ うに 思わ れる 。 

第 1 表 は 単独 餅 育 の 場合 を 示し た も の で ある が 7 集 奉 
飼育 し た 場合 の さなぎ 体 重 は どう で あろ うか 。 BAHT 
示す と お り , 2 種 の 食 飼 植 物 に つい て 両 飼育 条件 を 比較 
し た 結果 は , いずれ る も 集合 飼育 区 の ほう が , わずか ご き 
な ぎ 体 重 の 軽く な る 傾向 を 示し た が 有意 差 は 認め られ 如 
WE 


第 2 表 飼育 密度 を 変え た 場合 の さなぎ 体重 の 比較 
(雌雄 混合 , 25°C) 


weet “a fi A 単独 fl 

ial J | 3 bi 

pte 平均 さき さ な き 平均 さなぎ 
寺村 数 体重 mg) | MARC peat“ (mg) 
| 

Tor y 6326 3 0 aseay 

キャ ペッ | 21° 318.35 6 30 2 


両 飼育 密度 区 間 の き な き 体重 の 差 の 検定 : ゴボウ 区 
F=0.52, P>0.05, キッ パッ 区 F=1.28, 
P>0.05 
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2. 温度 と 死亡 率 と の 関係 

発育 適温 範囲 内 で は 高温 で 死亡 率 が 高く, 25°C と 
PC 両 区 の 間 に 有 意 差 が み ら れ た 。 食 飼 そ の 他 が 好適 
PATI AE 下 で は , 25°C で の 死亡 率 は きめ て 低く , 
育 し た ほとん どの 個体 を 羽化 させ る と と が で きる (第 
FR). 死亡 率 の 低かっ た ゴボウ 薬 給 与 25°C 区 で は , 

記し た 少数 の 個体 は いずれ も さなぎ で あっ た 。 ゴボウ 
ha 30°C 区 で は 1 令 幼 虫 期 に 死ん だ も の が 多い 。 キ 
| ベツ 給与 区 は 本 種 の 発育 に 対し て や や 条件 が 悪かっ た 
5 に 思わ れ , 25°C, 30°C 両 区 と も ゴボウ 葉 給 与 区 より 
か な り 死 亡 率 が 高く , 各 令 幼 虫 期 , よう 期 に わた っ て 死 
個体 が み ら れ た 。 30°C 区 で は 集合 単独 両 人 育 区 と 
PED 期 に は いっ て 羽化 で きず に 死ぬ も の が 多かっ た 。 


第 3 表 温度 と 死亡 率 と の 関係 
(単独 飼育 , 各区 30 頭 , Lat) Whe TC) 


度 ゴボウ 葉 区 死亡 率 | キャ ベツ 区 死亡 率 
ECO (%) (6) 
25.0 6.7 23.3 
30.0 | 30.0 | 53.3 


25°C, 30°C MKMOREKO LORE: 


aR UK, 


P=0.02; キャ ベッ 区 , V=5.71, P<0.05 


A 
; 温度 と 体 色 と の 関係 

1) 幼虫 の 色 : 幼虫 の 体 色 は その 色 の 形成 部 位 に よ 
C3 っ に 大 別 され る 。 その ひと つ は 頭 部 や 胴 部 の 地 色 
ROU SETC, これ は 主として 体液 と 消化 管内 容 
HKSLOC, 皮 載 を 通し て 緑色 を 呈す る 。 次 に 本 種 
後 令 期 幼虫 で は , MBI THC 2 条 の 細線 より な る 
BOBMSLOMAML, 1 条 の より 鮮明 な 気 門 線 を 
る が , これら は 色素 を も っ た 真皮 細胞 に 由来 する 。 
HPL MOE CH OD, と き に 純白 色 を 呈し , ま 
攻 と ん と ど 消 失 す る こと も ある 。 以 上 の 色 は いずれ る も 下 
BHIL, また は アル コー ル 中 に 投 ず る と 容易 に 消失 
So 残り の ひと つ は 通常 透明 な 表皮 に 形成 され , ず が 
(GRE), 胞 脚 な ど に み ら れ る 黒 は だ ( 許 ), 毛 基 突 起 
inacula), 皮膚 点 (sSkin points) な どの 黒 化 (melani- 
fion) が これ に 相当 する 。 こ の 黒色 は 上 記 の 処理 に よ 
Cheers, また 脱皮 後 は 全部 脱皮 が ら の ほう に 含ま 
6 一般に 本 属 幼 中 で は 表皮 の 黒 化 は 種 に よっ て 一 定 
術 同一 種 内 で る 個体 に よっ て 全く 黒 は ん が な く 明 る 
人 調 を 呈す る も の か ら , 著しく 黒 化 が 進ん だ 個体 に 至 
圧 で 変異 が 見 られ る 。 筆 者 は 黒 は ん 形成 程度 の 弱い も 
が ら 強い る も の に 向かい 便宜 上 , N, P, S の 3 型 に 大 別 
だ が RN 型 と いう の は 全く 黒 は ん を 欠い た 個体 を さ し 
LDCHS (—ifi, 1958), これ ら 各 型 の 出現 度 は 種 
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に よっ て 異な る よう で あり , KMCSPHICHV CN 
と P 型 と が 多く , まれ に 飼育 に よっ て S 型 が 得 ら れる 。 

多く の 個体 を 観察 し た 結果 で は , 真皮 の 色素 に 由来 す 
る 気 門 線 の 色 の 変異 と , 表皮 の 黒 化 程度 と の 間 に は 関連 
が な いよ うに 皿 わ れる 。 各 温度 区 に つい て 幼虫 の 体 色 を 
記録 し た と ころ , 表皮 の 色 は , 全 実 険 区 に お いて 全 供 試 
個体 が 斉一 に P 型 (本 種 の P 型 は 頭 側 と 胸 脚 に 黒 は ん を 
も っ て いる ) の み を 示し , 温度 の みな ら ず 食 飼 植 物 や 飼 
育 密 度 ど の 間 に も な ん ら め い りょう な 関係 を 見 い だ す こと 
と が で き な か っ た 。 真 広 の 色 , すなわち 肌 部 の 線 条 は 和 休 
digi iii if 
ね た 上 で 後 報 で 取り 扱い た と 思 し か し これ る も 温度 や 
ae Rae ENOL ek Es hind: 

(2) さなぎ の 色 : 本 種 の さなぎ の 表皮 の 色 は 黒 化 の 
程度 に よっ て 定まる 。 そ の 程度 は 幼虫 の 表皮 の 場合 と 異 
な っ て , 明らか に 幼虫 期 の 温度 に よっ て 支配 され て お 
り , 飼 育 密度 や ゃ 食 飼 植 物 の 相違 に よっ て は ほとん で 変わ . 
ら な いこ と を 知っ た 。 黒 化 の 強い も の で は 複眼 部 を 除き 
さなぎ 全体 が 黒色 と な る (どの よう な 色 の さなぎ で も 一 
般 に 複眼 部 は 透明 で ある )……(1) PH MELO CE 
Vita, 品 器 , 触角 お よび 脚 を 含む 胸部 の 腹面 が 淡色 と な 
Bove (2 。 黒 化 の 一 番 弱 いも の は さなぎ 全体 が 淡色 で 
黄 か っ 色 を 時 し , 胸部 お よび 腹部 の 背面 が 赤かっ 色 を 旦 
posts (4). 2), 4) の 中 間 の 等 級 と し て , 4) OF 
面 が 赤かっ 人 色 で ある の に か わり , 黒 か っ 色 また は 黒色 
を 呈す る も の が ある ……(3) 。 これ ら の 等級 を 分 類 し , 
(1) お よび (2) を 黒色 型 (black type), (3) を 中 間 型 
(intermediate type), (4) を 黄 か っ 色 型 (yellowish 
brown type) と し て 温度 別 の 出現 率 を 示し た (第 4 表 )。 
すなわち 30°C で 全部 黄 か っ 色 型 , 25°C で 中 間 型 , 20°C 
以下 で 全部 黒色 型 を 示し て お り , は な は だ 明確 な 関係 を 
示し て いる 。 同様 の 現象 は な お 本 種 の 他 に 同属 の キク キ 


ジウ ウパ Plunsig intermixta, そそ メッ モン キ ン ウ ワ バ 2: 


第 4 表 温度 と さなぎ の 人 色 と の 関係 (ゴボウ ッ 葉 給与 ) 


| 
き な ぎの 
飼育 | 温度 ge & 

個体 数 Spo aR raf A 

BB | CC) | (%) (%) — (%) 
13.7 | 20 | 0.0 0.0 100.0 
F | 90.4 | 20 0.0 5.0 95.0 
(250 0 e886 12.5 87.5 0.0 
& | 30.0 | 31 100.0 0.0 0.0 
iLL SSR 22 0.0 0.0 100.0 
単 20.4 20 0.0 0.0 100.0 
| 25.0 | 30 0.0 100.0 0.0 
独 30.0 22 100.0 0.0 0.0 
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agnata な ECOBDSTEBCEKROT, 本 属 内 に 普 
遍 的 な 一 般 性 質 と る 思わ れる 。 そ し て 安江 (1956) が = 
ジュ ョ ュ ウ ヤ ャ ホシ テン トウ 成 忠 の さや ば ね の 黒 は ん の 強弱 と 
温度 と の 関係 を 調べ た 結果 と ょ よく 似 て いる 。 筆者 は 幼虫 
の どの 時 期 が と の 温度 の 影響 を 一 番 受け や すい の か , あ 
る い は 幼虫 各 期 に いろ いろ 温度 を 族 えた 場合 に と どの よう 
に な る か を 追究 し て いる が , まだ 十分 な 結果 を 得 て い な 
い 。 こ の 表皮 の 黒 化 は , お そら く メ ラニ ン そ を の も の に よ 
る も の と 思わ れ , 低温 が 本 種 の 表 上 度 の メラ ミン 形成 す な 
わ ち チロ シン 系 物質 の 酸化 を 助成 する か , ある い は この 
上 反応 の 抑制 に 対し て 負 に 働く こと が 想像 され る 。 

幼 忠 や さなぎ の 色 に 及ぼ す 光 の 影響 に つい て は と りや わ 
け て 実験 を 行 な あ な か っ た が , 25°, 30°C の 両 区 に お い 
C, 恒温 器 中 で 暗黒 条件 下 で 飼育 し た 区 と , 採光 さき され た 
室内 に 放置 し た 区 の 間 に ほ と ん ど 体 色 の 相違 だ が み られ な 
か っ た こと と か ら , 光 は 体 色 の 変異 に あず か る 要因 と し て 
HEVBECHWESITHASNS.S 


考 Be 


発育 や 体 色 に 対し 飼育 密度 が 影響 し うる か と いう 間 題 
Vs, [BED RS LVS) O MEL Tim TNE EB DNSR, 
AUER (WA, 1959; —i- BEG, 1959) CLILLiai< 
で て きた よう に , 7 本 種 で は めい りょう な 関係 を 見 い だ し に 
く か っ た の で , 前 報 (一 瀬 ・ 渋 谷 , 1959) の 実験 結果 る 
2b, この 項 で 考察 する と こと と する 2。 

1 発育 速度 に つい て 

Lone (1953) に よる と , Plusia gamma ClishE@o 
発育 速度 や 体 色 に 著しい 密度 効果 が 観察 され て で おり, 発 
AICRIET BER, CREA 12 BMeLvS5 ESI 
RN RBEORGIA ChMDSNSLV5. LTH 
鹿 効 果 が 現われ る の は 2 令 以 後 で あり , 集合 飼育 区 の 2 
令 期 に 発育 速度 が 最大 と な っ て いる 。 こ とこ とれ に 反し 本 種 で 
VE3ER RUT DR OBR EARREA, 25°, 30°C OK 
と る ゃ 集合 飼育 区 1 令 お よび 5 令 の 経過 が 短く , 2 令 で は 
玉 に 単独 飼育 区 の ほう が 短く な っ て 幼虫 全 経 過 晶 数 に 有 
意 差 が み ら れ な く な っ て いる 。 こ と これ は 講 星 (1949) が カイ 
コ の 発育 に つい て 指摘 し た 経過 代償 (compensating 
duration) の 現象 が 幼虫 期 間 内 に 起こ っ た も の と みる こと 
ECSCTELG. ELS PHM MHL OSH HE Ci, 人 各 
令 期 の 経過 目 数 が か な り 異 な る (一 瀬 ・ 渋 谷 , 1959) か 
ら , 近似 種 P. gamma に つい て 集合 飼育 区 の 2 令 期 が 
一 番 短 か っ た と いう Lone (1953) の 報告 も お そら く 
集合 飼育 区 に 5 令 型 幼虫 の 出現 率 が 高く , "単独 飼育 区 に 
6 令 型 幼虫 の 出現 素 が 高かっ た た め に ほか な ら な いよ う 
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に 思わ れる 。 本 種 の 場合 の ま よら に 』 妊 適 な 条件 貞 で お い 
て 単独 飼育 区 で る 6 令 型 幼虫 の 出現 率 を 低下 せしめ た 培 
合 に は , 令 期 の 長 さ も 当然 PP. gamma の 例 と は 違っ で 
る る ある Se 

2. さなぎ 体重 と 脱皮 回 数 と の 関係 

本 種 の 飼育 密度 別 の 平均 さなぎ 体重 が 集 谷 , MIF 
鹿 間 で 有意 差 を 示さ ず , た だ わずか に 単独 区 の ほう が 吾 
Vem Lec kbd, HP. gamma の さなぎ 体重 と 
fal GS BE L OBA (Lone, 1953) WK <PCWSo Lone 
は P. gamma の 場合 の と の わずか の 傾向 が 正しく 表現 
され た も の で ある と 考え , MMMAKO, LOKSES 
な き ぎ 体 重 が 6 令 型 幼虫 の 出現 率 の 増す た ゐ あ で あ っ て 有紀 
虫 発育 期間 と 正 の 相関 を も つと と を 述べ て いる 。 し か 
本 種 で は , 発育 速度 も 脱皮 回 数 も , ども に 飼育 密度 どの 
間 に め いり ょ うな 関係 を 示さ な いか ら , ここ とこ に Lone の 
EK Rb NLDS T LICE S 

3. 幼虫 の 黒 化 と 密度 と の 関係 

Plusia gamma 幼虫 の 黒 化 現 象 で は , その 一 要因 と 
て 飼育 密度 の 影響 が 重要 視 さ れ て お り (Lone, 1953), 
本 邦 で は この 種 と 亜 科 を 異 に する アワ ョ トウ (Leucania 
unipuncta HaworTH) (COW CRORES RDS 
され て いる (He, 1956), し か し 一 方 , Plusia gamma 
LX DDO URLFAN AKER O RLAREDGF 
し も ゃ 飼育 密度 と 密接 な 関係 を 示さ な いこ と は 注目 され 中 
EKTCOLIRREB(LORG ARE L, MES 
EE CHL 6 RRS ASRURDIE. Lis LEO 
DR CWS RENO 別種 に は , その 幼虫 の Bick 
し , さなぎ の 場合 と 同様 に 温度 特に 低温 の 影響 を 考え 3 
る よう な 種類 が ある よう に 思わ れる 。 Plusia gamma で 
は 系 統 や 食 飼 植物 に よる 相違 が 幼虫 の 黒 化 に 関係 し うる 
と と が 認め られ て お ちり, と これ ら の こと と を 考え あぁ わせ そる a 
一 般 に 本 属 で は 幼虫 表皮 の 黒 化 を 支配 する 因子 は 単純 
も の で は な いと 考え られ , それ ら の 因子 に 対す る 感 庶 の 
強 さ は 種 に よっ て 異な る の で ある ろう 。 
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タマ ナギ ン ウ ワ バ さなぎ の 体重 と , MhRLVUAKS 
の 期間 中 の 死亡 率 と に 及ぼ す 温 度 の 影響 を 検討 し , ER 
幼虫 お よび さなぎ の 色 と 温 度 と の 関係 を 調べ た 。 飼 育 旨 
25°C お ぉ よび 30°C の 恒温 と , Mx ORT CARY, 


"20 頭 前 後 の 集合 飼育 と 単独 飼育 と を 併用 た 。 


1) さなぎ の 体重 は 供 試 し た 2 種 の 食 飼 植 物 ,) キタ 
ツ , アブ ラナ に よっ て 大 差 な く , ELEN SHEE 
お いて 有意 差 を みとめ えな か っ な た (第 1 表 )。 


1960 年 3 月 


2) さなぎ の 平均 体重 は 温度 の 相違 に よっ て ほとん ど 
BD STDs, 高温 30C に お いて 非常 に 小さ い 個 体 が 
SOIL, 体重 の 減少 する 傾向 が みみ られ た (第 エ 表 )。 

3) 集合 飼育 区 の 平均 さなぎ 体重 な 単独 飼育 区 の それ 
比べ て わずか に 小さ な 数 字 を 示し た が 有意 差 は 認め ら 
了 な が か っ た (第 2 表 )。 

4 一般 に 30°C で は 死亡 率 が より 高く な り , 特に 
期 に 死ぬ 個体 が 多い 。 25°C で は , Cantante» 
A とき は きわ め て 羽化 率 が 高かっ た (第 3 表 )。 


5) ACIS, 幼虫 の 表皮 に 見 られ る 色 の 変 嘩 す な わ 


ら 点 化 の 程度 は , 温度 や 飼育 密度 に 対し 特に めい りょう 
還 関 係 を 示さ な い 。 
6) さなぎ の 色 は 表皮 の 黒 化 の 程度 に よっ て きま り , 


幼虫 期 の 温度 に 支配 され る 。 高 温 eee ae 
E70, 低温 20°C 以下 で 全部 黒色 , 25°C で 中 間 的 色 
Mess GAR, 第 1 図 )。 
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5| FA 3c) mm 
—WAAE (1958) Bera 26: 88~97. 
—WAA EB (1959) 応 動 尾 3: 99~106. 
一 瀬 太良 ・ 渋 谷 成 美 (1959) PSHE 3: 157~163. 
he 俊一 (1956) 個体 若 生 態 学 の 研究 II: 60~78. 
Lone, D. B. (1953) Trans. Roy. Ent. Soc. Lond. 
104: 543~585. 
諸星 静 次 郎 (1949) FeO FEA RRA 135pp. 明文 堂 . 
安江 安 宜 (1956) AAA HIGH ASA MAE. 
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タマ ナギ ン ウ ワ バ の 幼虫 期 の 飼育 温度 の 相違 に よる さ 
な き 体 色 の 相違 (いずれ ぇ 成虫 脱出 後 の さ な 3 
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A: 25°C, ゴボウ 工 給 与 , 集合 飼育 区 , B: 同 , 単独 
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Summary 


Studies on the Bionomics of the Asiatic Common 


Looper, Plusia nigrisigna WALKER and Its 


Several Allied Species (Noctuidae) 


Ill. Effects of Temperature on the Development and 


the Pupal Colouration of the Asiatic Common Looper, 


Plusia nigrisigna WALKER 


By Taira IcHINosE 
Laboratory of Agricultural Entomology, Faculty of Agriculture, Tokyo 
University of Agriculture and Technology, Fuchu, Tokyo 


Previously the author discussed the effects of 


various temperatures on the developmental 
velocities of each stage of the Asiatic common 
cooper, Plusia nigrisigna WALKER. In the present 
paper, the author wishes to deal with the effects 
of temperature on the body weight of the pupae 
and on the mortality during the larval and pupal 
stages of this species. Observations were also 
made on the colouration of the larvae and pupae. 
The materials and the method of experiments 
are described in the previous paper. Two 
constant temperatures of 25°C and 30°C, and 


various room temperatures were used, and the 


larvae were bred under crowded (20 individuals 
per container) or solitary condition. 

1. The body weight of the pupae (4~24 hours 
after pupation) was little different between two 
cultures fed on the cabbage, Brassica oleracea, 
and on the rape, B. campestris, respectively. No 
significant sexual difference was observed between 
them (Table 1). 

2. The body weight of the pupae was not 
significantly influenced by the temperatures tested, 
but under high temperature of 30°C a few 
extremely small pupae were obtained (Table 1). 


3. The mean body weight of the pupae in the 
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solitary culture was slightly greater than that 
in the crowded culture, but the difference was 
not significant (Table 2). 

4. The mortalities of the larvae and pupae 
rose abruptly when reared at 30°C, death mainly 
occurring in the pupal period (Table 3). 

5. In the genus Plusia, the pattern of appear- 
ance of black spots or black colouration on the 
head, legs, pinacula or skin points of the larvae 
seems not to be constant within a species, and 
wide-range intraspecific variations exist depending 
Tn P? 


nigrisigna, it seems that neither temperature 


on the degree of cuticular melanization. 


nor population density can be regarded as the 
main factor responsible for the variation of the 
colouration. 

6. The pupae showed marked differences in 
colouration depending on the degree of cuticular 
melanization. This degree of melanization was 
shown to be directly dependent upon temperature 
during the larval period. The pupae were 
yellowish brown when reared at 30°C during 
their larval period, deep black at about 20°C or 
lower, and intermediate in colour at 25°C (Table 


4 and Plate 1). 
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モモ アカ アブ ラム シ に よる 寄主 の 発見 

Kennepy, J.S.,C.O. Bootu and W.J.S. KERSHAW 
(1959) Host finding by aphids in the field. I. 
Gynoparae of Myzus persicae (SuLzER). Ann. Appl. 
Biol. 47: 410~423. 
BMNBEITSWUT, アブ ラム シ に よる 寄主 の 発見 
が どの よう な 機構 で な され る か を , 野外 で 解析 的 に 研究 
Lito モモ アカ ブラ ムン は 上 夏 は 二 学 花 科 を は じ め 多 く の 
EIA CRU, 秋 に な る と 有 性 世代 (は ね が ある ) を 生 
UT, と これ が バラ 科 植 物 に 移住 する 。 有 性 虫 の 飛行 が 旋 
ん に 行なわ れる 年 後に , 寄主 で あぁ る モモ と , FECHV 
= シキ ギ に 飛来 する 本 種 の 個体 数 を 数 えた と こと ろ , その 
数 は ほとん ど ご ど 変化 な か っ た 。 ま た そ モモ や ニシ キ ギ の そば 
タ ンク グル ラッ トド を 塗っ 7 ブラ スチ テック 訴 を 設置 し こ 
れ に 付着 する 個体 数 を 数 えた 場合 も 結果 は 同じ で あっ 
た 。 と ころ が 翌朝 を そ モモ と ニシ キ ギ の 上 の 個体 数 を 数 え る 
と , モモ に は 飛来 時 より ずっ と 高 宗 の モモ アカ アブ ラム 
シ が 発見 され , 一 方 , ニシ キ ギ の 上 に 上 の モモ アカ アブ ラム 
シ の 数 は 減少 し て いて , か わり に ニシ キ ギ を 寄主 と する 
Aphis fabae 多数 だ みい だ され だ 。 毎日 そ モ お よび = 
YAFNICRET 67 AT FAY RERELKERITE OT, 
モモ アカ アブ ラム シ の 有 性 虫 は , 離れ た 場所 か ら 色 や に 
お い に よ っ て 寄主 を 発見 で きず , 感染 の 違い は , モモ で 
は 飛来 し た 個体 の うち 95% MPBRUOH> C5 9% ずつ が 
蓄積 され る が , ニシ キ ギ で は 99% が 飛び 去っ て し まう 
めで あぁ る で と が わか っ た 6。 (ERROR 伊藤 嘉昭 ) 


a 


2 種 の アブ ラム シ に よる 寄主 の 発見 
Kennepy, J.S.,C.O. BooTr and W.J.S. KERSHAW 
(1959) Host finding by aphids in the field. II. 
Aphis fabae Scop. 


brassicae L.; with a re-appraisal of the role of 


(Gynoparae) and Brevicoryne 


host-finding behaviour in virus spread. Ann. 
Appl. Biol. 47: 424~444. 

ニシ キ ギ を 立 寄 主 と する Aphis fabae tLUFTFF 
ナ 科 植物 を 食す る ダイ コン アブ ラム シ の 移住 時 の 寄主 発 
見 機構 を , 野外 観察 と よっ て 調べ た 。4Ap ヵ Ris fabae は 最 
初 は を モモ に も ニシ キ ギ に も SAH’ T4Bms, 
た 場合 は まもなく 飛び 去り b, ニシ キ ギ の 場合 に は 多 の 
虫 が 飛来 し た 株 に と ど ま る 。 野外 に 放置 し て アブ ラム ヌ 
を 自由 に 飛来 せしめ た ミニ シキ ギ を 室内 へ 持ち とこ ん で 
定時 間 ご と に 残存 個体 数 を 数 える と , 長く 放置 し た 株 
ど , RADE CMBR EY, BROT TAZA 
が 翌日 以降 まで 残存 し て 子 を 産ん だ 。 ダ イコ ン ア ァ アブ プ ブラ 
シ の 場合 に は , PREM SRL CEP a y+ L CHR 
RICZR SD, Hi, FEMALE TIFIAY ODS 
ふた た び 飛 び 去 る 個体 の 割合 が 低い の で , あぁ る 程度 離 
た 距離 か や ら の 識別 も ある か も る も しれ な い 。 しかし, ZOU 
か の 一 般 的 事情 は 他 の 種 と 同じ で あっ た 。 

は ね の ある アブ プラ ムシ が 寄主 を 識別 せ ず に ラン ダ a 
飛来 し , 不適 な 寄主 で あれ ば し ば らく 《 く 反 食 を 試み た の 2 


モモ (こつ 


ふた た び 飛 び 去 る と いう 事実 は non-persistent virus 


が , 元 来 その 植物 を 寄主 と し な い ア ブラ ムシ に よっ で 8 
媒介 され る と いう 事実 を よ ぐ 説明 する 。 
; (REE 


伊藤 嘉昭 ) 


SPR 4 40 wy, 
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AV") VRRMEAI VI, VVitHI ARBRE, Prothrombin Time 


の 延長 , 


a 


死亡 率 , MMT ETI OH AB 
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DI") ARIE HID PEK DILTAIO ED 1c 1 (el De Gio 
致死 量 を 含ま せ て 使用 する も の で は な く , TOM 
Wk 日 間 に わ た っ て 投与 し , ネズ ミ を 慢性 中 毒 死 させ る 薬 
可 で ある こと と は 周知 の と お り で ある 。 そ し て 1 日 に 1 個 
DHA CHARS LEBAL, MASMORM RSL 
だ 場合 の 投薬 量 お よび 投薬 形式 と 死亡 率 と の 関係 に つい 
Cli, Hayes ef al. (1950), 三坂 1953), fila (1954) 
き が 研究 を 行なっ た 。 ま た 1 日 に 1 個 の 割合 で 連日 投与 
し た 場合 の 投薬 量 , 投薬 形式 と prothrombin time ( 以 
下 PT と 略記 ), 死亡 率 と の 関係 , PT と 血管 抵抗 の 減 居 
LOM COV Ths, 三坂 ・ 草 野 (1955, 1956), 草野 
(957a,b, 1958) が 研究 を 行なっ た 。 SHAS ROR 
飼 を 投与 し た 場合 の 毒島 消費 量 , PTOHR, FC, 
太 管 抵抗 減弱 の 相互 関係 に つい て 調べ , =, 三 の 知 見 を 
舞 た の で と と に 報告 する 。 

本 研究 の 遂行 と あたり , ご 教示 な ら び に ご 校 関 を いた 
だ いた 当 研 究 室 三 坂 教授 に 深謝 の 意 を 表す る 。 ま た 供 試 
泉 剤 を 提供 され た 成 毛 商店 , 犬塚 薬品 工業 株 式 会 社 に 対 
LZR % o 

z 実 験 方 法 


; 
“KeaBb Ins vO 2, 使用 泉 剤 は ワル ファ リン で ある 。 
His bose ay, DEH, STE, RLS OW 
物 末 な どの 混合 物 に ワル ファ リン の は いっ た も の で , 投 
詩 に 水 を 加え て 団子 状 (1 個 の 重量 は 約 1g ) と し た 。 
© 1 (AO fied A FAUT 5SRHOVVAXRANTINKEL, これ 
iC 12.32¢ OF GNGOER, 投薬 時 間 の 長い も 
に は 投与 量 も 多く し た ) を 入れ て 8, 15, 24 時 間 の 後 
CERLVGEL, 水分 の 減量 を 補正 し て それ ぞ れ の 兵 取 
Bedi Kis 8,15 WM Cs aR IETS 
を 与え , 24 WHS SICBMe SAR LRAT 24 


2 現在 RNR ee a os FB EE 
(1959 年 11 月 6 日 受領 ) 


時 間 投 薬 区 で は HEMIOA CVV AR fF KCL Ce 
る 。 ま た 各区 と も に 24 HMB SIC VD ADOBE YO 
連日 血液 を 採取 し , PT を 測定 し た 。 

血管 抵抗 の 測定 の 場合 こと に は , 1 個 の ガラ スポ ッ ト に 1 
頭 の マウ ス を 入れ て 考 飼 を 投与 し た 。 血 管 抵抗 は ルチン 
の 効力 検定 に 用 いら れ た 小沢 ら (1951) DPEROAE 
で 測定 し た 。 

赤血球 数 は Hyem 液 を 使用 し て 測定 し た 。 


KR 結果 


1. ワル ファ リン 濃度 , 摂取 量 , 死亡 率 の 相互 関係 
1 日 あたり の 毒 飼 に 対す る ネズ ミ ぇ の 授 食 が 24 時 間 CA 
後 , 24 時 間 摂 食 と する ) の 場合 , 0.25~0.0005% Dee fel 
を 4 回 (4 日 間 ) 連続 投与 する こと に より 供 試 マ ウス は 
全部 死亡 する が , 0.0025% OMB Zz 4 [lS SvV0d 0.25 
~0.025% Df 3 HES LEA CII BISIE TS 
に 低く な る 。 そ し て 生 回 投与 し た 際 の ワル ファ リン OW 
後 W と 略記 ) の 総 摂 取 量 は 0.25~0.0005% で 21.88 
~0.026 mg, 0.00025% で 0.0309mg で あり ,3 回 投 
与 で は 0.25~0.025% で 19.5~1.92mg THS_0 EL 
て 1 日 あたり の 平均 W 摂 取 量 は 0.25~0.0005% で 5.47 
~0.014mg, 0.00025% で 0.0077 mg で ある 。 し た が 
っ て 濃度 が 0.0005% 以上 で あれ ば 4 日 間 毒 飼 を 連続 摂 
取 す る と と に より 確実 た に ネズ ミ を 殺す こと が で きる が , 
3 日 間 の 連続 返 食 で は , た と える 濃 渡 が 高く 1 日 あたり の 
HIE 4 日 間 の 場合 の それ より 高く と も , その 死亡 率 
は 非常 に 低い こと に な る 。15, 24 時 間 摂 食 の 生存 日 数 は 
ほぼ 同等 で 8 時 間 摂 食 ま より も や や 小さ い が , 各区 で 渡 度 
間 に 生 存 日 数 の 差異 は 認め られ な い (第 1 表 ) 。 

次 に 1 日 あたり の 毒 飼 摂 食 時 間 が 15 時 間 の 場合 ,0.25 
~0.0025% OBsfalz 4 回 連続 投与 する こと に より 非常 
に 高い 死亡 率 が 得 ら れ , 5 回 投与 に より 確実 と に ネズ さ を 
殺す と と が で きる 。 し か し 0.0005% で は 6 回 以上 投薬 


! 末 論 文 の 一 部 は 衛生 動物 学会 大 会 に な いて 発表 し た (1959 年 4 月 )。 


en Gee 


a2 HARA ® BS & a 


BAG BL 


第 1 表 IVI 7) VBMOBK, 投薬 回 数 , 摂取 量 , 死亡 率 の 相互 関係 


平均 体重 mh & : 150 @#&a Yu7z7) 4 1Adiz oO 

Be Begg RWB ウル ファ リン 死亡 数 / 供 度数 EAP BL 
ER (時 間 ) (FA) (mg) 摂取 量 (mg 
IG. 0.25 4 24 96 11.05~21.88 5.47 5/5 5 De 
18.0 4 3 4 72 IIS) 6.5 IAS 6.0 
16.1 0.025 4 My 96 220M 0.6 5/5 0 
16.0 ク 3 ク 72 E92 0.64 2/5 
16.1 0.0025 4 Ui 96 0.264 0.053 5/5 : 4 
19.0 0.00125 7 ク ク 0.063~0.124 0.031 5/5 4.4(2~6) 
eo 0.0005 4 ク 4 0.026~0.055 0.014 5/5 5.2(2~6) 
MO 0.00025 7% Wy Yi 0.0309 0.0077 2/5 4.0 
16.8 0-25 4 15 60 19.8 A295 4/5 4.5(3~9) 
15.8 0.025 5 Mi (5) U95 N39 0.27 5/5 5.0(3~6) 
V7.2 4 4 4 60 1-73~1.98 0.49 4/5 3.5(38~4) 
1 る 0.0025 6 / 90 0.21~0. 267 0.044 5/5 5.8(4~8) 
1629 グ 5 ク 75 0.208~0.32 0.064 5/5 6.6(3~8) 
FRY 0.0005 6 4 90 0.0415~0.0558 0.0093 4/5 4.7(4~6) 
IG} Ih 0.25 8 8 64 Ooo lob 1.45 3/5 9.3(6~11) 
ot 4 ク 32 6.2 1.24 0/5 
1622, 0.025 9 ク Me 0.41~1.07 0.12 5/5 6.8(4~9) 
15.9 ク 6 4 48 0.53~0.76 0.13 3/5 4.7(4~5) 
i 0.0025 6 4 4 0.089~0.115 0.019 4/5 6.3(4~8) 
16.2 0.0005 8 4 64 0.0214~0.029 0.0036 4/5 7.8(5~11) 


pe ae BE FG ee 
RICL ASE) OPRAH SHORA GER 
te I E pa aie oe: 
CHO), 4 回 の 連続 投与 で , W IRB < CORR 
は 低い が , 0.25~0.0025% Dae fil e 6~9 回 連続 投与 す 
る に と に よっ て 高い 殺 そ 率 が 得 ら れる 。 また 10.0005% 

で は 5 回 投与 で る 供 試 ネズ ミ は 全部 生存 する が , 8 回 の 
授与 と より 高い 死亡 率 が 得 ら れる 。 し た が っ て 100% の 
殺 そ 率 を うる ! に は 0.0005% 以上 の 各 渡 度 で 9 回 以上 投 
与 し な けれ ば な ら な いこ と こと が わか る (第 1 表 )。 

we IK tlk 24, 15 時 間 摂 食 の 場合 , 最初 の 3 日間 
は それ ぞ れ 1 個体 あたり 平均 2.5~3.0g, 2.1~2.3g 
で ある が 4 日 目 か ら MDL, それ ぞ れ 1.8,11.3g と な 
っ た 。 し か し 8 IFHTER CLE E CHREOY LK 
少 が な く , 1 上 且 あ た り 平 均 0.5~0.8g を 摂取 し た 。 

2. PTOURCAZASMORE, 死 記 率 と の 関係 
0.25~0.00025% の W 4 A HAS OW NEE 
が 0.0005% Dif 8 METER SeEBAOZ|5 APA 
af ES Lic) 連続 投与 し た 場合 の P の 消長 を 調べ 
た 結果 は 第 1 図 に 示す よう に な る 。 す な わ ち 24 時 間 授 
食 の 場合 (第 1 図 ,1 へ ~5) , 0.25~0.0025% ome faptag 
に より 2 へ 3 日 後に P 補 値 は 300 秒 以 上 た 増大 し , その 
個体 差 は か な り 少 な く , 供 試 ネズミ は 全部 死亡 し た GE 
2 表 )。 ま た 0.0005% で も 3 へ 4 目 後 に PT 値 な 300 
秒 以 上 に 増大 し , これ も その 個体 差 は 割合 に 少な く , HE 


PAA TIL SERIE LF 2H). LmL 0.00025% 
Cht PT 値 の 個体 差 は 顕著 で , 2~3 ARIC PT 値 が 
300 秒 以上 に 増大 し た も ゃ の 7/4 は 死 話し 4A AETCH 
PT 値 人 100 秒 以 下 の 値 を 示し た も の (1/4) は 生存 
た 。 
KIC 15 時 間 摂 食 の 場合 (第 1 図 , 6~9) で は , 0.25%) 
の 奏 飼 の 連投 に より PT 値 は 3 日後 に 300 PDL EIS 
大 し 全部 死亡 し た 。 また 0.025~0.0025% で は PT 
億 の 個体 差 が 著しく , COURTING OMB &, 
増大 っ 減少 っ 増大, あぁ あるいは 増大 後 翌日 も 前 日 と 同じ 個 
を 示し た 後 増大 する 異常 な 形式 な ど を 示す も ゃ の と が あみ 
る けれ どる も, 3~4 ARICP TAS 300 秒 以 上 ある いぼ 
こと これ に 近い 値 を 示し , 全部 死亡 し た 。 し か し 0.0005% 
Cli 4 Alc PT 値 が 300 ML EICHMAL HS OF 
Ct (1/4) し た が , GRICHER LW SO (3/4) kmh 
FEFE LTE 6 

次 に 8 時 間 摂 食 の 場合 (第 1 図 , 10~13) cys, 0.25 
~0.0025% で いずれ も PT 値 の 個体 差 が 大 きく , 40 
後 の P 補 値 が 300 秒 以 下 の も の は 生存 し , また 3007 移 
以上 に 延長 し た も の で も 生存 する も の が あっ だ HQ 
表 )。 そ し て 0.0005% (5 日間 投与 ) で は P TORE 


' は 著しく な く 全 部 生存 し た 。 ま た 第 1 図 か ら わ か る て 3 


に , 0.25~0.0005% 24 WERKE, 0.25~0.0025% 15 
REE, 0.25~0.00025% 8 mE CHS 1 [A . 24 
時 間 後 の P 了 値 に 大 差 は な い が , 第 2 回 投与 24 時 間 以 
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後 の P 了 値 は 濃度 が 低く , Pes = °° 
短い も の ほど 個体 差 が 著しく , 異常 な 2 
形式 の PT を 示す も の が 多く な る 。 

結局 第 3 表 に 示す よう に , 24,15 時 
間 摂 食 で 濃度 が 高い と きた に は PT が 
300 秒 以 上 に 延長 する まで の 日 数 は や 
PATE) Lm UL 15, 24 時 間 摂 食 で 
濃度 が 低い 場合 お よび 8 時間 摂 食 で は 
その 日 数 は や や 多く , 濃度 間 に 差 異 は 
み ら れ な い 。 

次 に 第 4 表 に 示す よう に PT [firs 
300 秒 以 上 に 増加 する と 大 部 分 の ネズ ‘ 
PETOM 1~3 日 に し て 死亡 する O0025% 

が , 濃度 の 低い と き あ る い は 援 食 時 間 7 

の 短い と き に は その 日 数 が 短い 傾向 が ee 

Oo Ueto CHO KIC ESI 

PT が 早く 300 秒 以 上 に 延長 し て も 必 0 ere, 
ず すず しゃ 早く 死亡 する と は か ぎら な いと の 
陸 な る と 才 を られ る 。 

3. 中 毒 死亡 ネズ ミ の 解剖 所 見 中 
毒 死亡 ネズ ミ ぇ の 出血 部 位 と 例 数 と の 関 a 
PSG 6 表 の よう に な る 。」 大 部 分 の 
ネス ズミ で は 和 了 肺 (60/60) お よび 消化 管 
(47/60) Om BASHS,. そし て 
8, 15, 24 時 間 摂 食 の 順序 に 脳出血 で soe 
死亡 する 例 数 が 多い 。 

RICH 7 表 に 示す よう に 出血 形式 は 
9 種類 に 分 けら れる が , BH, ILA 


4 


00005% 
の 場合 


9 
0.0005% 


の 坦 合 


5 


000025% 
の 場合 


1 2 3 4 


供 試 数 の 半数 以上 を 占め て いる 。 ま た 1 へ 5: 24 MELON 。 6 へ 9: 15 BIRR OBA 


i, 脳 と 他 の 組織 の 出血 で 死亡 し た 10~13: 8 時 間 摂 食 の 場合 gai: PT ( 秒 ), ie: 日 数 


第 2 表 OE ee did dd ta BE, 死亡 率 の 相互 関係 


pe 1 日 あたり の = ウッ レジ テリ 日! 
co, fae BE wom me we Eee se eee 
4 (時 間 ) (mg) 摂取 量 (mg) 
18.3 0.25 24 96 24.35 6.09 5/5 4.8(4~5) 
17.6 0.025 2 2 2.24 0.56 5/5 2 
17.2 0.0025 Z 2 0.409 0.068 5/6 4.2(2~6) 
19.2 0.0005 Z 2 0.0567 0.0142 4/4 4.0 
15.0 0.00025 2 2 0.0257 0.0064 3/4 5.0 
18.3 0.25 15 60 13.4 2.68 5/5 4.3(4~5) 
17.6 0.025 2 2 1.844 0.369 5/5 4.4(3~5) 
18.0 0.0025 2 2 0.227 0.0568 4/4 4.0(2~7) 
16.4 0.0005 2 2 0.0469 0.0117 1/4 5.0 
P025 8 32 6.15 1.23 0/5 
18.3. 0.025 2 2 0.87 0.174 3/5 6.6(6~7) 
16.8 0.0025 2 2 0.171 0.0428 1/4 3.0 
16.2 0.0005 Z 40 0.0269 0.00675 0/4 
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HAD ADDERS 


Elie | laid) ン 濃度 と PT が 300 秒 
以上 に と 達する 日 数 と の 関係 


PT が 300 


秒 以 


濃 B 1 日 あたり Pei 300 
omen —EC ETS BR | gp pice 

(%) (時 間 ) 2 3 4 し じ し な いも の 
0.25 24 3 2 

0.025 2 3 2 

0.0025 2 5 

0.0005 2 3 1 

0.00025 2 1 2 1 
0.25 15 5 

0.025 2 1 3 1 
0.0025 ク 2 2 

0.0005 4 ‘an 3 
0.25 8 1 2 | 1 
0.025 4 1 1 | 3 
0.0025 4 1 2 1 

0.0005 2 4 


at 


第 4 巻 BLE 


第 5 表 PT が 300 秒 以上 に 到達 する 日 数 と 


生存 日 数 と の 関係 

PT が 300 eH A 数 
PULICH 
ts AHR 3 4 5 6 

2 1 3 7 3 

3 if 8 4 1 

4 2 6 il 
LOWE AMID, 肺 出血 度 の 軽い と こと が 特徴 で 


ある 。 ま た 胸部 お よび 消化 管 の 出血 で 死亡 し た も の は 和 肺 
OH DSL A, MEE OHM CHE LEO CLA 
HH ML BE VLHE A> > Feo 

4. PT の 延長 と 血管 抵抗 減弱 と の 関係 15,24 時 間 
EOWA, W IRE 0.25, 0.0025% と を も に 投薬 回 数 
2 回 まで は 大 部 分 の 個体 の P 補 値 は 300 秒 以 上 に 達せ 


第 4 表 ヤ ワル ファ リン 濃度 と PT が 300 秒 以 上 に ず , 赤血球 数 も ほぼ 正常 値 を 示し , Ai Rp REE 
_ 到達 後 死亡 する まで の 日 数 と の 関係 VY AOWH EE CHRDT) の 減弱 も 著しく な い 。 し か 
mo | 1 日 あたり の ee ee し 8, 4 回 投票 24 時 間 後 で は , P 補 値 は 大 部 分 300 秒 
on cE 」 2 3 4 以上 に 達し , 赤 血球 数 の 減少 ML FLORES L 
a | ‘ : Wo 更に この 場合 , 減圧 に た より 供 試 個体 ほす ペ で 胸 う 
nee の ie ( 腔 ) 内 出血 を 示し , また 脳出血 する も の も ある 。 し か 
Se g r PaaS aid LIREEDAVIEE, 授 食 時 間 の 長い ほど , ime 
0.00025 4 1 2 減弱 し , C5, MOM MPR <hSEEWSDE IE 
0.25 15 eee! Eo ES < 
ve ‘ 4 : : 次 に 24, 15, 8 時 間 摂 食 の 場合 > BEOIAT1MO 
0.0005 2 1 毒 師 を 授 食 きせ た 場合 CLS, 1957a) (CHWS 
ee aa ; ei 抵抗 の 減弱 , DRUTERECO WD O FEE ICH LV PHILA BS 
a れ な か っ た 。 し か し 8 時 間 摂 食 で 0.25% OFzfial& 4 [el 
第 6 表 ワル ファ リン 中 毒 死 マ ウス の 出血 部 位 と その 例 数 
1 日 あたり の 
mam A) ge 試 数 | = zs 2 bi : = 
(時 間 ) 脳 胸 こ う ( 腔 ) Bie OR RB 腹 こ と う ( 腔 ) 肝臓 ODA CB) 皮下 
24 26 13 11 26 MENG 23 3 
15 20 13 1 10 14 ” | 
8 14 4 4 TO 3 3 1 5 
BTR ワルファリン 中 毒 死亡 マウ ス の 出血 型式 , Heme Ie LOE AR 
Mas kU 胸部 お よび 。 PMc kU Pic kv ; . 
EE fae 消 tt 管 消 化 ts 胸 rian > lL Rts 腹 Cae) IS > = 
Hf Jed 中 wt @ ig C5 BC そ の th 
血 型 iy yyy coe at ‘ 
例 数 12 6 7 6 4 1 
; 1 
eats 4.0(83\5) 5.5(3~11) 6.0(4~11) 5.9(4~7) 5.5(5~6) 4.0 4.0 4.0 4 
Te WER 2/85 1/30 1/30 5/20 0/20 0/5 0/5 2/40 
| | /60 3/85 3/30 5/30 13/20 0/20 0/5 0/5 2/40 
* Benzol, ** 肺 お よび 胸 こ うに 出血 。 


1960 年 3 月 


Hi Hy: IIVVRBEAMIVIs Vv 35 


mam EON AAO MEE EP T, Cm, SE HOE 


FEA OBA 


PSLEBAOMT 5H Meise <, 0.25,5mg の W 
ete faz 1 AIC 1 PORAC 4 回 投与 し た 場合 と 同 
ROGREALICD, 24,15 時 間 摂 食 の 場合 の それ より 
BWLD DiC) (第 9 表 )。 また 他 の 8 時 間 摂 食 の 場 
S (0.25% 3 回 , 0.0025% 3,4 回 ) で は 脳 , fac 5 Ic 
義和 全 する 例 数 は な い 。 そ し て 8 時 間 摂 食 の 場合 こ に は い ず 
LE PT 値 の 増大 は 著しく な い 。 ま た 0.25, 0.0025% 


1 日 あたり ジフ リフ PT 赤血球 数 Bit se tote’ oo 
oper OR Bi mae SE wes 3 rn 
(時 間 ) (%) (BY) (53 / mm!) xk  B* E * es 
24 1 0.25 43.0~77.0 1079(966~1204) 0/20 0/20 fiir(4) itt 
2 2 2 197.0~>300 872(808~987) 0/20 0/20 肺 ④ 2 
2 3 2 >300 702(634~749) 1/20 1/20 pea HWC54), » 
4 肺 (3, ac 5 (4), 
L 4 y y. 819(417~1082) 4/20 4/20 BO, EEO). L 
: a3 Wii (4), fc 5 (3), 
15 3 2 2 672(396~899) 16/20 17/20 ay? Fee 2 
2 4 2 2 756(511~897) 11/20 12/20 pelt 胸 こ う 3 , » 
24 1 0.0025 83.4~137.6 1069(1029~1100) 0/20 0/20 ji (4) aT 
2 2 2 168.0~>300 968(864~1025) 1/20 1/20 肺 (④ h HL 
2 3 2 123.8~>300  894(869~937) 2/20 4/20 Bead 34), » 
2 4 2 >300 700(295~844) 9/20 10/20 肺 (d, fer 5 (4) 7 
15 3 2 216.4~>300 715(616~1000) 6/20 7/20 Wid), HOD (4) 7” 
2 4 2 >300 735(401~980) 4/20 4/20 RR ol eG IE 2 
* Benzol, ( ): Plax 
第 9 表 1 日 に 1 個 の 毒 飼 を 投与 し た 場合 と 8 時 間 De Gel ee 8 時 間 摂 食 さ せ た 場 合 の 1 日 あたり の W ER 
摂 食 の 場合 と に お ける 減圧 に よる 胸 と こう, 量 は それ ぞ れ 1.45, 0.019 mg (第 1 表 ) で あぁ る か ら , 
; POEs in Ae AHPC W の 摂取 量 が 少な いた め , 前 者 で は W ORE 
投薬 量 ey PI HC 取 量 が か な り 多 いけ れ ど も 1A LAOBMLES Lic 
ある い は 場合 に な られ た よう に , W に 対す る 感受 性 が 低い た め 
毒 飼 濃 度 回 数 (RD) 胸 こ と う NG aaa ate ES \V 対す る ines es た 
に , NE es. 
1 | 40.4~124.8 0/8 0/8 で に 述べ eR 
0.25 | 2 | 34.0~5300 1/8 0/8 Se SERS e er by WELD fan Oe 
3 een Ba ae ee こと 減弱 する も の で は な く , WUEICE SD Hip 
I op See eh a. 3/9 0 血 度 の み で 血管 抵抗 減弱 の 程度 を 比較 で き な い こと が ね わ 
3 か る 。 し た が っ て , 24,15 BREE Cis 8 ERIE RDS 
e600 00 Nags: 
5 2 | 184.4~236.6 ae 0 い は 1 日 に 1 個 の 奏 飼 を 投与 し た 場合 より る 血管 抵抗 の 
3 >300 0/3 0 ae 
(mg) 4 > 300 2/3 0/3 WRG 15) > Sa UN, pa, ie 
次 に 24,15 時 間 摂 食 の 場合 , と も に 1 回 投薬 後 24 時 
0.25 3 17.0~163.0 0/4 0/4 nae eee ede en * 
(%) 4 32.0~167.2 2/4 0/4 間 で 供 試 マッ ウス 全 部 が 一 様 に 著しい eA Pe oe. 
I ; ; し (を ん 潜血 反応 が 強 陽性 で ある る と と か ら ), その 程度 
0.0025 | 3 14.4~49.2 0/4 0/ ae +: 
(%) | 4 13.8~36.6 0/4 0/4 も 著しい 。 8 時 間 摂 食 の 場合 の 消化 管内 出血 は 1 日 に 1 
— : TE 回 投与 し た 場合 GF, 1957a) と 同様 の 傾向 を 示し , 
Tjl SO tia a は 8 時間 中 考 初期 で は いずれ る も 24, 15 HEEROMA Ky oe 
(hi o 


し く な い が , 中 毒 が 進行 する と それ は 著しく な り 三 者 間 
に 差異 が みな られ な く な っ た 。 

また 減圧 死 マ ウス の 各 帽 葉 間 の 出血 度 に 顕著 な 差異 は 
み ら れ な か っ た 。 


者 a 


本 実験 か ら , WIRBEDMER< (0.0005%) て る 1 日 あ た 
り の 授 食 時 間 が 長け れ ば , 4 回 の 投薬 回 炒 で 確実 に ネズ 
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を 死亡 させ る こと が で きる が , HAMMAM 4, 1 
週間 ~10 日 間 も 連 続投 薬 し な けれ ば 100% の 殺 そ 率 を 
うる こと が で きき な いこ と が わか る 。 そし じ で 濃度 が 高く 
(0.25%), ERR De < (24 時 間 ) て も , 4 回 以下 の 
投薬 で は 100% の 死亡 率 が 得 ら れ な いか ら , 0.0005% 
以上 の 濃度 の 毒 飼 で あれ ば , 死亡 率 は 投与 回 数 人 お よび 援 
食 時 間 と 密接 な 関係 に ある と いえ る 。 

次 に 1 日 に 1 個 の W 奏 飼 を 2 週間 あるいは それ 以上 
連続 投与 し た 場合 ) 100% の 殺 そ 率 を うる に は 1 日 あ た 
0 lmg MROBREe VELL, これ 以下 の 薬 量 で は 
P 字 値 お よび 血管 抵抗 の 個体 差 が 大 きく , 投薬 回 数 の 増 
加 に 伴っ て 必ず し も 洒 増 し な いこ と を 三坂 ・ 草 野 (1955) , 
草野 (1957 a , 1958) は 明らか に し て いる 。 し か し 本 実 
験 の 結果 か ら , 24,15 時 間 摂 食 の 場合 に は , 8 時間 摂 食 
BLOL AW LOR LES LEBAE YD FSP 1 
少な い 薬 量 で 100% の 殺 そ 率 が 得 ら れる こと こと が 明らか に 
な っ て いる 9 そ じ て 前 者 で は 後者 と 同 量 ある い は 非常 に 
少な い 薬 量 で P 値 の 個体 差 が 比較 的 少な く , BEER 
の 増加 と と も に PP 穫 値 が 調 王 に か つ 急 激 に 延長 し PT 
値 の 洒 増 の 停滞 ある いい 1 時 的 な 減少 の ょ よう な 異常 形式 
を 示す も の が 非常 に 少な いこ とこ と, また 異常 形 式 を 示す る も 
の で る も 最終 回 の 毒 飼 の 投与 24 時 間 後 ま で に PT 値 が 
300 秒 以 上 に 延長 し て いる こと と, 血管 抵抗 の 減弱 度 に お 
いて も 3 へ ~4 回 の 投薬 24 時 間 後 で すべ て の 個体 に 一 様 
に その 増大 が 認め られ る こと こと な どか ら , 総 摂取 薬 量 が 少 
な く (有効 薬 量 以上 ) て も た を ず 微 量 の W を ネズ ミ が 
BRMISTHEICKIT, CHWUELEDDBNSATLAC 
SEEKS EWR DS 

MIC LAC I POBMAIES LABA GA, 1957a, 
b) お よび 本 実験 の 8 時間 摂 食 の 場合 より も , 15,24 時 
間 摂 食 で 死亡 し た も の の ほう が 脳出血 例 数 が 多く, また 
! 管 抵抗 試験 で る 脳 に 出血 し て いる 例 数 が 多く , 多量 の 
毒 飼 を た え ず ネズ ミ に 摂 食 させ る と と に より , 脳 血 管 の 
TEV. (Hi) 弱 性 が 特に 増大 し 破れ や すく な る も の と 考え ら 
US 


BAe B1E 
YRIC PA REIETS AA & OH MIZE VS 14 th. D WA 7 ae Sl O> 
bIMITFPISNS,. £05 SIMLERKLOMHE MM CH 
CELE OUT OPPS < AH BER 28, 肺 胸 
co 5 i CHEE Lite } OEM HY in BEA MII 23H Do 
と れ は W 中 毒 に よる 各 器 官 の 血管 抵抗 の 減弱 度 が か な 
り 異 な る と こと を 示し て いる 。 ま た W lA RE OWE 
YER) 22 RO (8) する 作用 が あり , これ は その 筋 自体 に 対 
する 作用 だ よる こと を 草野 (1957b, 1958) が 明らか に 
し て いる 。 し た が っ て 連 目 多量 の W BRMERATAZ 
ミ に 摂 食 さ きせ た 場合 に 中 考 初期 か ら ぁ ん 潜血 反応 が 強 陽 
性 で あぁ あり, 消化 管 出血 例 数 が 多い こと は , W の 平滑 筋 麻 
ひ 作 用 と 密接 な 関係 が ある よう に 思わ れる 。 


摘 Be 


SAR, BRE, IDv7 7) VY, ECS, 
prothrombin time の 延長 , 血管 抵抗 減弱 度 の 相 五 関 
係 か ら , 1 日 あたり の 考 飼 摂 食 時 間 が 長い ほど 100% の 
死亡 率 を うる の に 必要 な 濃度 お よび 投薬 回 数 が 少な く て 
よい こと が 明らか に な っ た 。 こ れ は prothrombin time 
{A な らち びに 血管 抵抗 の 減弱 が 斉一 に 増大 する こら と に ま よ 
Do また 中 毒 死亡 ネズ ミ の 誠 検 に より , 1HHSKV OE 
食 時 間 の 長い ほど 消化 管 , 脳出血 で 死亡 する も の が 多い 。| 
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Summary 


Interrelation between Bait Consumption, Prolongation of Prothrombin 
Time, Mortality and Decrease of Blood Capillary Resistance 
in Coumarin Rodenticide Warfarin 


By Tyuzi Kusano! 
Laboratory of Applied Zoology, Faculty of Agriculture, Tokyo University of Education, Tokyo 


1. Interrelation between warfarin concentra- 
tion, bait consumption per day and mortality: 
With successive administration of poisoned bait 
containing more than the minimum effective 
concentration of warfarin, it was found that the 
time or amount of bait consumption per day and 
the numbers of times of administration are more 
responsible for mortality rather than the concen- 
tration of warfarin. 

2. Interrelation between warfarin concentra- 
tion, time of bait consumption, prolongation of 
prothrombin time and mortality: The greater 
the consumption of warfarin bait per day, the 
lower was the concentration needed for the distin- 
guished prolongation of the prothrombin time of 
the poisoned mice and for the high mortality. 
However, there was no close relation between 


the days of survival, warfarin concentration and 


the days necessary for the prothrombin time to 
attain over 300 sec. 

3. The resistance of blood capillary decreased 
markedly in parallel with the increase in pro- 
thrombin time and in the numbers and times 
of administration, but no obvious relation was 
found between the resistance of blood capillary 
and warfarin concentration. 

4. Haemorrhage in the mice killed by warfarin 
could be classified into nine types based on the 
degree of haemorrhage. Among these, the 
haemorrhage types of the brain and the digestive 
organ were predominated. 

5. From the results of studies up to date, it 
is concluded that the decrease of blood capillary 
resistance running parallel with the prolongation 
of the prothrombin time plays a major role in 


the toxic effect of warfarin. 


* Present address: Laboratory of Applied Entomology, Faculty of Agriculture, Tottori University, 
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入 と 植物 組織 


iter eh 


大 阪 府立 大 学 農 業 短 期 大 学部 


FTF LY OMB NO AS stylet OF 5 GH) A 
に 関し て は , Zwetcert (1915), Davipson (1923) お 
KO Situ (1926) な ど 多 く の 学 者 の 研究 が あり , 
BoDENHEIMER & SwirksKI (1957), BORNER & HEINZE 
(1957) お よび Kennepy SrroyAan (1959) に よる 絵 
説 も ある 。 こ の 方 面 の 研究 は 応用 上 重要 で ある に も か か 
わら ず , わが 国 で は 全く 行 な あ れ て いな い 。 私 は 多数 の 
植物 に 寄生 する アブ ラム シ 25 属 34 種 を 材料 と し て を 
の 研究 を 行なっ た の で ここ に その 結果 を 述べ た いと 思 
De 

論文 を 発表 する に あたり , この 問題 を 提示 され て 角 
切な ご ど 指 導 を 賜わり , 多数 の 貴重 な 文献 を みせ て いた だ 
いた 高橋 良一 博士 , 植物 組織 に つい て ど 指 導 下 さっ た 当 
学部 の 久保 利夫 博士 お よび 高橋 良 正 先生 , ERILEWE 
験 に つい て ご 指導 と ど ご 助言 を 賜 わ っ た 林 匠 青 先 生 の 各位 

CREO HME RRT So 


hy 3 B. & 


寄主 植物 に 百 針 を そう 入 中 の アブ ラム シ (お る も に 無 
ND ES ND es 
ル ガ ス 中 に 投じ て 急激 に 麻酔 させ た 。 固定 液 た 浸漬 を 容 
BNCF SID, 70% アル コー ル に REA, 水洗 の の 
ち ホ ル マ リ ン 10% WHC 24~48' 時 間 固 定 し , を た た び 
NR キシ ロー ル を 経て パラ フィ 

VICMH Le. CNET TI RAVELDICHEMME ? 
クッ トミ クロ トー ム で 厚 さ 15g の 連続 切 三 と し , 1 種類 
に つき 1000~4000 枚 の 切片 を 検 鏡 し た 。 切 断面 は 主 と 
し て 寄主 植物 の 横断 面 と し , 一 部 の 種類 で は 縦断 面 も 観 
祭 し た 。 百 針 そ う 入 の 完全 な 状態 を 検 す る 機会 は 横断 面 
の ほう が は る か に 多かっ た 。 染色 に GUE PD Se SS 
フラ フィ ー ル ド ヘ マト キシ リン お よび 酸性 フク シン を 使用 
ee 


Ast ¢t Agtl & 5 (#8) Stylet Sheath 


DUD 7a He WOMB ITE 5 AS Iie SHEA ITE (HE) 
UZ jZko で お S40 で いる aye と これ は 百 針 しょ 5 Bae leone 


(1959 年 11 月 30 日 受領 ) 


液 し ょ う salivary sheath EM iF, CME els 
胞 内 容 物 が だ 液 と よっ て 変化 し て 形成 され る (Davison, 
1923; van Hoor, 1958; NickEL & SyLvesTER, 1959) 。 

白 針 し ょ う は 一 般 に 細胞 膜 間 を 通過 する と き に は わ ず © 
か で ある が , 細胞 内 を 貫通 する と き に は きわ め て 顕 閉 で 
(た だ と えば アザ ミオ オビ ヒゲ ナガ アブ ラム シン Macrosiphum 
giganteum Matsumura, #1 Mhz, 1), 細胞 内 容 の ほ 
と ん ど 全 部 が 刀 針 し ょ う で 占め られ , 核 そ の 他 の 含有 物 
は その す 婦 に 押し こと こめ られ て いる 場合 が 少な く な いま 
た 戸 針 し ょ う の 表 面 は 平滑 で な く , HICK BORMAN 
お よび 種々 の 分 泌 細 胞 内 で は それ ぞ れ で ん ぷん , EOF 
の 分 泌 物 が だ 液 た より 変化 し , SBSWWEASLEDOR 
面 中 付 落選 ララ OTB emo. ASL OES 
そう 入 じ て いる と どき より も , AHRRSEK MKS LITAG 
針 こ ん 跡 stylet track £ UCHODICHECTKS. 7 
タオ アブ ラム シ の 一 種 Cavarzella sp. の 寄生 に よっ て 
カク レミ ノ に 作ら れ た ロ 針 こん 跡 は その 顕著 な 一 例 で あぁ 
る (第 図版, の 。 タ ラフ フタ オア ブラ ムシ Cavariella 
araliae TAKAHASHI Clk, ABADI? FORMS 

る と き 多 量 の タン = ン が 付着 する の で , 百 針 し ょ う の 

aniaeme nents oer nee cel 
DWLE RH MORM EASA (Wy) (RLA(CB)) 先端 と 
の 間 GS IRhk, 2, 3,7, 8), また 葉 し ょ う GH) 238 
LUZELUMMITSZLESITILHL LS LELOM AL 
図版 , 3) の 宰 気 中 に も 形成 され , その 形 ゃ BEE 
RE 

FTF AY OWE L (Gi) BB CL Ai) E) Mla OIL 
FE, FFAFAYWACE)BORVT OME, BKOA 
針 の 毛細管 作用 に よっ て 行なわ れ て いる (Zweicert, 
1915; Davipson, 1923; Kennepy & STROYAN, 1959) 
が , Atl & SIMRO LE ASHNRORBR RICE 
RO4DtERDINVG« 

ERMA IC Ke CHS NRWMMABLO 


それ に 隣接 し た 他 の 細胞 内 に 満た され , ESD 


間 を 通過 する ときには 細胞 膜 の 膜 孔 を 通じ て 隣接 細胞 内 
に 拡散 する も の と 思わ れる 。 


ee = 


1960 年 3 月 


上 記 の 状態 は 次 の すべ て の 種類 に 観察 され た 。 ク ロト 
ゲ マ ダ ラ ア ブラ ムシ Tuberculoides stigmata Marsv- 
MURA (寄主 植物 : コナ ラ ), 
Ovatus menthae Bucxton (ヒメ ハッ カ ), 


PSTN i i A dD ES) 
TC 02H 
アブ プラ ムシ Diphorodon cannabis Passerini (¥ +), 
イヌ マキ アブ プ ブラ ムシ Neophyllaphis podocarpi Taxa- 
HASHI (イヌ マキ ), ヨメ ナノ アブ ラム シ Aleurodaphis 
asteris Taxanasui et Sorin (ヨメ ナ )。 


植物 組織 内 へ 申 針 そう 入 す る 状態 


植物 組織 内 に そう 入 さ れ た 口 針 の 先端 は , 周知 の よう 
TOHICUMR, 特に し 管内 に まで 達する IMM, 1, 
2, 3, 4; 第 I 図版, 9, 12) 。 し か し 口 針 の 進入 経路 は , 
植物 , アプ ブラ ムシ の 種類 ある い は 個体 に よっ て 差異 が あ 
DO, 次 に 列記 する よう な 種々 な 場合 が 認め られ た 。 

1. 口 針 を 気孔 か ら の みそ う 入 する も の カン ショ フワ 
アブ プラ ムシ Ceratovacuna lanigera ZEHNTNER (A 
aA, es 1 SM) 


orientalis TaxauasnHt (Unilachnus orientalis TAKA- 


EVYINIFTFIAY Schizolachnus 
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HASHI) (アカ マツ , 第 2 図 )- と の 2 種 は , 常に 寄主 植 
WMORFL ib L CAS HMMA ICT SAL, 前 者 で 
は 検 鏡 し た 123 Hl (うち 口 針 に よる も の 22, Astra 
跡 に よる も の 101), 後者 で は 71 例 (うぅ うち 口 針 に よる 
も の 27, 口 針 こん 跡 に よる も の 44) の すべ て は 気孔 か 
ら そ う 入 し , 他 の 部 分 か ちら そう 入 し た 例 は 全く 認め られ 
な か っ た 。 こ の よう に 常に 気 礼 か ら の み 口 針 を そう ぅ う 入 すす 
る アブ ラム シ は , 従来 全 ぐ 未知 で あっ た と 思わ れる 。 
2. 口 針 を 表皮 の 細胞 間 を 通し , ある い は 細胞 を 貫通 
し て 組織 内 に そう 入 し , まれ に 気孔 を 通し て そう 入 す る 
も の ほとん どす べ て の アブ ラム シン は こと れ に 属し , た と 
えば エゴ ノ ネ コア シア ブラ ムシ Ceratovacuna nekoashi 
Sasaki (中 間 寄 主 , アシ ボソ ) Cis, 第 エ 表 に 示す よう 
に 表皮 細胞 を 費 通 する も の が 最も 多く , 気孔 を 通し て 進 
入 し た も の は 最も 少な か っ た 。 

普通 これ ら の アブ ラム シ の 口 針 は , 植物 組織 内 で は 主 
と し て 細胞 間 を 通過 する 。 し か し ムギ クビ レア ブラ ムシ 
Rhopalosiphum padi L. (4%), ヨメ ナノ アブ ラム シ 


Aleurodaphis asteris Takauasui et Sorin (ヨメ ナ ) 


第 1 図 スス キ の 葉 の 横断 面 と カン ショ ワタ アブ ラム 
シ Ceratovacuna lanigera ZEHNTNERD A $f 


ァ カ マツ の 針 葉 横断 面 と マッ フク ハア ブラ ム 
Schizolachnus orientalis TAKAHASHI の 口 針 


第 2 図 
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コン が 
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Ceratovacuna 


nekoashi Sasaki が 口 針 を 表皮 組織 に そう 人 


第 4 巻 第 十 号 


シ Dasyaphis onigurumi SuiNj! (7 v2) で は 割合 顕 


¢ プ ¥ Ze VA y> 思ふ =e 
著 で ある 。 MAKE SAT SMILE LABICTOEL, 結 


2 ea miKZIFLOUCTL IAF SbORHSS. HIM 
a eer Pee tou tee 5,6)o ECM SAW MM OME SI C7 b OLA BN 
=f 72 (IMR 9) 
“4 3 76 Ke 
Ee ane 47 3. 口 針 が 組織 内 で 細胞 問 の み を 通過 する も の 多く 
気 FL の アブ ラム シ で は , FSHEMLBRA CIS AL IC MMII Zi 
Wl, ERESICMANY BibT SCEhLHOD, EE 
L CHE AMICAIBT STFC IAT TF LY Platyaphis 
( TD fagi TAKAHASHI (ブナ お よび サ ルズ ペリ 2 
\ at の 
ROSIN TS ムシ Tinocallis kahawaluokalani Kirxatpy (サル ス 
SA 
Ra A), SSW HBREO BAMICBELELEDEE 
Os 1eeeenn HRT TAN Myzus persicae Surzer I 
UU SED ie ER Cn. ae 
ce ee see, ダイ コン ) な ど で は , 日 針 は 海綿 状 組 織 細 胞 間 の みな を 通 
Os PO っ て し 部 に 達し , 細胞 内 を 買 通 する も の は み ら れ な か ラ 
argue BOace ho CHEOYFRCLE DY CHBEROSHL £5 RBAG 
ISN 30a れ た 。 ワ ラビ ツメ ナシ アブ ラム シ Shinjia pteridifoliae 
“ Yea Suminj! (ワラ ビ , 第 4 図 ) で も 品 針 は 表皮 , KOR 
at ei mace: お よび 内 皮 の 細胞 間 を 通り し 部 に 達する 。 
第 3 図 キョ ウチ クト ウ の 葉脈 横断 面 と キョ ウチ クト 


ウ ア プラ ムシ ApPhis nerii FonscoLomBg O13 


お よび キョ ウチ クト ウ ア ブラ ムシ Aphis nerii Fons- 
COLOMBE (キョ ウチ クト ウ , 第 3 図 ) な ど に 巡ら れ た よ 
うに , 細胞 内 を 貫通 する こと も ある 。 

また 一 般 に 日 針 が 細胞 間 を 通過 する と き に は 口 針 し ょ 
う は 比較 的 顕著 で な い が 記 ムギ クビ レア ブラ ムジ Rho- 
palosiphum padi L. (イネ ) お よび クル ミ Rear os 


BAM フワ ラビ の 葉 の 横断 面 と ワラ ビッ メチ ナシ アブ 
ラム シ Shinjia pteridifoliae Sunn OPE 
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4. 口 針 が 組織 内 で 細胞 内 の み を 貫通 する も の マツ 
ハア ブラ ムシ Schizolachnus orientalis Takauasut 
7 カマ ツ 葉 ) で は , ASS ic AMIN HX, fil 
息 間 を 通過 する も の は 見 られ な か っ た 。 

"5. 口 針 が 進入 点 か ら 最 も 近い し 部 に 直進 し な いで 遠 
回 りす る も の 植物 お よび アブ ラム シ に よっ て 異な る 
が 次 の よう に 種々 な 例 が みなみ られ た 。 : 

(a) 百 針 が 厚 膜 組織 を 避け て そう 入 さ れる も の モン 
ゼン イス アブ ラム シ Nipponaphis monzeni TAKAHASHI 
利 間 寄主 アラ カシ ), ケ アブ ラム シ の 一 種 Chaitophorus 
SP. (ヤマ ナラ シ ), カシ ムネ ア ブラ ムシ Xenothoracaphis 
RR カシ a ee IN Te 
Matsumuraja rubifoliae Taxanasur (キイ チ ゴ ) な ど 
で は 針 は 厚 膜 組織 を 避け て 細胞 膜 の 肥厚 し な い 艇 線 に 
を そっ て , あぁ あるいは 更に 管束 し ょ う (HM) (CHE L CAME 
如 り し て そう 入 さ れる 場合 が 多い 。 HIT A SDS AMA 
忠通 する と き は 膜 和 孔 か ら そ う 入 され る も の と 思わ れる 
D>, 厚 膜 組織 で は 膜 孔 は 細長 いな みぞ と な り , AIC L 
分 枝 す る た め 百 針 の を そう 入 は 困難 と な り , Cav ze ities 
で 遠回り する も の と 思わ れる 。 
| (b) ロ 針 が 厚 膜 組織 内 を も 通過 する も の ムギ クビ 
UF T7IALY Rhopalosiphum padi L. (イネ, 第 図版 , 
3, 10) お よび シナ ケア ブラ ムシ Chaitophorus chinensis 
TaxanasuHl (ヤナ ギ ) Cla, ロ 針 は 容易 に 厚 膜 組織 内 
庄 も そう 入 さ れる が , す べ て その 細胞 間 の み を 通過 する 。 

(c) 百 針 だ し 部 に 達し で て のち, し 部 の み を 通っ て 進 
彩る る いい は 回 針 を 刺し じ 変 状 る は の フタ オア ブラ ム 
YO) 一種 Cavariella sp. (第 工 図 版 , 5) の よう に , 
澤 針 が し 部 の な を 通っ て 進入 する BA, BOWER 
ZWEIGELT (1915), Davipson (1923) お よび SmitTH 
(1926) G4 指摘 し た よう に , 多く の 種類 で は 口 針 だ し 
報 に 達し て の ち 再 三 先 端 部 の み を 刺し 変 えて 新しい 細胞 
CE5AL, ASL &EDODARTSbOLSV. Fieb 
SL カ所 の 吸 液 で は , 1 個 の 細胞 (あるいは し 管 
のみ 吸 液 する こと は 少な く , ほとん どす べ て の 場合 多く 
DRM D> > BUF So TOIMIAKOTAT ORM Ic 
され た 。 アサ コブ アブ ラム シ Diphorodon cannabis 
PASSERINI (アサ , 第 1 図版 , 8, ヤブ タバ コア ブラ ム 
FH Aleurodaphis blumeae vaN DER Goot (ヤブ タバ 
, BUM, 12), スス キア ブラ ムシ Longiunguis 
@ponicus TAKAHAsHI (AA), キョ ウチ クト ウ ア ブ 
ムシ Aphis nerii FonscoLoMBE (キョ ウチ クト ウツ ), 
デア ブラ ムシ Aphis polygonacea MATSUMURA ( ミ 
FUN), ケア ブラ の 一 種 Chaitophorus sp. (ヤマ ナラ フラ 


Rashiwae 


か ら 


a 
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See Oe 


255 
ee 


8) 
5) ve) ray A 
q DOO 


Sees SO 


SSR 7FInvOMRMMML AY AaAT IF’ 
シ Xenothoracaphis kashiwae Ure © (1 


SA Ne teed Fon ee 
Cha), 守 ギ クビ レア ブラ テラ ムタ シ 
palosiphum padi L. (イネ ), 


Aleurodaphis asteris TAKAHASHI et Sorin (ヨメ ナ )。 


Chaitophorus chinensis 
Rho- 
Ay ee 


TAKAHASHI 


(d) 吾 針 が 木 部 を 通過 し て し 部 に 達する も の カシ 
ムネ アブ ラム シ Xenothoracaphis kashiwae Uyg(7 7 
カシ , 第 5 図 ),) キ イチ ゴト ゲ ア ブラ ムシ Matsumuraja 
rubt Matsumura (キイ チ ゴ ), ハッ カコ ブ ア ブ プ ブラ ムシ 
Ovatus menthae Bucxton (ヒメ ハッカ) な ど 葉 の 表面 
に 寄生 し た も の で は , 品 針 は 木 部 を 通過 し て し 部 に 達 す 
る 。 ま た ニホン ケ ブ カ アブ ラム シ Greenidea nipponica 
SuENAGA ( ウ バ メガ シ ) Ch EOKMORICHH CAR 
が 見 られ た (第 図版 , 6)。 

(e) 吾 針 が 管束 部 を 通過 し , HO, を た た び し 
部 に 達する も の = 三 ホ ン ケ ブ プ カ ア ブラ ムシ ンジ 
nipponica SUENAGA ( ウ バ メガ シ ) で は , 百 針 は し 部 お 
LOG 5 Hie aL, 木 部 の 内 側 を 通り , AReEe 
通し て を た た び し 部 に 達する 場合 が み ら れ た 。 こ の と き 
丹 の 細胞 は 破壊 され て いる も の が 多い 。 

以上 記述 し た よう に , BSORILMBCEL, 普通 
し 管 ま た は し 部 細胞 内 に わずか に そう 入 さ れる が , モモ 


アカ アブ ラム シ Myzus persicae SurzerR (ゴマ )。 ハッ 


Greenidea 


カコ ブ ア ブ ラム シ Ovatus menthae BuckToN (ヒメ ハ 
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ッ カ ) の 2 例 で は し 管 の 内 壁 に 治っ て 深く 円 弧状 に そう 
入 さ れ て いた も の が みな られ た 。 

5. し 部 以外 の 部 分 に 口 針 の 先端 を そう 入 す る も の 
ァ アブ プ ブラ ムシ の 百 針 の 先 端 は し 部 に 達する の が 普通 で ある 
BD, は な は だ まれ その他 の 部 分 だ に そう 大 され る こと 
が ある 。 
PasseRInI で は アサ の 導管 の 間 を 通っ て 先端 が 木 部 柔 和 
FICE TSLORHSY, AEVEVT FI AY Rho- 
palosiphum padi L.(4 #) で は , Bett LS BIBL 
CBRL SITES ASNTVS4OBZSNK BI 
図版 , 8 。 

アァ ブ ラム シ の ロロ 針 が 細胞 間 を 通過 する と き は , MAE 
の ペク チン 質 か が ら で き て いる 中 層 を だ 液 を よっ て 分 解 B 
て そう 和信 され る (McArLrLan & Cameron, 1956; BORNER 
& Heinze, 1957), 前述 の よう に 百 針 が 細胞 内 を 買 通 す 
SERCH, LMICKEs CRALON IF VRAD ALT 
ZA RLENSEEDEGLZ ENG © 

MVE-BYAYVBRBEOVIBVAY TCH, AS LIE 
れい し じ ょ の し じ 部 に そう 人 し じ し て RINGS (HA, 1953), 
Smita (1926) は カイ ガラ ムシ Dactylopius の 百 針 は し 
BE ARMBIC, ETEX7ZIWSX AVE Capsidae 0 2 fe 
Clagett 管束 部 に 見 られ た ご と を 報告 し じ , Porrarp 
(1955) に よれ ば コナ ジラ ヲ ラミ Bemisia tabaci GENNADIUS 
は ウソ ワタ に お いて 日 針 を ほとん ど 和 常に し 部 に , KAVITA 
(Eee DIT SD EW Oe 
Bropy (1942) ji) yaOae FY SaWNA Typhlo- 
cyba pomaria McA. が 福田 (1952) は フタ テン コミ ド 
リョ コバ イ ] Chlorita biguttula Ismipa が それ ぞ れ 寄主 
植物 の 菜 の き く ( 査 ) 状 組織 細胞 か ら , また Smite (1926) 
は ヒメ ョ ヨコ バイ 科 Typhlocybidae © 2 lt & < HMA 
繊細 胞 と 管束 部 か ら 吸 液 す る こと を 記録 し て いる 。 こ ね れ 
放し eS se, Ao LY 
EEIENT, CORMMMULOBRGS 7c LAERTAX 
Gree 


2D Dio 


アァ アサ コブ ア ブラ ムシ Diphorodon cannabis 


MA RSH ATLD Cuirpers & 


摘 oe 


25 属 34 種 の アブ ラム シ に つい て 口 針 が 植物 組織 に そ 
う 人 され る 状態 を 観察 し た 。 を の 結果 の 果 要 は 次 の と お 
0 で ある 6 

1) Ate RE MMICS SATS, ほとん どす べべ て 
の 種類 で は , 表皮 細胞 間 ま た は 細胞 内 を 買 通 する が , あ 
る も の は 気孔 か ら そ う 和 し, 同一 種 で も 二 定 し な いし 
Pl, カン ショ ワタ アブ ラム シ Ceratovacuna lanigera 
ZEHNTNER (AAY) BEOVVING TI AY Schi- 


BAS Bl 


zolachnus orientalis TaKkauasul (アカ マツ ) の 2 種 は 
常に 気孔 か ら の みそ う 入 する 。 

2) 百 針 が 植物 組織 内 に 進入 する と き に は 一 般 に 細胞 
間 を 通る が , 細胞 内 を 貫通 する と と も し ば し ば あり 7 結 
唱 体 を 含む 細胞 も 容易 に 買 通 する 。 厚 膜 組織 で は 細胞 内 
を 買 通 する とこ と は まれ で , 」 細胞 間 の み を 通る か BOW 
は この 組 織 を 避け て 和 務 組 織 を 通る 場合 が 多い 。 し か し じ し マ 
ツノ ハア ブラ ムシ Schizolachnus orientalis TAKAHASHI 
Cla, 常に アカ マツ 針 葉 組 織 細 胞 内 の み を 費 通 する 。 

3) 百 針 し ょ う は 細胞 間 を 通過 する 部 分 より る 細胞 内 
を 買 通 し た 部 分 に 顕著 で , EKRR CASADEI EO 
Hl, BSW I LBZLOMOBAHICAOB MSH 
So AStl & SSAA ANOMB CRO DICS4REOS 
の Bove. 

4) 百 針 の 先端 は ほとん ど 常 に し 部 細胞 内 , 特に し 管 
内 に そう 入 さ れる 。 有 皮 層 細胞 内 に そう 入 さ れ た も の は 県 
られ な か っ た が 7 まれ に 未 部 ある い は 管束 & FICCI 
入 き され て いた 個体 も 見 られ た 。 ま た 百 針 は そう 入部 か らら 
最も 近い し 部 に 達する と は か ぎら ず , 皮 層 を 達 回 り 
ある い は 和 髄 線 を 経て 鏡 に は いり じ し じ 部 に 達する る の 7 お る 
い は し 部 また は 木 部 の みな を 通過 する こと が ある 。 ま た 再 
SelM CMa SOLMHTSLO CSR <, Fe 
OPO LV MNCL EA SODAS AMOD RL 
た も の が 多数 み ら れ た 。 
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Summary 


Insertion of Stylets of Aphids and Plant Tissues 


By Masato Sorin 
Junior College of Agriculture, University of Osaka Prefecture, Osaka 


The insertion of stylets into host plants has 
een studied in 34 species of aphids belonging 25 
enera. Aphids feeding on host plants were 
uickly paralyzed with ethyl ether, and plant 
ortions with aphids were fixed by formalin 
10%) for 24-48 hours. 
hick, were stained with DELarigLD’s hematoxy- 


Paraffin sections, 154 


ine, safranine T and acid fuchsin. The main 


results are summarized as follows: 

1. In most species the stylets are inserted 
into epidermis intercellularly, intracellularly or 
sometimes through stomata, but Ceratovacuna 
lanigera ZEUNTNER On Miscanthus and Schizolachnus 
orientalis TAKAHASHI On pine leaves insert the 
stylets into the plants always only through the 


stomata of the leaves. 
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2. In many species the stylets inserted in plant 


tissues pass usually intercellularly, and also 


intracellularly through even cells 


but 


frequently 


containing crystals, insert intercellularly 


in sclerenchyma or parenchyma. Schizolachnus 
orientalis TAKAHASHI inserts the stylets always 
intracellularly through the insert parenchyma 
and endodermis of the leaves of Pinus densiflora. 

3. The stylet sheaths or salivary sheaths are 
usually more developed within cells than between 


them and are formed even in air between the 


南 カ リフ オォ オル ニア さば ぐに お ける アブ ラム ジ の 分 散 


Dicxson, R. C. (1959) Aphid dispersal over 
‘Southern California deserts. Ann. Ent. Soc. 
Amer. 52 (4): 368~371. 

SIPS HICHEBUCWST VIF VIS BIT IT AY 


WBSMCWATCEPHEVbLwREBT, 1956 3A it 
nS C, SA LBHOS Alley x 7 ald < 
Ey IPD IM BID Sei area) UG Ge oh op 
の 捕 織 実験 を 行なっ た 。 両 さば く の う ち 前 者 は 耕地 か ら 
me 15 v4, RAIS < 57 マイル 離れ て いた 。 
MSIE < ICO DT AIF RY ORELEYN DS 
1 年 生 植物 が な い に も か か わら ず , そ と で 相当 数 の アブ 
がら た これら の アブ ラム の 中 に は さば 
く の 中 の 多年 生 植 物 を 寄主 と する と と が で きる 種 も あっ 
た が , EC BUILD ADV S iz PhD 6 ARSE Utz & 
の と 思わ れ た 。 こ の 場合 の 主要 種 は Therioaphis ma- 
‘culata BuckTon (コロ ョ ラド か うら ) 
ブフ か ら ), Rhopalosiphum fitchii 
(ST 
数 は ほ場 に お ける 大 飛行 の 例 (Toxoptera graminum 
EN 
る 。 し か し さば くに は ほ場 が あぁ っ た と 仮定 する 場合 , 数 世 
代 後 に は 0 ds Ce SA, 経済 的 損 
害 を 起 と すす 糸口 と な る に 十分 な 数 (1 茎 あ た り 40 HE 
度 ) 
以上 の と と か ら ア ブラ ムシ の よう に 容易 に 分 散 す る こと 
ん 虫 に は 5~10 マイ ル の 距離 は な ん ら の 障害 と は な ら 
て 高山 RT fis ps 
Kosei 75 マイ ル の 距離 を 越え で 分 散 
と すら ある 。 


(岐阜 大 農 福島 
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tip of rostrum and the surface of plant epidermis, 


or between the leaf sheath and the stem, when 
aphids feed on the stem through the sheath. 

4. The stylets usually reach phloem, especially 
sieve tubes, but were observed reaching xylem 
or bundle sheaths in a few cases. 
necessarily extend to the nearest phloem, and 
sometimes pass round about through cortex, pith 
ray or pith, and in some cases are extending 


in phloem or xylem. 


ナガ ミヤ クハ モグ リバ エエ 亜 科 一 種 の 飛行 範囲 , 分 散 様 
式 お よび 個体 群 密度 


Murra, M. S. and R. B. Marcu (1959) Flight 


They do not 


| 
4 


range, dispersal patterns and population density 


of the eye gnat, Hippelates collusor. Ann. Ent. 
Soc. Amer. 52 (6): 641~646. 
流行 性 眼病 (pink eye) の 媒介 虫 で あぁ る Hippelates” 


collusor は 南 か カリ フォ ル = ニ = 


方 で , 居住 地 か ら 1~5 マ イル の 距離 に あぁ る 有機 物 を 剣 
む な 耕 され た 砂 土 で 多量 に 発生 する 。 山 と さば くに 囲ま れれ 


た Palm Desert 地区 ど Indio 地区 で ハ ェ の 帳 を 捕 
放射 性 P32 を 混入 し た えさ を 与え て 放ち 各地 区 の トラ 本 


プ に 挿 え られ た 数 を 調べ た (放っ た 数 は 前 地区 で は 2 回 
30,600 と 33,700 Hi, 後 地 区 で は 38,000 Fi), 

分 散 の 最大 距離 は 両 地 区 で それ ぞ れ 4.1, 4.3 マイ ow 
で あっ た 。 ハ エエ を 放っ て か ら 5~6 時 間 で 4 平方 マイ 
OMB, と これが 13 Ae Cie 10 平方 < マイル に ゎ だ ただ う 
tc (HMA ONC), また 13 目 目 ま で は ドラ ッッ 2 
捕え た 放射 能 ハ ェ の 数 は ほぼ 一 定 で あっ た が の ち に 急減 
OR ee 
寿命 は 2 る ~3 週間 と 推定 され た 。 こ の 場合 農地 と 宅地 で 
PWR Ay ACMA HASH, ot. 
は あま り 採 集 さ れ な か っ た 8 

放っ た ハ ェ の 数 と , トラ ッ プ で 捕え た 総 ハ ェ 数 で 対 当 
る 放っ た ハ ェ の 割合 と か ら , ハ ェ の 個体 群 密度 (?) ば 
1 ェ ー カ ー あ た り 3,580~5,150 頭 と 計算 され た 。 tO 
際 低 温 (67~94°F) , 風 (時 速 4~5 マ イル 以上 ), 降 古 
"(0.7 イン チ ) な ど は ハ ェ の 飛行 に 障害 と な る 0 wie 
間 の 休息 地 は 地表 面 , Seis LUMI eC, CO 
よう な と こと ころ で ば ぱら ば ら に に 休 息 し で て いる 。 

(REA 福島 E=-RR wR) 
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分 布 ・ 発 生 に 関す る 研究 
第 2 報 両 種 の 分 布 ・ 発 生 と 土壌 と の 関係 に つい て 


Py Ie 
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— 筆者 ら は 第 1 報 (正木 ・ 内 藤 , 1960) に お ぉ いて, シ 
還 イ ナチ モ ジマ ダラ メイ が ガ お よび マメ シン クイ ガ が ガ の 両 種 が 
関東 東山 地域 に た どの よう に 分 布 し , 被害 を 与え を えて いる 
か を 報告 し , 主として 年 平均 気温 と の 関連 と に お いて, 当 
聞 域 で は シロ イチ モジ マダ ラメ イガ は 11~12°C の 地帯 
ECHL, 特に 14°C 以上 の 地帯 に お いて 生息 密度 
疹 高い こと , これ に 対 じ て マメ シン クイ ガ は 年 平均 気温 
どの 関係 は な られ な か っ た が , 土壌 条件 や 栽培 条件 と 関 
MEDS HY, こう ( 洪 ) 積 地帯 と 沖積 地帯 で は RAE DS 
旅 っ て いる らし いと 述べ た 4 筆者 は 更に この 両 地帯 で 両 
種 の 発生 や ゃ 分布 が どの よう に 異な っ て いる か を 明らか に 
の 1957,1958 Sire er vvu yx HRERKCL, 
埼玉 県 内 の と う 積 性 火山 灰 土地 帯 と 沖積 土地 帯 に つい て 
実地 調査 を 行なう と 同時 に , 当 場 内 の と う 積 , 沖積 畑 に 


Ba こう 積 土壌 
(関東 ロス のみ) 、 


Geen 


お いて も , 1955~1957 年 の 3 年 間 同 一 条件 の も と に 各 
種 の ダイ ズ を 栽培 し , 両 種 の 動 的 な 発生 , 被害 の 状態 を 
調査 し た 。 

本 文 に は いる に 先 だ ち , 常に 激励 の こと ば を いた だ い 
た 当 場 の 正木 十 二 郎 技 宮 ) な ら び に 終始 調査 に 協力 を 惜 
し まれ な か っ た 相坂 一 郎 技官 (現神 戸 植物 防疫 所 勤務 ) 
に 対し て 心から お 礼 申 し 上 げ る 。 ま た 実地 調査 に あたっ 
て は , 普及 員 各 位 お よび 地元 関係 者 各位 の 協力 に ょ る 
と こと ろ が 少な く な か っ た 。 記 し て 謝意 を 表し じたい 。 

2. COR, 沖積 地帯 に た お ける 
両 種 の 発生 分 布 調査 

調査 方 法 

埼玉 県 は 第 1 図 の ょ よう に と う 積 地帯 と 沖積 地帯 が 相 半 
(EL, 耕作 地帯 の 大 部 分 を 占め る 。 こ と こう 積 地帯 の 多く は 
こと う 積 性 火山 灰 土 (関東 ロー ム ) で あっ て , その お も な 


第 1 図 埼玉 県 に お ける と こと う 積 , 沖積 土壌 の 分 布 と 調査 地点 


(1959 年 12 月 5 日 受領 ) 


PR 
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る の は 北 足立 人 台地 , 武蔵 合 地 , 北部 こと う 積 合 地 と し て 東 
部 寄り の 県 中 央 部 お よび 中 南部 , 北部 に 広がっ て いる 。 
北 足 立 台 地 と 武蔵 台地 の 間 に は 荒川 流域 の 沖積 土地 帯 が 
ほぼ 南北 に 細長 く 横 た わり , 県 北部 か ら 東 部 に か け て は 
北 足 立 合 地 を 包む よう に 広く 利根 流域 の 沖積 土地 帯 が 存 
存する 。 い うま で も な く , と これら の こと う 積 , PR ATS 
非常 に 対称 的 な 存在 で あっ て , 土壌 の 各種 の 理化 学 前 性 
質 ゃ 立地 条件 を 異 に する 。 

調査 は 1957, 1958 年 に ,。 上 述 の 両 地 帯 を 対象 に 行 な 
い 世 第 1 図 に 示 層 た よう に 調査 範囲 は 鴻巣 ) LBKE, 
Jit, 東松山 , FEA, 行田 の 各市 お よび 北 足立 , 入間 , 
tis, 北 埼玉 児玉 の 各 郡 た 及 必 だ 調査 数 は 第 1 表 の 
e957 年 に うう 積 21 DH, HAR 24 HPT, 1958 
年 に は それ ぞ れ 23, 20 AAC, 両 年 の 合計 数 は 各 44 
カ所 で あっ た 。 調 査 地 点 は で きる だ け 両 地帯 か ら 対 称 的 
た に 選び, た と えば ある 沖積 地帯 か ら 5 地点 を 調査 し た と 
すれ ば , それ と 比較 対象 に な る べき 最も 近い と こと ころ に あ 
る こう 積 地帯 か ら も 5 地点 を 調査 する と いう よう に し 
to 調査 は マメ シシ クイ カカ ガ 計 重点 を お き 有 Tb 型 品 種 
(HARM) ERIC rok, これ は 第 1 報 の 調査 か ら 
マメ シン クイ が ガ が で は 土壌 条件 に よる 差 が ある し じい こと が 
予測 され た こと と と , 当地 方 で は ABO RED Tb 型 品 
種 に 最も 多く , し か も Ib 型 品種 が 最も 広く 栽培 され 
で お り 有 7 調査 に 好都合 で ある こと な どの 理由 よる る ゃ る の 
EIR 


第 1 表 EMA, 年 次 別 調査 地点 数 疹 よび 1 地点 

あ 72 り の 平均 調査 きょう (Be) 

Zo He 沖 ail 

eR = 

地点 数 きょう 数 | 地点 数 きょう 数 
0 |e) *21 419.6 24 394.0 
1958 23 420.7 20 388.3 
a at 44 — 44 — 


REWORE BILE OS 4A AOBE £5 GF MiCwKT 
る 発生 量 の 集積 と みな すこ と が で きる の で , 調査 時 期 は 
落葉 期 か ら 収 穫 期 ご どろ と し た 。 両 年 と も 1 地点 より 400 
内 外 の き や を ラン ダム に 採取 し , 被 填 ざ や は 分 解 し て マ 
Be Aes yee a Fe ee 7 AO tH OD) a 
BIC LES DICENENAML Ro 分別 方 法 は 第 1 報 の 
と お り で ある 。 調査 の さや 数 を 400 内 外 と し た の は 同一 
地点 か ら 採取 し た も の を 最低 300 以上 (普通 10 本 内 
外 ) 調査 すれ ば , その 地点 に お ける お よそ の 発生 状況 を 
推測 で きる か ら で あ る 。 実際 調査 し た さや ゃ 数 は 1957 年 
が 平均 420, 1958 年 は 392 で あっ た 。 


BAS BL 


調査 結果 
thy” A 
調査 結果 は 第 2 素 に 示す よう に , こう 積 地帯 の ほう が 


一 般 に 発生 , 被害 が が 多く, 沖積 地帯 で は 少な い 傾 向 が み ] 
られ る 。 すなわち , 1957 年 の 平均 被害 きょう (次 ) 率 は 
と う 積 地帯 で 最高 34.0%, 平均 14.7% で あぁ っ た の に 対 


し て , 7 沖積 地帯 で は 最高 13.8%, 3 5.9% で は 
る か に 少な か っ た 。 続く 1958 年 も と う 積 地帯 は 最高 
50.5%, 平均 16.9% で あぁ っ た の に 対し , 沖積 地帯 で は 


それ ぞ れ 25.7%6, 11.7% で あっ た 。 し か し , 個々 の 数 


字 を みる と , 両 地帯 の 差 は 確 然 と し た も の で は な く , ご 
う 積 地帯 で も 発生 が 少な か っ た り , 沖積 地帯 で る 発生 が 


比較 的 多い と と ころ も あっ た 。 た と え を えば 北 埼玉 郡川 里村 届 


巣 の 一 帯 な ど は , と う 積 で る 発生 が 少な か っ た し 』 北 足 
立 郡 吹上 町 小谷 , RATA, FALE, BOR 
馬 室 な どの 調査 地点 は いずれ も 沖積 で あり な が ら 被 害 は 
必ず し も ゃ 少な く な か っ た 。 た だ し , と これ ら の 地帯 は 多少 


他 の 所 と 土壌 条件 が 異な っ て いる の で ある が , 詳細 は 考 7 


察 の 項 に 譲る とこ と に し た い 。 と の よう な 両者 の 違い を 単語 


に 平均 値 と し て 推計 学 的 に 取り 扱う な ら ば , ぼら つき の 


多い 両者 の 間 に 有 有意 な 差 を みい だ すこ と と は むず か し い の 
で ある が , HHEIOREROOA GD ERTELTH 


る と 第 2 図 の よう で あっ て , 両 地 帯 に お ける 被害 程度 が 
どの よう に 異な っ て いる か が わか る 。 す な ね わ ち 沖積 地 麗 計 


で は 比較 的 被害 が 少な い ほ うに 集中 し て で おり, 0~5 の % 
Db ORES <, 5~+10% BONITME, 10% bic 
な る と 急 に 少な く な り , 25% 以上 DLOWEDE<SE 
か っ た 。 し か し こう ヲ 積 地帯 で は 前 者 に 上 比較 L CRE RK 
きい も の が 多く , 5~10% が 最大 で それ 以上 の も の は 徐 
々 に 少な く な る が , 沖積 地帯 で な か っ た よう な 25% DW 
上 の も ゃ も の も か な りみ られ 最高 は 50.5% に も 達し た 8 


第 2 表 こう 積 性 火山 灰 土 (関東 コーム ) 地帯 お よ 
び 沖 積 土地 帯 に お ける 両 種 の 発生 被害 量 の 比較 
CLR E & £4 B%) 


it a | 年 次 | CoB om BR 
| 1957 14.7 5.9 

2A AH 1958 16.9 TU 
AVA 均 15.8 8.8 

y ] | 

| 1957 1.9 3.0 

APA | 1053 ee 6 2.6 
ee A VE ee TG 2.6 


YVEAPF モ ジュマ A ANU CI, 195742 Ore 
松山 市 北 吉 見 根 古 屋上 の 山 ( と こう 積 ) お よび 1958 年 
の 上 尾 市 上 尾平 方 (HE) OD IRN TREC 
われ る の で , 本 表 の 計算 か ら は 除外 し た 。 
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ざ の よう な こと か ら , 当地 方 で は 被害 量 を IME CLT 
15% 以上 の も の は こう 積 地帯 に 多く , こと に 25% 以上 
の も ゃ の は に ほとんど 同 地 帯 に 限ら れ て いる が , 15% 以下 
の も の は 沖積 地帯 の ほう に 多い こと な ど を 両 地 帯 の 特徴 
あけ る と と が で きる 。 
ロイ テモ ジマ タダ ラメ が 

当地 方 に お いて 本 種 の 発生 分 布 を 調査 する 場合 に , マ 
シン クイ ガ と 同一 時 期 と 行なう の は 発生 時 期 が か な り 
すれ て お り , 1b 型 品種 の 被害 が 少な いと こと な どか ら 適 
が 一 広 そ の 結果 を 未 事 と , 第 2 表 の よう に 両 
Phi OFABOZBIELAERW ES CHS. LWW 
Rls, WLAVAYVAAA LMCI HUH ITP OS 
いい 傾向 が あっ た 。 た だ し 第 2 表 の 脚注 こも 記し た よう 
We, Matbarice 1 点 ず つ 極 端 に 被害 の 多い と ころ が あっ 
だが, これ ら は 異常 と 思わ れる の で 除外 し て 平均 値 を 計 
算 し た も の で ある 。 


3. と こう 3 積 , 沖積 軸 に お ける 両 種 の 
発生 被害 量 の 比較 試験 


BRA 

© 4 OPEN Ca 4 UE A UES AE SBR 
の こう 積 人 台地 ( 北 足立 台地 ) で あり , 北 半 面 は 元 荒 川 , 
利根 川 に よっ て 形成 され た 沖積 地帯 で ある 。 前項 の 調査 
盾 果 か ら も わか る よう に , こと の 両 地帯 に お ける マメ シン 
軟 イ カ ガ の 発生 量 に は きわ め て めい りょう な 差 が あり , こ 
世 積 台地 に 比較 し て 沖積 地帯 で ある 上 農 試 三谷 ほ場 , 鴻巣 
ELK, 川 里 村 共和 地区 な ど で は 発生 が 非常 に 少な 
Vo さい わい に 当 場 の ほ場 は この 両 地帯 に また が っ て 存 
供する の で , 1955~1957 年 の 3 年 間 , 両 ほ 場 に それ ぞ 
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れ 面 積 う 5 アー ル の 試験 区 を 設け , HELE D> © AMEE I 38 
DERMIO 4 X10 品種 を 3 回 に 分 け て まき , HMO 
発生 時 期 に は いつ で も 産卵 た 好適 な 若 ざ や が ある よう に 
し た 。 は ほぼ 5 且 お き に 5 株 10 本 ずつ の ダイ ズ を ラン ダ 
ム に 抜き 取り , その さや ゃ 全部 に つい て 内 部 の 幼虫 を 取り 
HL, 種類 別に 幼虫 数 を 調査 し た 。 ま た 収穫 時 に は それ 
ぞ れ 10 株 20 本 の ダイ ズ を ラン ダム に 抜き 取り , さや 
全部 に つい て 両 種 の 被害 を 調査 し た 。 

調査 結果 

発生 量 を 幼虫 数 に と よっ て 比較 する と 第 3 KO Fiz, 
マメ シン クイ ガ が ガ は 明らか に こう 積 畑 に 多く 沖積 如 に 少な 
か っ た 。 し か も その 差 は は な は だ し く , 1955 年 は 前 者 
の 850 頭 に 対し て 後者 は わずか に 121 頭 , 同じ く 1956 
年 は 2071 頭 に 対し て 122 BA, 1957 年 は 1504 頭 に 対 
し て 247 頭 に すぎ ず , 平均 発生 頭数 の 比 は 約 9 :1 CH 
っ た 。 し か し シロ イチ モジ マダ ラメ イガ は 両者 癌 に ほ と 
ん ど 差 が な く , 大 体 同様 な 発生 量 を 示し た 。 


第 3 表 当 場 の と こう 積 , 沖積 畑 に お ける 両 種 の 発生 


| "ラメ イガ 
年 次 一 クラ 
| COB 1 積 と う 積 沖 積 
1955 850 121 646 902 
1956 2071 122 1003 1029 
1957 1504 247 857 896 
BAR 当 場 内 の こう 積 , 沖積 畑 に お ける 両 種 の 被 
害 き ょ う 率 (%) の 比較 (1955~1957 HOM 
均 , & 20 ARB) 
| | シロ イチ モジ 
| HE ine OS ADAH I 
| 態 | 調査 品種 | ーー 
| 型 | COR MH) COR 沖積 
lal de! OO 0 TH IIR 
Bl Ib| #4 振 O17 GNC INR 
白花 埼 1 号 
Ph la ie ee 16-916 032 dn BD 
期 |BR25)| 。 2 
1 Ib ree 23-2 RF Ps * 27. 
| Ic | RAB X ASD 1 SIPs ee Gan 
|Ve| = #8 A Te OT B80 KA 


次 に 被害 は 第 3 表 に 示し た よう に , マメ シ ジ シンク イガ で 
は 幼虫 数 の 場合 と 同じ く や は りこ う 積 畑 に 多く , 沖積 畑 
に きわ めで て 少な いと いう 結果 が で た 。 た と えば la B 
品種 で は 3 ヵ年 の 平均 被害 きょう 率 が こう 積 畑 で 16.99% 
で あっ た の に 対し て 沖積 畑 で は わずか に 3.1% で あり , 
また 同じ く Ib 型 品 種 で は 23.2% に 対し て 2.1% に 
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tXipoks し か レシ ョ イチ モジ マダ ラメ イガ に つい 
て は 両 ほ 場 間 に ほとん ど 差 が な か っ た 。 


4. 総括 お よび 考察 


以上 の よう に 埼玉 県 内 に お ける 土壌 別 の 発生 分 布 の 状 
態 か ら , ショ イチ モジ マダ ラメ イガ は こう 積 , 沖積 に よ 
差 ば あま りな い が 」 マメ シン クイ が ガ は 明らか に こう 柄 
地帯 に 発生 が 多い 傾向 が み ら れ た 。 も ちろ ん こう 積 地帯 
で る 少な いと ころ が あり と ど とこ で も 多い と いわ ね わけ で は 
な い が , "ある 程度 以上 発生 の 多い と こと ころ は た いて いこ と こう 
積 地 帯 に 限ら れ て いる よう で ある 。 

CAM OREBAMIC Ko CBS T LUSK ORG 
が ある (江崎 ・ 野 村 , 1948; Kevan, 1955), CH 
HS KO PPARLHE COW MUKEOWM, DBE CIE IR 
(1931) が ヒメ コガ ネ Anomala rufocuprea に つい て 多 
発 地帯 は 軽 し ょ う 土 地帯 に 限ら れ , Bhi be cht p 7s 
いこ と を 報告 し た 。 そ の 後 湯浅 ・ 川 崎 1949) は 埼玉 県 
で 土壌 別に ヒメ コガ ネ の 発生 量 を 食 葉 量 に よっ て 調査 し 
た 結果 , こう 積 地 淀 か ら 沖 地帯 に ゆく に し た が っ て 洒 次 
減少 し , 完全 な 沖積 地帯 で は ほとん ど 被 害 が な いこ と を 
認め た 9 HH (RFF) VL 1948,1949 年 に 長野 県 木島 平 
PICS CEL ANY WHALRY (ELEULT Melanotus 
属 の 幼虫 に つい て ) の 分 布 を 調査 し た と と ころ, いずれ も 
FEL KOR T 5 AH DK KARE AFICS <, 重 粘 な 沖積 
EMI EN CH oe. LPL FHI OM RL 
i Cla, 部 分 的 に とこ と う 積 地帯 と 同様 に 生息 密度 が 高い と 
CARbh), カン ショ や タバコ の 重要 害 虫 に な っ て いる 
を 認め ゐ だ 7 まな た 陸稲 の ネジ ラペ etyraneura 
hirsuta が 殖 土 より 壌 土 に 多い と こと は 早く か ら 知 られ て 
お り (美濃 部 ・ 藤 井 , 1903), 筒井 (1956) は ムギ アカ 
タマ バエ Sitodiplosis mosellana は 一 般 に クロ ボク と 
称す る 第 四 紀 古 層 (こう 積層 ) に 多い 傾向 が ある が , 更 
に 地勢 上 の 立地 条件 も 大 きく 関係 し て いる よう だ と 述べ 
褒 る 加 加 沖積 幸 を 妊 あ 避 の 0 で に は ブフ ドウ ネフ ラ 
ムシ Phylloxera vastatrix が 有名 で あぁ る が (山梨 農 試 , 
1926), #4 25H LUC MAICADPUISEOLUTIE 
コ フ キ ゾウ ムシ Eugnathus distinctus を あげ る こと が 
で きる (AN, 1949), DALBOCAME 土壌 と の 関 
係 に つい て 報告 され た も の は 少な い が , 欧州 で は カブ ラ 
ヤ ャ ガ Euxoa segetum は 明らか に 軽 し ょ う 土 に 多く , 重 
粘 な 土壌 た は 少な いと いう (Grivonov, 1938)。 

以上 の と ん 虫 は いずれ る も 直接 間接 た に 生活 史 の 一 時 代 を 
土壌 中 で 過ごす , いわ ゆる 土壌 こん 虫 で ある 。 マ メシ ン 
クイ ガ も 幼虫 時 代 の 大 部 分 を 土壌 中 で 過ごす 意 味 で は 土 


BAS BG 


BoA (SH) eV eae cee cess S77 ce 
し た 幼虫 は 9 A FRA CAE CICMERHITBAL, 4O 
まま 越冬 し て 翌年 の 7 月 中 旬 ~ 8 月 上 名 さなぎ に な る ま 
で , 約 10 ヵ月 も の 長い 間 を 土壌 中 で 過ごす 。 そ の 間 に 
受け る 環境 抵抗 は 決し て 小さ く な いと 老 え られ むる 2 う 
積 性 火山 灰 土 壌 と 沖積 土壌 で は 土壌 中 の 生息 環境 が 非常 
に 異な っ て いる 。 前 者 は 団 粒 構造 が 発達 し , FLU Ss 
量 や それ に 伴う 通気 性 , 透水 性 が 大 きい の に 反し , 後者 
は それ ら が 非常 に た 小さい の が 普通 で ある また 7 殖 地 の 
高低 , 地下 水位 の 高低 , 傾斜 な どの 地勢 的 な 立地 条件 も 
異な り , こう 積 地 帯 は 一 般 に 高台 に あっ て 終 面 も 多く 地 
勢 は 複雑 で ある が , 沖積 地帯 の 多く は 平ら な 低地 で 地下 
水位 も 高く , HENS ACH SO. BICC DFR, 沖積 と い 
うと こと だ け で な く , 地勢 を 加味 し た 立地 条件 か ら み る と}; 
マメ シン クイ ガ は こう 積 地 帯 で も 沖積 に 近く , Hepes 
地 に ある よう な 場合 は 発生 が 少な く , 沖積 土壌 で も や や 
高 全 に ある 場合 や 斜 面 と な っ て いる まう な と ご ろ で は 必 
ず し も 発生 が 少な く な か っ た 。 別 の 見 方 か ら す れ ば 前 陶 
雨 の 際 ょ よく 滞 水 する まな と こと ろ で は 発生 が 少な く ) 有 比較 
的 透水 性 の 良好 な 土壌 で , 排水 の よい と こと ころ で は 多い 傾 
向 が あっ た 。 

と れ ら の こと か ら マ メシ ンク イガ の 発生 ど 土 壌 の 関 
FReRENDELDTHSEL MOLSITEHS. Fikbb, 
(1) 孔 げ き 量 が 小さ く , 透水 性 の 悪い 重 粘 な 土壌 で し が 
も 平ら な 低地 に あり , 降雨 の と き し ば し ば 潮 水 する ま 列 
な と こと ろ は 発生 量 が 少な い 。(2) 火山 灰 土壌 の まう に 条 
げき 量 が 多く , 通気 , 透水 性 が 良好 な 軽 し ょ う 土 で 高倉 
や 終 面 の 場合 は 発生 が 多い 。 な お , (1) OLS WHI 
土壌 で も 高台 や 斜面 を な し , 排水 が 良好 な ら ば 必ず し も 
発生 は 少なく な い 。 EF (2) の よう な 軽 し じょう 土 で 社 
平ら な 低地 で 排水 が 不良 な ら ば 発生 は 多く な い 。 

以上 の よら うら (a VAYUY IAA HORBAIHICT OM, 
沖積 と いっ た 土壌 条件 だ け で な く , それ に 地勢 的 な 条 供 
や , 気象 条件 (降雨 ) が 加わ っ た 総合 的 な 立地 条件 に よう 
で 左右 きれ る よう で ある 。 ささ の よう な と に は eR 
リム シ の 類 (cutworm) に つい て 知ら れ て お り (Kevans, 
1955 参照 )) また 人 筒井 (1956) が ムギ アカ タマ バ ェ に 世 
いて 指摘 し た と ころ で ある 。 MRE, 特に 降雨 る 重 械 
な 役割 を 持っ て いる と 考え る な ら ば , RRR SMAI 
よっ て 異な る か ら , マメ シン クイ ガ が ガ の 発生 と 土壌 と の 関 
係 は どの 地方 に お いて る も 同様 な 傾向 を 示す と は か ぎら 問 
いと 思わ れる 。 

最後 に 付 言 じ て \ き た だ たい ど と は , マメ ジン クイ な た の 造 
生 は 上 述 の 土地 条件 の ほか に , FA AASMVEW OVERS 
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計 止 占め る 位置 に よっ て も 大 きく 左右 され る と いう こ 
と で ある 。 本 種 の 被 才 は ダイ ズ を 連作 する こと に よっ て 
増大 する が , 輪作 する と 少な く な る こと と は 一 般 に 認め ら 
れ て いる 。 筆者 は 1958 年 に 近接 地域 ある 連作 4 年 目 
の ダイ ズ は ほ場 と , 輪作 し て 作付 1 年 目 の ダ イズ ほ場 で 本 
AED REG Ze 比較 し た 結果 , 前 者 は 被害 きょう 率 45.8% 
で あっ た の に 対し , 後者 ば 5.6% に すぎ な か っ た 。 こ れ 
は 本 種 の 寄主 植物 が ほとん ど ダ イズ に 限ら れ て いる こと と 
か ら る 理解 で きる が , 各 調 査 地点 の 発生 量 は 同一 土地 条 
性 の と に ころ に お いて も か な り 差 が ある と いう こと と は , ダ 
イズ の 作付 体系 上 に 占め る 位置 や , ダイ ズ の 栽培 面積 の 
BAH. TLODE mW ERD, 
5. 摘 BE 

土壌 の 幸い , すなわち こと う 積 性 火山 灰 士 壌 地帯 (第 四 
HCAS) と 沖積 土地 淀 (第 四 紀 新 層 ) に つい て , マメ シ 
ンク イガ お よび シロ イチ モジ マダ ラメ イガ の 発生 分 布 が 
衣 の よう に 異な っ て いる か を 調査 し た 。 

調査 方 法 は 1957, 1958 年 に 埼玉 県 内 の こと こう 積 , 沖積 
両 地帯 -88~ カ所 の ダイ ズ に ほ場 に つい て 被害 調査 を 行なう 
| と に ともに, 1955~1957 年 の 3 年間 当 場内 の こう 積 , 沖 
| 横 畑 に 同一 条件 の 下 に 各種 の ダイ ズ を 栽培 し , 両 種 の 発 
年 量 お よび 被害 量 を 比較 し た 。 

その 結果 マメ シン タイ が は 一 般 に とう 積 に 多く 沖積 に 
彦 な い 傾 向 が み ら れ た 。 し か し シロ イチ モジ マダ ラメ イ 
訪 に は を ぞ の よう な 違い は み ら れ な か っ た 。 

マメ シン クイ ガ の 発生 と 土壌 条件 や 立地 条件 と の 関係 
を 吟味 する と (1) Uc OL DIT 孔 げ き 量 が 小さ く , 
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透水 性 の 悪い 重 粘 な 土壌 で し か も 平ら な 低地 に あり , 降 
雨 の と き し ば し ば 漠 水 する よう な と ころ は 発生 が 少な 
い 。 (2) 淡 山 灰 土 壌 の よう に 防げ き 量 が 多く , 通気 , 透 
水性 が 良好 な 軽 し ょ う 土 で , 商 台 や 和 斜面 に ある 場合 は 発 
生 が 多い 。 な お , (1) OLDHAM CHA CH 
を な し , 排水 が 良好 な ら ば 必ず し る ゃ 発生 は 少な く な い 。 
また (2) の よう な 軽 し ょ う 土 で も 低地 に あっ て 排水 が 
不良 な ら ば 発生 は 多く な い 。 
と の よう に マメ シン クイ ガ の 発生 は 単に こう 積 , 沖積 
と いっ た 土壌 条件 だ け で な く , HUSH Te AHR OAR 
条件 (降雨 ) が 加わ っ た 総合 的 な 立地 条件 に ょ っ て 左右 
され る よう で ある 。 し た が っ て 土司 と の 関係 は どの 地方 
に お いて を 同様 で ある と は か ぎら な いと 思わ 
5| 用 3c me 
Lit - BAN AR— (1943) +h OLENE & Bip. 
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Summary 


Studies on the Distribution and Abundance of the Lima Bean Pod 
Borer, Etiella zinckenella TRETISCHKE, and the Soy Bean 
Pod Borer, Grapholitha glycinivorella Matsumura 


7 Il. 


On the Relationship between Their Abundance and the Soil Type 


By Atsushi Nairo 


Kanto-Tosan Agricultural Experiment Station, Konosu, Saitama Pref. 


_ In the first report, we mentioned the distribution 
and the abundance of the two pod borers of soy 
bean, Etiella zinckenella Treiscuxe and Grapholitha 
glycinivorella Matsumura, in Kanto District, with 


particular reference to their relationships to the 
annual average temperature. The mature larvae 
of both borers hibernate in soil. This paper 


deals with the relationship between their abun- 
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dance and the soil type. 

Surveys were made in 1957 and 1958, covering 
88 soy bean fields of light, diluvial volcanic ash 
soil and of heavy alluvial soil in Saitama Pref., 


Ne 


borer’s abundance was estimated based on the 


on the abundance of these pod borers. 


extent of damage of the pod. Examinations were 
also made from 1955 to 1957 on the extent of 
damage of the soy beans grown in the diluvial 
and alluvial fields belonging to the experiment 
station. Soy bean varieties of different ecological 
types were used in the examination. 

It was generally found that the abundance of 
G. glycinivorella is much influenced by the soil 
type, and it is more abundant in the fields of 
diluvial soil. E. zinckenella, however, is little 
influenced by the soil type in the abundance. 


The former is less abundant in low land covered 


BAe BL 


Ls 


with heavy soil and of poor percoration of water 
where water stands after rain. It is fairly abundant 
in the fields lying on elevated places or on slopes 
and covered with loose soil which is well 
granulated, porous, and of good percoration and 
aeration. Even in the fields of heavy soil which 
is of low poresity, the borer is by no means 
scarce if the fields are located on the elevated 
places or on slope and are well drained. On the 
in the fields 


covered with light soil but is ill drainable. 


other hand, it is rather scarce 


It may be concluded therefore that the abund- 
ance of the soy bean pod borer, G. glycinivorella, 
is affected not only by the soil but also by the 
topography and the amount of rain. In other 
words, the abundance is influenced by the complex 


local condition. 
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アァ ワ ノメイガ の 死亡 要因 に つい て の 覚え 書き 

Cuianc, H.C. (1959) A note on some mortality 
factors of the European corn borer, Pyrausta 
nubilalis. Ecology 40 (2): 310~312. 

と と に 示す アワ ノメイガ の 死亡 要因 は 植物 を 切開 する 
D>, また は 他 の 研究 中 に 偶然 に みつ か る も の で ある 。 

その 1 は 植物 汗 液 中 で 幼虫 が 沈没 する 場合 で ある 。 あ 
る 植物 は 多 汁 期 に 葉 し ょ うと 茎 の 間 , 幼虫 て よっ て 作ら 
れ た 茎 の 孔 中 な ど が 液体 で 満た され る が , Mea 
業 し ょ う の 内 面 や 茎 中 で 食す る た め に 死ぬ ぬ 。 と の よう な 
幼虫 は 無色 , GH, ジェ リー 状 の 液体 中 で 青白 色 , 柔 弱 
で 攻 伸 びき っ で 死ん で いる 0 で の 状態 C24 令 計 少 交 
は 5 令 C に お いて み ら れ る 。 

その 2 は 植物 の 破れ 目 で 死ぬ 場合 で ある 。 幼 虫 に よる 
彼 害 植 物 は 穂 の 重 さ と 風 の た め , 掘ら れ た 実 の 部 分 で 折 


れる 。 て この 場合 幼虫 は 破れ 目 に 直角 に な っ て 穴 の 内 人 午 に 
いる か らら 折れ曲がっ た と と ころ で し め つ けら れ , 体内 容 物 
ISAO VEITCH HS CHAD, 必ず し も ゃ 外傷 を 受け る 
と と は な い 。 と の 状態 で 死ぬ の は 普通 4~5 令 幼虫 で ある 5 
その 3 は 植物 の 孔 中 で 死ぬ 場合 で ある 。 アワ フ マ メイ ガ 
は 摂 食 期 間 の 終わ り ど ご どろ 実 を 去っ て 植物 の 赴 出 し た 部 分 
で よう ( 員 ) 化 する 。 し か し 葉 し ょ うに 包ま れ た 茎 の 部 分 
で 穴 を 作る 場合 ,) こ の 穴 は 葉 し ょ う を 通し て 掘ら れる が 
植物 の 成長 に つれ て 葉 し ょ うと 茎 の 成長 状態 が 並行 し な 
UTE DUNG, BOP USED EWC hore & SS Gls 
Xo CORRDHS MBH RSD CHEM 
と れ ら の 死亡 要因 は と ん 躍 の 自然 防除 に じ に お いて わずか 
な 役割 を 果して いる に すき ぎ な い が , FIP AA EAE 
植物 の 相互 作用 の 好例 と し て 文献 に 加え られ る も の で あ 
A 5% (岐阜 大 農 福島 IE =) 
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最近 議 外 国 に お いて 害虫 の microbial control の 一 


っ の 手段 と し て , ウィ ルス を 利用 する 試み が な され て い 
る 。 わ が 国 で は この 方 面 の 研究 が ほとんど 行 な われ て お 
ら ず , また その 茶 礎 的 資料 と し て 必要 な 野外 こん 貝 の ウ 
ョ ルス 病 に 関す る 研究 も 非常 に 少な い 。 
著者 あら は ウ ィ ルス に よる 害虫 駆除 に 関す る 試験 の 第 一 
段階 と し て , りん し 目 に 属す る 数 種 の 野外 とこ ん 躍 に つ 
き , それ ら の ウィ ルス 病 で ある SHINO PEAR ee 調査 
L, ウィ ルス に よる 害虫 防除 の 参考 資料 に な る よう な 知 
Reo V4 ルス に よる 害虫 駆除 の 場合 の 最大 の 難点 
jt, ウィ ルス の 大 量 生 産 に ある 。 著 者 あ は こ の 問題 点 を 
角 決 する 最も 有効 な 方 法 の 一 つ は , 化学 薬品 に よる と ん 
申 ウ ィ ルス 病 の 誘発 の 利用 に ある と 考え て いる 。 本 論文 
申 に も それ ら に 関す る 研究 の 一 部 に つき 記述 する 。 MIT 
実 険 結 果 の 大 要 を 述べ る 。 
有朋 供 試 材 料 に つい て は 上 農業 技術 研究 所 の 深谷 昌 次 , 信州 
太 学 の 長島 栄一 , 東京 農工 大 学 の 一 瀬 太良 の 諸氏 に 種々 
画家 を 計っ て いた だ いた 。 こ こと に 感謝 の 意 を 表す る 。 な 
お 本 研究 は 主として 文部 省 の 試験 研究 費 に よっ て 行なっ 
だ も の で ある 。 

ME 6 GK 
BEAM EWE FILS DAL AICIRS SHCA, 
デメ リカ シロ ヒト リ (Ayphantria cunea Drury), = 
ガメ イガ (Chilo suppressalis WALKER), タマ ナギ ン ウ 
INN (Plusia nigrisigna WALKER), 3 bY W (Barathra 
wrassicae Linné), クワ ノメイガ (Margaronia pyloalis 
NarxerR) お よび サク サン (Antheraea pernyi GUER- 
acs. と れ ら の 幼虫 を 実験 室内 で 
MAL, 飼育 中 に 発生 し た 病 虫 あ る い は 死 虫 を 集め て 個 
別に 血液 , PB BLOM REL, ウィ ルス 封入 
で ぁ る 多角 体 の 有無 に よっ て 多角 体 病 に か か っ た 虫 で 
る か どう か を 判定 し た 。 
また 最終 令 の 各種 幼虫 に 多角 体 を 食 飼 に 塗っ て 食 下 さ 
感染 実験 を 行なっ た 。 更に 低温 処理 (5°C) HOV 
種々 の 化学 薬品 添 食 に よる 多角 体 病 の 誘発 実験 を 行 な 


(1960 年 1 月 28 日 受領 ) 
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い , 各区 の 供 試 数 と 多角 体 病 発生 炒 か ら 多 角 体 病 の 発生 
率 を 求め て , それ ぞ れ の 処理 の 誘発 効果 を 比較 検討 し 
1 


RR Ri kU 


供 試 こん 虫 の 多角 体 病 

死 虫 に つい て その 死因 を 調べ た と ころ 種々 の も の が あ 
っ て , 細 菌 に よる と 考え られ る 病気 の ほか に , ア メリ カシ 
ロロ ヒト リ で は うじ の 寄生 クワ ノメイガ で は 線 虫 に よる 
寄生 虫 病 , ヨ ト ウ ガ で は 共 状 菌 と よる 病気 な ど が 認め ら 
Muito ERKMMLECABOFAb=HAAH, DDI 
イガ な ど に つい て は , 調査 し た 範囲 内 で は 多角 体 病 が 認 
SU SE ドカ スマ ETDS VY 
カシ ロ ヒ トリ お よび サク サン で は 多角 体 病 が みみ られ た 。 
それ ら の 多角 体 病 は いずれ も 宿主 の 細胞 核 に 多角 体 を 生 
ずる 核 多 角 体 病 (nuclear polyhedrosis) で あっ て , 著 
者 ら が カイ コ で 研究 中 の 中 腸 の 円 筒 細胞 の 細胞 質 に 多角 
体 を 生ずる 細胞 質 多 角 体 病 (cytoplasmic polyhedro- 
sis) は 認め られ な か っ た 。 

上 記 の 4 種 こ ん 虫 の 多角 体 を 第 1 図 に 示す 。 ヨ トウ ガ が 
幼虫 で み ら れ た 多角 体 は 直径 1~3g BRO? CAA 
に 近い 形 を し て お り , タマ ナギ ン ウ ワ バ で の 多角 体 は 直 
FE 1~2g の 非常 に 小さ い 不定 形 の も の で あっ た 。 Ah 
ウ ガ に ウィ ルス 病 の ある こと と は 小山 (1959) が 報告 し て 
いる が , その 多角 体 の 性 状 に つい て の 記載 が な く , タマ 
ナギ ン ウ ワ バ に つい て は まだ ウィ ルス 病 の 研究 が な され 
て いな い 。 し か し その 多角 体 の 性 状 は ガン マギ ン ウ ワ バ 
(Plusia gamma Linnté) と ほぼ 同じ で あっ た (LEPINE, 
Vaco & Croissant, 1953), 

アメ リカ シロ ヒト リ の 多角 体 は 直径 1~34e の 四角 形 
また は 三角 形 を し て 宝 り ,VaAco & Vasiyevic (1953) の 
記載 し た 六角 形 の も の と 性 状 を 異 と に た する 。 サ クサ ン の 多 
角 体 は アメ リカ シロ ヒト リ の それ と ほぼ 同 大 の 四角 形 で 
ある が , 三角 形 に 近い も の も あっ て , Borre (1898) そ 
の 他 の 報告 し た 形状 と ほぼ 同じ で あっ た 。 

上 記 4 種 の こん 虫 の 病 虫 の うち , SII D (HE) ih 


w 
i 
as 
# 
ra 
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len 4AMTCAR OS HK 


A: a U2 (Barathra brassicae) 
B: 22FH#VVIN (Plusia nigrisigna) 
CF YVAYuaeELY (Ayphantria cunea) 
D: サ クサ ン (Antheraea pernyt) 

x 


第 1 表 病 虫 あ る い は 死 虫 の 核 多角 体 病 発病 率 


. ale FS or eee WER wena N 
aes 4 | geen | FR CD)” ake N) Dp” 
. 7 A 15 @ 40 9 0 0.0 
テッ リ カシ ョ ヒトリ | 2 el Se tae 17 vi | 
| 8 A 24 48 37 8 2 25.0 
| 6 25 18 0 0.0 
| od: 9999 F 50 14 3 21.4 
OT aR Re Gia ome EN 25 10 2 20.0 
| 00 25 16 0 0.0 
SE ee ee ee re, 50 29 26 89.7 
SE an Guin? (he a A 40 40 9 22.5 
SYA bla A A 
DOFIS LES 1 HICH LEB CHS. 同種 ある い は 異種 こん 虫 多 角 体 の 添 食 


に 
res 


B 


a: 


BS LROGRICLS&, 同一 種 の どん 躍 で る 飼育 時 期 


アメ リカ シロ ヒト リ お よび ヨ ョ トウ ガ の 最終 令 幼 虫 (で, 
よっ て 多角 体 病 の 発生 する 割合 が が 異な っ て いる 。 に れ カイ ヨコ テリ カシ ロ ヒ トリ お よび ョ トウ の 多角 体 窒 

= 節 に よる 食 飼 の 栄養 条件 や , その 他 の 環境 講 条 件 の 遊 液 を 食 飼 に 塗っ で 食 下 させ 多角 体 病 の 発生 を 調 ※ 
FICkSbOLRbNS, た 。 こ れ は 異種 こん 虫 間 で ,, それ ら の 多角 体 が 互 に 共通 
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第 2 表 同種 ある 々 るい は 異種 こん 貝 多角 体 の 漂 食 


BEART A Hh Bf iC 用 い た RR 多角 体 病 以 外 7 核 多角 体 病 _N 
こん 虫 名 多角 体 の 種類 | (T) の 病 虫 数 (F) TF me (N) POR? 
eee et) ORE 
oe i 90 39 51 0 0.0 
on 4 = N Hy * 95 43 52 0 0.0 
Pte ty ee te OC me 7 33 38 0 0.0 
対 Wd 37 6 31 2 6.5 _ 
リス rR NN 型 53 22 31 10 $2.3 
対 a 25 18 7 0 0.0 
a Eo Te ee UN ag 25 17 8 4 50.0 
対 He 50 afi 39 x 7 
3 3 Pea. IN Stel 50 23 27 6 22-2 
。 = k 4 i ie Yy~vuoeELINA “ca 34 16 Z 12.5 
対 Ha 25 8 de 2 11.8 
A4 aN W+C 25 12 13 1 ieee 
xt fl 25 16 9 0 0.0 
ョ FF ウツ Ff N 型 75 52 23 7 30.4 
NG: 核 多角 体 。 oS 
x 40k 


CH: 細胞 質 多角 体 。 


OBR LI Sm Br GRO HE) を 決定 する 
DEK, 有効 な 手段 と 考え られ る 。 そ の 結果 を 第 2 表 に 示 
To 
¥ 0 0 カロ ロビ ド トド リカ イコ の 
| 校 多 角 体 あ る い は 細胞 質 多角 体 を 添 食 き させ た 実験 で は 多 
| 名 体 病 の 発生 が な か っ feo ERS LUM ICHAA IDOE 
2S KD OWILT XV HY OE |) OBSAKER 
TFSHRBA ICI, いずれ も ョ トウ ガ が ガ に 核 多 角 体 病 が 発 
年 し た が , 対照 区 に 比べ て 発生 率 に 差異 が ある と は いえ 
ば , また その 多角 体 の 形状 は ョ トウ が ガ の それ と まっ た く 
同じ で あぁ っ た の で , 交差 感染 が 起こ っ た と は 考え られ な 
て アジ リカ シロ セト リ と ヨ ョ ポ ボウ ガ に それ 
それ 同種 の こと ん 虫 の 核 多 角 体 を 食 下 させ た 場合 に は , 対 
FAK IC LES CHA SD ICLS ARID EADS <, 感染 が 
PAD DIV 

低温 処理 に よる 多角 体 病 の 誘発 

カイ コ で は 35 令 起 幼虫 を 5°C の 低温 に 24 時 間接 触 
きせ る と , 一 定 の 洪 伏 期間 を 経た の ち , か な り の 高 率 で 
Bs LOMAS Aik AT S (GHA - FEIRF, 1925; 
Fife, 1940; 有賀 ,1957 な ど )。 こ の 多角 体 病 誘発 現象 の 
機構 と に た ついては, 低温 処理 と よっ て カイ コ の 生理 状態 に 
変調 を きた し , それ が 体内 に 不 活性 の 状態 で 存在 し て い 
Fe 4 VA (潜在 性 ウィ ルス ) を 活性 化 さ せ , 増殖 の 財 
種 へ 導く の で あろ うと 推定 し て いる (福原 ・ 有 賀 , 1959) 。 
展 の よう な 低温 処理 に と よる 多角 体 病 の 誘発 が , Lado vy 
AOA CLARTS PEPE OSEDIC, アメ リ 


カシ ョ ヒトリ と ヨ ョ トウ ガ の 最終 令 幼 虫 を 5C の 低温 に 
A ONS 2, 多角 体 病 の 発生 状態 を 調べ た 。 そ 
の 結果 を 第 3 表 に 示す 。 


第 3 表 低温 (5°C ) 接触 に よる 多角 体 病 の 誘発 


処理 時 間 | me 

I | 
0 | 40 40 0 oO 0.0 
18 14d 3 9 0 0.0 

Foxy wl 
Sass ドリ 0 50 8 42 0 0.0 
2 139 8 31 0 0.0 
28 |55 9 46 0 0.0 

| 

i eis ail es aes RS 003 7.7 
SP 2 lay | cor 8 a) 8 ee 


各 欄 の 記号 は 第 2 表 参 照 。 


SS CE 7 ope we bY els, 18, 24; 
48 時 間 の 低温 接触 で いずれ る も 多角 体 病 が 発生 を ず , ま 
た ョ トウ が ガ で は 40 時 間 の 低温 接触 で 発病 を みた けれ ど 
る , 発病 率 は 対照 区 と 大 差 な く , それ が 特に 低温 処理 に 
より 誘発 され ん た も の で ある と は 言い きれ な い 。' こ の よう 
に 低温 処理 に よる 多角 体 病 の 誘発 現象 が みなみ られ な か っ た 
一 つの 理由 と し て は , 低温 処理 に 供 試 し た 幼虫 が 腕 皮 直 
後 の ゃ の で な く , すでに 援 倉 中 の も の で あっ た た めで は 
な か ろう か と いう こと と も 考え られ る 。 

カイ コ の 5 令 幼 虫 で も , MPRRARRLTL HORSE 
で は , 低温 処理 に よる 多角 体 病 の 誘発 効果 は あぁ る 時 期 を 
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MA 化学 薬品 の 添 食 に よる アメ リカ シロ ヒト リ の 核 多角 体 病 の 誘発 
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+: 対照 区 と 比べ て 多角 体 病 発生 率 が 増加 し た 区 。 

ee Y A や ゃ や ゃ 増加 し た が 有意 の 差 が な い 区 。 

= a グ 増加 し な い 区 。 
各区 の 処理 数 は 24~58 Ti, 添 食 回 数 は 1 回 で あぁ る が , EDTA kU Na-EDTA は ょ よう 化 前 まで 
ft AREA U ES 


第 5 表 核 多 角 体 病 の 発生 を 増加 させ た 薬品 (アメ リカ シロ ョ ヒトリ) 


N 
処理 月 日 Bis Ai 名 濃 ii Detry © AE: a N FE % 
対 照 = 47 39 usu 8 1 12.5 

in Ee ee Oo ee 6.95% 35 30 5 1 20.0 

8 月 19 A I2avFya RH 1.84% 34 27 7 1 14.3 
硫 i 鋼 | 400 RE7ERR 28 13 15 4 26.7 

AR A240 & Fil 10 徐 27 23 4 il 25.0 
0 160 税 39 12 17 6 35.3 

fa = 37 6 31 2 6.5 

De Shoe pe Dolce 26 4 22 4 18.2 

8 月 24 A ヒ iw 0.07% 24 15 9 3 33.3 
昇 コ ウ 1.36% 33 24 9 5 55.6 

Da Darel. 0.25M 41 8 33 8 24.2 

Nab Doh 0.25M 41 10 31 29 93.6 


各 欄 の 記号 は 第 2 表 参 照 。 


除い て 著しく 低下 する こと と が 知ら れ て いる (有賀 ・ 落 HR, 1960) を アメ リカ シロ ヒト リ と ョ トウ ガ 幼 虫 選 溢 

FF, 1959), 供 試 し た こと ん 虫 で は 脱皮 直後 の 幼虫 を そる BX, 多角 体 病 の 誘発 が 起こ る か どう か を 調べ だ 8 

えて と る こと と が 困難 で あぁ っ た が , 今後 脱皮 直後 の 幼虫 に アメ リカ シロ ヒト リ に 添 食 さき せ た 場 合 の 実験 結果 を 第 下 

OWT, 低温 処理 に より 多角 体 病 が 誘発 され る か どう か 表 と 第 5 表 に 示す 。 

を 検討 する 必要 が ある 。 . TAM 日 マ 15 日 お よび 8 月 12 日 で 処理 民 た 場合 @ 
化学 薬品 添 食 に よる 多角 体 病 の 誘発 は , 対照 区 と 同じ よう に 多角 体 病 り 病 虫 が 現われ な か っ 
カイ コ に 添 食 する と 多角 体 病 を 誘発 する 効果 の あぁ る 化 “た が , 8 月 19 HOTTA DVIRAR, 8H 24 Oe 

学 薬 品類 (Yawarujlr et al., 1950; Vaco, 1953; 有賀 ・ ig, 昇 コ ウツ ウ , EDTA (ethylene diamine tetraacetic 


1960 年 3 月 
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第 6 表 “An Ai iin li hac iach 


HAM EIEN ECO HK 
接種 濃度 ft TX Ha Bk 病 虫 の 種類 ーー 計 
A 5 OR 7 6 - 8 1 

N 1 ae 6 

Jak % 28 F | 15 1 | 46 
a N 7 pa 

10 37 F 10 1 1 2 14 

で N 6 1 7 

10 | 38 F 10 et). Spits 24 eae Fer ey 23 

a“ N 2 2 ey ae 

] 10 42 F 1 et ee oes ee 22 


記号 は 第 2 表 参 照 。 


acid) お よび その ナトリウム 塩 添 食 区 で は , 核 多 角 体 病 
ELBA RCIA thE DK. E< ic EDTA OF 
放 リ ッ ウム 塩 を 添 食 さ せ た 場 合 に は 顕 苦 な 増加 を 示し , そ 
計 の 発生 率 は ウィ ルス 接種 の 場合 より も は る か に 高かっ た 
G56) 5 また 添 食 開始 か ら 多 角 体 病 発生 まで の 期間 は 
5 ~7 日 で あぁ あり, 接種 の 場合 の 潜伏 期間 より も や や 短 
Wo THEOKRP SEAS L, 添 食 開始 後に 感染 が 起こ 
| つた と は 思わ れ な い 。 むし る ろ 供 試 虫 の 体内 に も と も と ウゥ 
イィ ルス が 潜在 的 に 存在 し て いた の で ある が , EDTA fu 
| 理 に と よ ょ っ て 貝 体 の 生理 機能 に 秦 調 が 起こ り , ウッ ウィ ルス の 
増殖 が 始ま っ た と 考え た ほう が よ か ろ う 。 そ を その他 の 薬品 
に よる 誘発 も お そら く 同 じ よ うな 機 序 に よる も の と 推測 
区 れる 2 

衣 折 トッ デ 幼 虫 に 化学 薬品 を 添 食 させ た 場合 に は (第 7 
D> 原液 10 倍 希 釈 の ホル マリ ン が や を 誘発 効果 を 示し 
‘Ko し じ か し 同じ 濃度 で 実験 を くり 返し た と き に は , 誘発 
現象 は 認め られ な か っ た 。 


第 7 表 化学 薬品 の 添 食 と に よる ョ トウ ムシ の 
核 多 角 体 病 の 誘発 
処 | 
=. > Sol Al 9A 28 | 9 9a 
ie Pree 
BES = Phe ae = = 
2 ンジ bY os = + 
に 酸 + = 
as = ウツ + = 
ie = ee) Se + = 
硫 酸 ad + 
Na-E DTA = es 
ay~ an yy F Ao + = 
ーー 


5 令 3 日 目 に 1 回 また は 2 回 添 食 。 
記号 は 第 4 表 の 脚注 参照 。 


で か ゆめ 状 に 前 壊し た 核 多角 価 病 り Trt 20 cc の 蒸留 水 を 加え 


て 摩 束 し た も の を 原液 と し た 。 


摘 we 

BMOOALATCAHICOW TC, 多角 体 病 の 有無 を 調 
SISO DE 7 TN, RY ar ee 
リ お よび サク サン に 多角 体 病 を 認め た 。 こ と これ ら の 多角 体 
病 は いずれ る も る 核 多角 体 病 で , 多角 体 の 形状 は 第 1 図 に 示 
す と お り で あり , 細胞質 多 角 体 病 は 見 られ な か っ た 。 2 
ドウ ガ ,。 アメ リカ シロ ヒト リ お よび カイ コ の 間 で 相 写 に 
ee ee 調べ た 
3, 交差 感染 の 現象 は 認め られ な か っ た 。 

Be UAE 
(5°C) を 行なっ た 実験 で は , 多角 体 病 の 誘発 現象 が み ら 
れ な か っ た が , アメ リカ シロ ヒト リ に 種々 の 化学 薬品 を 
添 食 させ た 場合 に A ee ne 

お よび ファ イ ゴ ン な どの 各 深 液 の 添 食 に より , SAK 

の 誘発 現象 が 認め られ た 。 
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Summary 


Studies on Nuclear Polyhedroses and Their 


Inductions in Some Lepidoptera 


By Hisao Aruca, Narumi Yosuiraxe, Hitoshi Watanase and Tosihiko HUKUHARA 


Laboratory of Sericulture, Faculty of Agriculture, University of Tokyo, Bunkyo-ku, Tokyo 


Investigations were carried out to find out 


polyhedroses in some lepidopterous larvae. 
Nuclear polyhedroses were observed in Barathra 
brassicae, Plusia nigrisigna, Hyphantria cunea and 
Antheraea pernyi, but no cytoplasmic polyhedrosis 
could be detected. 


polyhedral bodies are shown in photograph (Fig. 1). 


Sizes and shapes of these 


No cross-infection of polyhedrosis was observed 
among Barathra brassicae, Hyphantria cunea and 


Bombyx mori, although each species could be 


infected when fed with the polyhedral bodies 
of the same species. 

When the larvae of Barathra brassicae and 
Hyphantria cunea were exposed to low temperature 
(5°C) for 1~2 days or so, no polyhedrosis was 
induced. But polyhedroses were induced in 
Hyphantria cunea by feeding chemicals such as 
arsenic acid, merculic chloride, Phygon, EDTA 
(ethylene diamine tetraacetic acid) and sodium 


salt of EDTA. 


wy 


ニク バエ 幼虫 の 不 飽 和 脂 肪 量 と 耐熱 性 
L. M. (1959) Fat 


temperature acclimatization in the fly Phormia 


CHERRY, metabolism and 
terraenovae R.-D. Ent. exp. & appl. 2: 68~76. 

と ん 虫 の 高温 抵抗 性 は 飼育 温度 や 温度 順応 に よっ て 変 
動 す る と と が 知ら れ て いる 。 従来 得 ら れ た 知見 か ら , 
の よう な 耐熱 性 の 要因 と し て こと ん 虫 体 の 脂肪 の 飽和 度 を 
と りあ ぁ げ 実験 を 行なっ た 。 

ョ ー ド 価 の 異な る 脂肪 を 含む 飼料 (牛乳 寺 醒 母 , 牛肉 , 
=A, KA, =Y YA) で ニク バ ェ 幼虫 を 飼育 する ae 
生育 し た 幼虫 体 の 脂肪 の 飽和 度 は それ ぞ れ の 食料 中 の 脂 
徹 の 飽和 慶 を 反映 し て いた 。 し か し 食料 の 違い に よ ょ る ョ 
ー ド 価 の 範囲 (30~130) に 比べ , 幼虫 の を それ は あま り 


(x 


ix s 


広範 囲 に わた っ て いな い ( ョ ー ド 価 62~90), & ARR 
生育 し た 幼虫 の 熱 抵抗 性 に は 差 が 認め られ な か っ た 8。 

平均 温度 18°C で 飼育 し た 幼虫 と , 35°C CAMB Lic 
MRED, AMO MAM SRT SL, SAK LS 
高温 飼育 幼虫 の は ほう が ョ ー ド 価 が 低かっ た 。 ま な た 熱 抵 抗 
性 は 明らか に 高温 飼育 幼虫 の ほう が 強かっ た 。 こ と の 結果 
に よる と , 体 脂 肪 の ョ ー ド 価 の 低い と と と 熱 抵抗 性 の 増 
大 と の 間 に 直 接 的 関連 性 が ある よう に 思わ れる 。 し か し 
飼料 を 変え る と こと に よっ て 体 脂肪 の ョ ー ド 価 を 変化 さき ぜ 
て る も, 熱 抵抗 性 は 影響 を 受け な い の で , 高温 飼育 幼 目 で 
認め られ た ョ ー ド 価 の 低下 と , 熱 抵抗 性 の 増大 と は , MW 
理 に 対す る 互い に 無関係 な 2 つの 反応 結果 に すぎ な い @ 
結論 され る 。 (Ett 平野 千里 ) 


The Emergence of Winged Viviparous Female in Aphid 


VIN. Ecological Significance of the Emergence of Winged 
Form in the Life Cycle of Aphid 


By Ichiro NopA 


Biological Laboratory, Faculty of Education, Ehime University, 
Matsuyama, Ehime Pref. 


INTRODUCTION 


Since offspring of winged parthenogenetic 
emales of aphids show a striking inclina- 
ion to be wingless regardless of their 
nvironment, while the offspring of wing- 
ess parthenogenetic females may be 
vinged or unwinged depending on a variety 
ff environmental conditions, it may be 
asily imagined that there are some dif- 
erences in constitutional factors in the 
ffspring born from the winged and from 
he unwinged forms. I (VII, in press) 
lave already pointed out that some hor- 
nones or hormone-like substances restrai- 
ling the development of the wing buds 
eem to be secreted during the first instar 
f larvae from the winged family line and 
vhen such substances attain to a certain 
mount the duration of the first instar 
yecomes elongated strikingly as compared 
vith that of the unwinged family line. 
[The present communication deals with 
he results of observations on the reactions 
f the both offspring to adverse life 
onditions caused by food quality, starva- 
ion and overcrowding to find whether 
here are any more differences between 
hem. 

It is my gladness to express appreciation 
0 Prof. K. Koipsumi of Shinshu University 
or his helpfull criticism and reading over 
he manuscript, and to Prof. I. Ucuikawa 
f Ehime University for his encouragement 
hat made this study possible. 


MATERIAL AND METHOD 


The apple grain aphid, Rhopalosiphum 
runifoliae, and the English grain aphid, 


(Received for publication, August 31, 1959) 


its 


Macrosiphum granarium, were used as 
materials for the experiments. The off- 
spring born from the two family lines 


were reared under an inappropriate cir- 
cumstance and the rate of death was 
examined. And in another experiment 
the offspring were starved until all of 
them were dead, confining them indi- 
vidually in a small vial with a cork 
stopper. The humidity in the vial was 
carefully maintained to be always satu- 
rated by placing a lump of wet cotton in 
Constant temperatures of 10°, 15°, 20° 
and 25°C were maintained. Light was 
intercepted throughout the experiment. 
Death was observed every two hours 
except the night from’ 2 to 8 a.m. Lhe 
complete death was judged by the loss of 
response to tactile stimulation of append- 
ages such as antennae or legs. 


RESULT 


Experiment 1.—The offspring newly born 
from the two family lines of Rhopalosiphum 
prunifoliae were divided into two lots 
respectively. The individuals of the first 
lot of each family line were fed on the 
fresh leaves of Hordeum vulgare at a rate 
of 80 individuals per piece of 10cm’, and 
the other was reared by the same method, 
but the diet was not fresh but stale leav-’ 
ings once given to other individuals. Foods 
were not changed until 55 hours passed 
away. All the experiments were done ata 
constant temperature of 25°C. The total 
rate of death obtained during the period 
mentioned above is shown in Table l. 

According to %Z*-test the difference fo 
the rate of death between the two family 
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Table 1. The rate of death of offspring born from the two family lines of 
Rhopalosiphum prunifoliae fed on fresh or deteriorated leaves 
| Death 
Leaves | Family line Total Survival 3 
| Number % 
Presh Winged 160 (0) 147 13 8.1 
ree Unwinged 158 (2) 139 19 12.0 
: Winged 157 (3) 134 23 14.6 
Deteriorated Unwinged 158 (2) 94 64 40.5 
The numbers in parentheses indicate individuals lost by unknown causes. 
Table 2. Time to death in each instar of the starved offspring of two family lines of 
Rhopalosiphum prunifoliae at several constant temperatures 
| Time to death 
Instar Family line | go FF (a a 
| 10°C 15°C 20°C 25°C 
Ist O(U) 88.7+10.9 A5.5+ 7.2 25.8+ 4.0 TS 
3 0 (W) 95.0+ 9.9 55.54 7.0 31.54 4.5 23.74 3.3 
seer 0(U) |. 120.5-£16.8 56.0+ 9.7 39.8+ 5.9 30.34 5.0 
a | O (W) 166.8+21.3 84.3+10.6 51.8+ 6.6 AQ cee 
| UO(U) 177.0+25.4 80.7+11.6 NOSES Ziss} 36.3+ 4.9 
3rd UO(W) 182.5+27.1 90.5+13.3 58.2 7.2 46.7+ 6.0 
WO(U) | 221.5 3=20/.0 104.5+15.4 64.1235 16.2 54.1+ 6.7 
WOK) | 223.1+418.6 103.7+16.5 64.5+ 8.7 03.44 5.7 
4th | UO WM) | 262.2+26.1 115.4+13.4 Ueoa= Hoe 58° 155.5.5 
| WO(U) 278.2+25.9 140:5+18.2 94.2+15.0 73.22-1054 
| We Lay) | 204.4+18.8 109.7+20.6 69.2+10.4 59.74 976 
Imago | UI(W) | 256.5-+-24.7 137.0+18.1 Cita sa 2 64.3+10.2 
| WI1(U) | _- 123, 0s= LenS 80.7414.3 65.0+12.0 
O (U) vee Offspring born from the unwinged. 
O (W) errr Offspring born from the winged. ‘ 
UO(U)-:::-: Offspring without wing buds, born from the unwinged. 
UOW)-::---: Offspring without wing buds, born from the winged. 
WO(U)--:: Offspring with wing buds, born from the unwinged. 
UI (U)---- Unwinged imago born from the unwinged, = 
UI OW) Unwinged imago born from the winged. 
WI(U) Winged imago born from the unwinged. 


lines is not significant in the new leaf lot, 
but in the stale leaf lot it is significant 
vat 1% level. The difference between both 
lots is not of significance in the winged 
family line, but significant at 1% level in 
the unwinged one. This indicates that 
the change in the quality of diet exerts 
its effect upon the rate of death more 
markedly in the unwinged than in the 
winged family line. 

Experiment 2.—The offspsing derived 
from both forms of Rhopalosiphum pruni- 
foliae were starved individually during 


each instar at constant temperatures of 
10%, 152 20° and 25°@ until Na Toe 
died. The results are shown in Table 2. 

The lower the temperature is, the more 
slowly takes place the hunger death. The 
relation may be expressed by the equatior 


Y=axX+), 


where Y is the velocity of death (recipro 
cal of the time to death), X is temperature 
and a (temperature coefficient) and b are 
the constants. The values of a and b aré 
calculated in Table 3 with the estjmatef 
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Table 3. Values of a, b and X, for the data presented in Table 2 


Instar | Family line a 
at O(U) | 0.29 —1.95 
0 (W) | 022 ~1,24 
O(U) | 0.16 —0.76 
2 
es 0 (w) 0.13 0.68 
UO(U) 0.15 —0.93 
3rd | UO(W) 0.11 —0.51 
WO(U) | 0.10 —0.48 
| vo) 0.10  —0.50 
4th | UOW) 0.09 —0.54 
I wo(U) 0.07 —0.30 
| wuld) 0.09 —0.40 
Imago UI (W) 0.08 —0.42 
WI (U) 0.07 —0.26 


| 
| 
| 
| 
| 
| 


Symbols as in Table 2. 


values of X,. XX, is the temperature just 
above which the death from hunger begins 
fo occur, but just below which the animals 
enter into a state of cold dormancy. 

Table 2 shows that the time to death 
caused by starvation becomes longer with 
the age of the nymphs. In all instars 
except for the fourth, the time to death 
s shorter in the unwinged form of the 
wingless family line than in the unwinged 
‘orm of the winged family line. But from 
he result of this experiment, it may safely 
9c said that, after the offspring in the 
wingless line is determined to be the alate 
‘orm in future, their resistance to hunger 
yecomes greater abruptly to the same 
legree as that of the winged line. The 
emperature coefficient, a, indicates the 
argest value in every stage of the 
vingless-type individuals of the wingless 
ine and contrarily the smallest value in 
he alate-type individuals of the latter. 
The value of X, is 5.1£0.8°C on an average. 
_ Experiment 3.—Both the offspring born 
rom the unwinged females of Rhopalo- 
iphum prunifoliae which had _ repeated 
everal times the unwinged generation (U*) 
nd those born from the unwinged form 
roduced directly from the winged females 
W’) were reared under the same con- 
lition as in Experiment 1. Deteriorated 
eaves which had same stale appearance 
vere furnished to both lots. Table 4 shows 
he result. 


b Xo (°C) 


Significance of difference 

6.7 O(U) : O(W) =5% 

5.6 

4.5 O(U) : O(W) =5% 

ae 

(AY | UO(U) : UO(W) =5% 

| UO(U) : WO(U) =5% 

4.8 UO(W):WO(U)=non-sig. 

5.0 UO(U) : UO(W) =non-sig. 

6.0 UO(U) : WO(U)=1% 

4.3 UO(W) : WO(U) =5% 

4.4 UIC): UI(W)=5% 

52 UI(U) : WI (U)=5% 

aiff | U I (W) : WI (U) =non-sig. 
Table 4. The rate of death during the adverse 


condition of the first two instars of the 
larvae in the fifth or later generation of the 
unwinged family line (Us) and in the second 


generation of the winged (W”) in Rhopalo- 
siphum prunifoliae 
Death 
Lot Total Survival 
Number % 
Us 157 (3) 69 88 56.1 
43.1 


Wz? 169 (0) 84 76 


The numbers in parentheses indicate in- 
dividuals lost by unknown causes. 


According to X°-test, there is no signifi- 
cant difference in the rate of death bet- 
ween the two lots. 

Experiment 4.—Quite the same materials 
as in Experiment 3 were starved by the 
same method as in Experiment 2 under 
constant temperatures of 15°, 20° and 25°C 
with the result shown in Table 5. 

According to distribution analysis, there 
is no significant difference between the 
two family lines in every instar. 

Experiment 5.—The offspring of Macro- 
siphum granarium were treated by the 
same method as in Experiment 1 with the 
result indicated in Table 6. 

There are no significant differences not 
only between the family lines in each lot 
but also between the same lines cor- 
responding to one another. 

Experiment 6.—Similar observation to 


60 Japanese Journal of Applied Entomology and Zoology Vol. 4, Now 


Table 5. Time to hunger-death of the larvae in the fifth or later generation of the wingless 
family line (U5) and in the second generation of the winged line (W2) in Rhopalosiphum 


prunifoliae 
Time in hours 
Instar Family line : 
15°C 20°C 25°C 

Us 41.94 6.8 27.54 5.8 20.24 3.9 
Ist Ww 46.04 7.7 26.84 4.0 22.2+ 4.6 
| Us 54.24 9.9 37.24 6.9 26.54 5.4 
2nd | we 52.04 8.4 35.74 7.1 25.34 5.3 
| Us Uf VN 48.3+10.3 38.5+ 7.0 
3rd 2 82.3-413.3 53.24 8.8 35.84 7.8 
. Us 113.3417.2 60.34-11.1 55.2+10.7 
at Wz? 99.9+14.9 67.3-£12.6 50.34 9.5 


Table 6. The rate of death of the offspring born from the two family lines fed on 
fresh or deteriorated leaves in Macrosiphum granarium 


| Death 
Leaves | Family line | Total Survival = a 
| Number % 
| Winged | 159(1) 134 25 15.7 
os | Unwinged 160 (0) 143 17 10.6 
: | Winged | 160 (0) 140 20 abs 
Deteriorated | Unwinged | 157 (3) 129 28 17.8 
The numbers in parentheses indicate individuals lost by unknown causes. 
~~ 
Table 7. Time to hunger-death in every instar of two family lines of 
Macrosiphum granarium at various temperatures 
| | Time in hours 
Instar | Family line | = = 
| I 20°C 2526 
Pe 0(U) | 44.0+ 6.4 29.84 4.2 22.54 6.0 
O(W) A2.2+ 7.3 32.025 529 236+ 7.4 
ond O(U) 52.8 9.6 36.3 7.9 28.2s- A. 
O (W) 56.1+ 8.7 35.04 7.3 27.53= 6.4 
UO(U) 71.1+10.8 51.5+ 9.8 38.035 4 
3rd UO (W) 85.5--12.7 5835-E 11.2 44.3+10.1 
WO(U) 82.0+13.4 60.2+10.3 42.2+ 8.6 
UO(U) 106.2+20.4 70.3+17.6 54.5412.9 
4th UO MW) 109). 53-18. 1 (3.2 15,.0 53.8 13.0 
WO(U) 119.8+21.4 89.322 135k 64.4+14.7 
UO LU) 121.1+23.3 79.4+16.4 61.8+10.8 
Imago UI (W) 118.4+24.9 83.1415.7 63. 9 AD 
WI (U) 105.7+19.4 78..6=2 1350 58. 25617. 1 


Symbols as in Table 2. 
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Instar Family line a b 


re O(U) 0.20° —0.72 
| o¢cw) re wr 
| Ou) ie cn 

2nd 0 (Ww) 0.19 0 

UO(U) 0.11 —0.27 

3rd | vow) 0.11 0.46 

WO(U) 0.12 0.55 
UO(U) 0.09  —0.38 
4th UO (WwW) 6,10, -0.53 
WO (U) 0.07 —0.23 
UI(U) 0.08  —0.35 
Imago U I (Ww) 0.08 —0.30 
WI(U) 0.08 —0.23 
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Table 8. Values of a, b and Xp for the data presented in Table 7 


ww 


Symbols as in Table 2. 


hat in Experiment 2 was made in Macro- 
iphum granarium at temperatures of 15°, 
0° and 25°C. Tables 7 and 8 indicate 
he result. 

The time to starvation-death in Macro- 
iphum granarium becomes also longer with 
1 fall of temperature and with the age of 
mimals (significant at 1% level). But as 
© the other points, the results are not in 
igreement with those in Experiment 2 
sxcept in the fourth instar, where the 
ffspring of the winged-type in the un- 
vinged line are different significantly (at 
% level) from those of the wingless-type 
n the both family lines in the rate of 
leath from hunger. The value of X, is 
».8+0.8°C on an average in this species of 
phid. 


DISCUSSION 


Experiment 1 shows that, when food is 
resh, the effect of high population density 
ipon the rate of death the winged family 
ine is almost the same with that upon 
he unwinged family line; but when it is 
tale, the effect upon the winged line 
ppears not only to be far weaker than 
hat upon the unwinged line but also 
lmost equal to that upon the both family 
ines which are fed on fresh food. Accor- 
ingly, it is safely be concluded that, in 
2hopalosiphum prunifoliae, the rate of death 
n the winged line is hardly influenced by 
ood so far as it is not so highly dete- 


Xo (°C Significance of difference 
3.6 O(U) : O(W) =non-sig. 
2.6 
ayy! O(U) : O(W) =non-sig. 
4.7 
2.6 UO(U) : UO(W)=non. (=5%) 
42 UO(U) : OW(U)=non. (=5%) 
4.6 UO(W) : WO(U) =non-sig. 
4.2 UO(U) : UO(W) =non-sig. 
Sey UO(U) : WO(U) =5% 
Soo UO(W) : WO(U)=5% 
4.4 UI(U) : UI (W) =non-sig. 
Sit UI1I(U): WI (U)=non-sig. 
2.9 U I (W) : WI (U) =non-sig. 
riorated, although the former in the 


unwinged is liable to be affected by the 
deterioration of food. I observed that 
most corpses of the larvae adhered to the 
inner wall of vial on which a large quan- 
tity of drops or thin layer of water 
evaporated from food leaves remained. I 
think that the sensitivity to the freshness 
of food may be greater in the offspring of 
the unwinged line than in those of the 
winged one. So, when the offspring of the 
unwinged line are fed on the stale leaves 
they will wander about the wet wall of 
vial searching for fresh food and will die 
from drowning. The offspring of the 
winged line, on the other while, will soon 
take plant juice from the stale leaves, 
because they are relatively indifferent to 
the freshness of food. 

According to my long experience in 
rearing, it seems that the general con- 
stitution of the body is stronger in the 
offspring of the winged line than in those 
of the unwinged line (except the winged- 
type). Experiment 2 clearly proves that 
the resistance to starvation in the apterous 
form is far greater in the former than in 
the latter. The temperature coefficient, 
a, of the temperature-time-to-death equa- 
tion, Y=aX+b, is always smaller in the 
family line of the winged than in the 
unwinged line. This seems to mean that 
the effect of temperature upon the rate of 
consumption of the body substrate is 
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smaller in the former than in the latter. 
It should be noted, however, that the 
resistance to starvation of the larvae of 
the latter becomes great to almost the 
same degree as that of the former after 
the form is determined to be alate in 
future. The value of X), which is the 
temperature when Y is zero in the equa- 
tion Y=aX-+5, or the temperature at which 
it does not affect the rate of death by 
starvation but induces the animals to 
enter into a state of cold-dormancy is 
5.1°C on an average. This value is 1.1°C 
lower than the developmental threshold, 
6.2°C (Nona, in press). The latter is the 
temperature just above which the rate of 
development becomes perceptible. So in 
the case of our aphids, they mostly sting 
their proboscis into the tissues of the host 
plant and seem to suck the juice at such 
a low temperature so far as they stay on 
the food leaves. In the case of starvation, 
however, there is only catabolism but no 
development. So it is natural that the 
value of X, is lower than that of the 
developmental zero. Experiments 3 and 4 
clearly indicate that the sensitivity to 
food quality and the resistance to hunger 
seen in the first generation of the winged 
family line may disappear in the second 
generation. 

It can be easily imagined that all the 
phenomena mentioned above may be the 
peculiar modes of adaptation in passing 
through the adverse condition for life. So 
when the host plant wits or when much 
overcrowded, the apterous females, at 
least in Rhopalosiphum pruntfoliae, produce 
a great number of migrants, the offspring 
of which can stand against unfavourable 
conditions. This seems to have an impor- 
tance in the life cycle of aphids together 
with the strengthening of constitution of 
the body of the winged forms themselves 
since the third nymphal stage, during 
which the wing buds become visible. It 
is highly regrettable that, in Macrosiphum 
granarium, these points cannot be proved. 
In this, the number of individuals died 
from drowning in the condensed water of 
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vial was smaller even in the unwinged 
family line of the stale leaf lot, unlikely 
to Rhopalosiphum prunifoliae (see Experi- 
ments 5 and 6). After all, the offspring 
born from the winged line are likely to be 
different from those of the unwinged one 
in the points of sensitivity for the fresh- 
ness of food and of the resistance to 
hunger in Rhopalosiphum prunifoliae, the 
alate form of which hardly produces the 
same form. But those phenomena just 
mentioned above could scarcely be ob- 
served in Macrosiphum granarium. So in 
the latter species in which the offspring 
of the winged line can easily transform 
into the same form, the emergence of the 
winged form seems to mean only to pro- 
duce the form capable of migration. 


SUMMARY 


1. In order to know if there are any 
differences in physiological characters 
between the winged and the unwinged 
family lines other than the hormonal 
relations during the first nymphal instar 
of the winged line as supposed by me in 
the 7th report of this series, some com- 
parative observations were made on the 
reactions to unfavourable life conditions 
such as overcrowding, feeding on deterio- 
rated food leaves and starvation in the 
both family lines of two species of aphids, 
Rhopalosiphum prunifoliae in which the 
winged forms are readily produced from 
the unwinged mothers but not from the 
winged, and Macrosiphum granarium in 
which the winged forms are easily produced 
not only from the unwinged but also from 
the winged. 

2. In Rhopalosiphum  prunifoliae, the 
offspring born from the winged mothers 
are relatively indifferent to the freshness 
of food and have a great resistance to 
starvation in their own generation. But 
these chatacters disappear in the second 
generation. In the unwinged family line, 


‘the progenies become to possess also a 


marked degree of resistance to the un- 
favourable life conditions, after they grow 
to the third instar, whence the wing buds 
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ecome visible. 

In Macrosiphum granarium, these pheno- 
vena can hardly be recognized. 

3. The appearance of the winged form 
eems to bear certain significances in the 
fe cycle of Rhopalosiphum prunifoliae. In 
his, not merely the winged forms them- 
elves are highly resistant to external 
actors since the later stage of their larval 
evelopment but give rise to the next 
eneration which possesses also a marked 
egree of resistance to unfavourable 
ovironmental conditions. In Macrosiphum 
ranarium, the meaning seems to be con- 
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fined only to the production of the form 
capable of migration. 
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ァ ブ ラム シ の 有 し 型 胎生 雌 の 出現 に つい て 


VIII. 


野 田 


FEDEV ITI AY CEM L GAD) Bla IAL GA) 
BAAICMAT SB, 有 し 型 か ら は ほとん ど 有 し 型 が 
現 や な い 。 し た が っ て 有 有 し 型 か ら 生 じ た 幼 虫 は その 生 
郊 性 質 が 無し 型 か ら の 幼虫 に と 比べ て 蓋 し く 異 な っ て い 
大 で は な いか と 考え られ る 。 こ と れ に つい て 筆 著 (TW, AM 
PB) は 前 者 の 第 1 令 幼 虫 期間 の 長 さ に 著しい 個体 差 の 
秦 こ と を 考慮 に 入れ て , COMMIT LO GB) OF 
療 抑 制す る ホル モン また は ホル モン 様 物質 が 分 泌 さ れ 
BY, その 分 泌 量 だ が ある 限度 を 越す と その 超過 量 に 応 
本 体 の 成長 を る 抑制 する よう に な る の で は な いか と 考 
應 な お この ほか に も 両 幼 虫 間 に な ん ら か の 差 の ある 
選 が 予想 さき され る の で , 絶食 , HHO: FORA 
休 件 に 対す る これ ら の 両 系 幼虫 の 反応 を 観察 し , その 
峡 か ら 有 し 型 出 現 の 生態 的 意義 を 明らか に し よう と し 
遂 こ れ を 要約 する と 次 の と お り で ある 。 

共用 キビ クビ レア ブラ ムシ の 有 し 型 か ら 生 まれ た 幼虫 
LB Db OMMICI~ CRM OMMEBICMT SR 
きき やや 鈍く , FAI T SMA S BV ED CHS0 
oS GR fee 5 
DIT, 次 の 代 に は 消失 する 。 こ と これ に 対し て 無し 型 か 


アァ アブラ ムシ の 生活 環 に お ける 有 し 型 出現 の 生態 的 意義 


= BS 


BERK BOR FB BE 


ら の 幼虫 は 古く な っ た 食 草 を きら う 性 質 
<, 催 鐵 に 対す る 耐久 性 も 弱い よう で ある 。 す な わ ち 前 
者 は 後者 より 生活 条件 の 低下 に 対し 強い 耐性 を 示す 。 一 
方 無し 系 幼虫 で も 第 3 令 以 後 , し が が 見 え 始 め て くる と 
ALADRLELA ERD SV EIT MAR ICIS FF it 
性 が 強く な る 。 

し か し 有 し 型 か ら も 有 し 型 の 出 や すい ムギ ヒゲ ナガ ア 
ブラ ムシ に お いて は こと の よう な 現象 が は っ きり と 見 られ 
大 が S76 

2) だ が だ (で, キビ ゼ ク ビ レア テグ プペ パン ジ の 生活 環 で お 
WC, 有 し 型 胎生 雌 が 出現 する と いう こと こと は , 単に 移動 
型 を 生じ 生活 に 不都合 な 区 域 か ら 好 都合 な 区 域 へ 分 散 し 
て 次 世代 を 生む と いう こと と の ほか に , 有 し 型 そ れ 自 体 の 
体質 が 発育 の 途中 第 3 令 以 後 か ら 強 く な る と と も に その 
強 さ を 次 の 世代 へ 伝え る と いう こと と を j 
の で は な いか と 思う 。 thbbe UHOMBRICED th 
自身 を も 含め て 2 代 連 続 し て 健全 世代 を 生ずる こと と 
Bo これ に 対 ピ ムギ ヒゲ ナガ アブ ラム ジン に だ お ける 有 ヒ 
出現 の 意義 は 単に 移動 可能 の 型 の 出現 と 四散 に 限定 され 


る よう に 思わ れる 。 


を 
RS 
puis 


zo 5 mths 
が いく ら か 強 


Nervous and Cholinesterase Activities in the Cockroach 
as Affected by Demeton and Methyldemeton 


Studies on the Mechanism of Action of Insecticides (XVIID) 


By Toshio NARAHASHI and Teruo YAMASAKI 
Laboratory of Applied Entomology, Faculty of Agriculture, University of Tokyo, Tokyo 


A number of investigations have so far 
been made on the inhibition of cholin- 
esterase (ChE) by organophosphorus insec- 
ticides. There is, however, some doubt 
whether the inhibition of ChE is responsi- 
ble for changes in nervous activity. 

Roeper, Kennepy & Samson (1947), RoEDER 
(1948), and Twaroc & Roeper (1957) found 
that a variety of anticholinesterases in- 
cluding eserine and tetraethylpyrophos- 
phate (TEPP) causes the last abdominal 
ganglion of the cockroach to elicit pro- 
longed after-discharge by a single pre- 
synaptic volley. It was found in our 
previous study that the same ganglion 
treated with eserine, TEPP or parathion 
sets up large postsynaptic potentials on 
which prolonged after-discharges are 
superimposed (Yamasaxi & Naranasui 1958, 
1960). The augmentation and prolongation 
of the postsynaptic potential, which cause 
a prolonged after-discharge, are attributa- 
ble to a persistence of synaptic trans- 
mitter due to the inactivation of ChE. 
Thus, in so far as these three anticholin- 
esterases are concerned, it is obvious that 
their inhibitory action plays a major role 
in the changes in nervous activity. 

An organophosphorus insecticide having 
a systemic activity, demeton (Systox), has 
been demonstrated to inhibit ChE in vitro 
and to be converted into oxides in insects 
and plants which have more strong inhi- 
bitory activity than demeton itself (Marcu, 
Mercatr, Fuxuto & Maxon, 1955; METCALF, 
Marcu, Fuxuto & Maxon, 1955). One of 
its derivatives, methyldemeton (Meta- 
systox), is in practical use in our country. 
However, it remains to be seen whether 
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dimethyl S-2-ethylmercaptoethyl thiolphos: 


these two insecticides exert their effect 
to insect nerve through the inhibition of 
ChE. This problem forms the basis of 
the present study. 


METHODS 


For electrophysiological experiments, a 
nerve preparation including the cercus, 
the cercal nerve, the abdominal nerve 
cord and the third thoracic ganglion was 
isolated from the male American cock- 
roach, Periplaneta americana L. (YAMASAKi 
& Naranasui, 1960). A single shock was 
applied to the cercal nerve through a pair 
of silver wire electrodes, while recordings 
were made by another pair of silver 
electrodes being in contact with the middle 
part of the abdominal nerve cord and the 
third thoracic ganglion. The thoracic 
ganglion was crushed by forceps to make 
the recorded action potentials monophasic. 
Unlike the previous experiments (Y AMASAK! 
& Naranasui, 1960), slow potential changes 
originating in the last abdominal ganglion 
could not be recorded with such an 
arrangement of recording electrodes. 

The Ringer’s solution used was the same 
as that described in the previous paper 
(Yamasaki & Naranasui, 1960). The insecti- 
cides tested were as follows: 0,0-diethy] 
0-2-ethylmercaptoethyl thionophosphate 
(thiono-isomer of demeton); 0,0-diethy! 
S-2-ethylmercaptoethyl thiolphosphate 
(thiol-isomer of demeton); 0,0-dimethy! 
0-2-ethylmercaptoethyl thionophosphate 
(thiono-isomer of methyldemeton); 0,0- 


phate (thiol-isomer of methyldemeton) 
Insecticide-Ringer’s solution was prepare¢ 
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by introducing ethyl alcohol containing 
the insecticide into a Ringer’s solution. 
The final concentration of alcohol was 0.5 
per cent and was found to be without 
effect on nervous activity in any respect. 

All the electrophysiological experiments 
were conducted at room temperatures 
ranging from 15°C to 20°C. 

The method of determining the ChE 
activity in the nerve cord preparation was 
essentially similar to that described pre- 
viously (Yamasaki & Naranasut, 1960). 


RESULTS 


Effect of methyldemeton on nervous activity.— 
Both thiol- and thiono-isomers of methyl- 
demeton exerted a similar effect on the 
nerve, though symptoms developed some- 
what faster in thiol-isomer than in thiono- 
isomer. An example of records of the 
postsynaptic response before and after 
a with methyldemeton is illustrat- 


Fig. 1. Records of the postsynaptic response 


ad in Fig. 1. before and after treatment with 5» 
| a a concentration of 5x10~‘, spon- 10-* thiol-methyldemeton. Al & A2: 
raneous discharges -in the nerve cord Before treatment. A3, Bl, B2 & B3: 8, 
mcreased in frequency within some 10 13, 16 and 21 minutes after treatment 
ninutes after treatment with methyl respectively. Time marker of 20 msec 
Hemeton. There occurred simultaneously applies to A2~B2, and 1 msec to Al 
4 progressive prolongation of synaptic and B3. Temperature 18°C. 


| Table 1. Effects of demeton and methyldemeton on the activity of the roach nerve cord 
i The mean time (minute) necessary for the appearance of the symptoms after 
treatment with the insecticides is indicated. Range of values is in bracket. 


Decrease Increase Decrease 


in in Increase in Burst Synaptic Recovery 
Insecticide Concen- post- synaptic ie synaptic of by 
| ae synaptic after- spear ae after- discharge block washing 
response discharge EN discharge 
i 5x1074 Ni CS 8621) Nil 16( 8~23) 17( 9~23) Incomplete 
5 or ni 
ethyldemeton | 519-3 Nil 19(14~26) 18(14~26) Nil 62(37~84) 62(39~84) Complete 
) [sx10-4 Nil 9( 6~16) 296¢ 4~12) Nil _ 19(12~25) 24(16~35) Incomplete 
Thiono- eon 
pethyldemeton 5. i9-s Nil  23(16~40) 24(14~43) Nil: 80(74~85) 110(95~125) Complete 
Me s«d 510-4 5( 2~-12) 13( 8~16) 123( 1~-6) ~-Nil of Nil or. 120(50~248) Incomplete 
Thiol. 5x 10-4 5( 2~12) 13( 8~16) 3 ) 2 Mil of al ox | 
demeton 5x10-5 Nil  14(11~23) 14( 4~23) Nil Nil Nil 
3 ida Nien... Nilcor 11( 2~26) Nil 24(18~35) 27 (19~37) Incomplete 
ead: 12(2~18) 17(13~22) ot 


demeton : complete 
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after-discharge in the last abdominal 


ganglion (Fig. 1, A3). 
especially of synaptic after-dischange, 
became more marked with the advance of 
time (Bl, 2). Finally, about 10~20 minutes 
after treatment, a burst of impulse dis- 
charges occurred abruptly, declined in 
frequency progressively, and ceased com- 
pletely. At this time the synaptic trans- 
mission was in a state of blockade (B3). 
A partial recovery in synaptic transmis- 
sion might be brought about when the 
preparation was washed with normal 
Ringer’s solution immediately after the 
block. However, no recovery was seen 
after washing in some preparations. On 
some occasions, the synaptic transmission 
was found to be unimpaired immediately 
after the cessation of the burst. The 
sequence of burst and its cessation might 
repeat several times thereafter, but the 
Synaptic transmission was eventually 
blocked in any case. 

With a lower concentration of methyl- 
demeton, 5x10-°, the same sequence of 
events advanced more slowly, resulting in 
a complete block about 1~2 hours after 
treatment. However, a complete recovery 
was always brought about by washing 
with normal Ringer’s solution. 

The results are summarized in Table 1. 

Effect of demeton on nervous activity. — 
Both thiol- and thiono-isomers of demeton 
exerted on nerve the effect slightly dif- 
erent from that of methyldemeton. An 
example of records of the postsynaptic 
response before and after treatment with 
demeton is illustrated in Fig. 2. 

At a concentration of 5x10~-‘, thiol- 
demeton initially caused a slight decrease 
in postsynaptic response and an increase 
in spontaneous activity within 10 minutes 
after treatment (Fig. 2, 2). They were 
followed by a prolongation of Synaptic 
after-discharge (3~5). After 1 hour or 
so, a burst was discharged spontaneously 
in some cases, but the Synaptic transmis- 
sion was not always blocked immediately 
after the cessation of the burst. The 
Synaptic after-discharge, which had once 


These changes, 
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y 4 
aie 


Bigs 2: 
before and after treatment with 5x 
10-4 thiol-demeton. Two records are 
taken with fast (column A) and slow 
(column B) «sweeps at each stage. 
ies Berore treatment 2 456 RY | 
ist) Solon, LO58e35, Suan dn eS | 
after treatment respectively. 
ature 20°C: 


Records of the postsynaptic response 


Temper- 


increased, might decrease again after the 
cessation of the burst (6). Finally, 1~4) 
hours after treatment with thiol-demeton, 
the synaptic transmission was invariably 
blocked (7). Washing with normal Ringer’s 
solution brought about a partial recovery. 

At a lower concentration, 510-5, thiol- 
demeton caused an increase in spontaneous} 
activity as well as in synaptic after- 
discharge about 10~20 minutes after treat- 
ment. However, neither burst of | 
charges nor synaptic block was caused} 
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1ereafter. 

Thiono-demeton, at a concentration of 
x10-‘, had almost the same effect as that 
f thiol-demeton. However, the _ initial 
ecrease in postsynaptic response and the 
rolongation of synaptic after-discharge 
light be absent in some cases. The final 
lock of synaptic transmission was caused 
1uch earlier than in the case of thiol- 
emeton, being usually within 30 minutes 
fter treatment. Washing with normal 
inger’s solution brought about a partial 
r complete recovery. 

‘These results are summarized in Table 


In vitro inhibition of ChE. — Concentra- 
ons of four compounds for 50 per cent 
thibition of ChE from the roach nerve 
ord are given in Table 2. All the values 
re of the order of 10-°M. 

Relation between ChE inhibition and change 
» nervous activity.—It has been shown 
reviously that the difference in ChE 


Table 2. Molar concentration of demeton 
and methyldemeton for 50 per cent inhi- 
bition of cholinesterase from the roach 
nerve cord 


Insecticide 


IN50 
Thiol-methyldemeton 1.5x10-§ 
Thiono-methyldemeton 3%5 XlOES 
Thiol-demeton 6.91076 
‘Thiono-demeton Secale 
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activity between the anterior and the 
posterior parts of a nerve cord is smaller 
than that between different individuals 
(Yamasaki & Naranasui, 1960). Therefore, 
as in that study, a nerve cord was cut 
between the mesothoracic and the metatho- 
racic ganglia, and the anterior part of the 
nerve cord was used as control while the 
posterior part was treated with insecti- 
cides. Thus, a posterior part, mounted 
on electrodes, was treated with insecticides, 
and spontaneous discharges and post- 
synaptic responses were observed through- 
out. When the increase in spontaneous 
activity and the prolongation of synaptic 
after-discharge became apparent, both the 
control and the treated preparations were 
homogenized separately, and their ChE 
activities were determined. 

The results are shown in Table 3. 
Although the accuracy of percentage of 
inhibition is not sufficient for close com- 
parison to be made, it can be stated that 
ChE activity is half inactivated when the 
nerve shows the symptoms mentioned 
above. 

The ChE activity of the nerve in which 
the synaptic transmission was completely 
blocked was found in another set of 
experiments to be inhibited completely. 


DISCUSSION 


It has been shown in our previous paper 
that eserine, TEPP and parathion cause 


Table 2. Per cent inhibition of cholinesterase in the roach nerve cord treated 
with demeton and methyldemeton 
| Time after treatment (min) Pen cent 
ee Concen- ; aaa: ; cm inhibiti f 
ticid A Increase Increase in : inhibition o 
alae eae in synaptic spontaneous 0 cholinesterase 
after-discharge activity 
16 16 Poe 68 
hiol- Ped 19 19 22 43 
yl Oa? 
22 19 25 45 
ethyldemeton | - > 
| 17 ily? 23 39 
hiono- | Sera 40 32 43 87 
5 | 23 23 28 45 
ethyldemeton | a a ‘3 5 
| | | : 9 14 17 rr 
hiol- | | 11 4 18 
5x10-5 23 23 26 64 
emeton | | 13 13 19 72 
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the ganglion to elicit prolonged synaptic 
after-discharge (YAMasaAKI! & NARAHASHI, 
1960). This effect can clearly be explained 
on the assumption that transmitter sub- 
stance released on arrival of an impulse 
at the presynaptic nerve terminal remains 
active for some time owing to the inhibi- 
tion of ChE, thereby causing a sustained 
depolarization of the postsynaptic mem- 
brane or prolonged postsynaptic potential 
which in turn elicits prolonged discharges. 
With the arrangement of recording 
electrodes employed in the present ex- 
periments, only postsynaptic discharges 
are recorded, so that the sequence of 
events occurring at the postsynaptic 
membrane is not known. However, in so 
far as the discharge pattern is concerned, 
the effects of demeton and methyldemeton 
on nervous activity are essentially similar 
to those of eserine, TEPP and parathion ; 
all cause an increase in spontaneous 
activity and a prolongation of synaptic 
after-discharge followed by a burst of 
discharges and block. 

These facts, together with the finding 
that the changes in nervous activity run 
parallel with ChE inactivation, lead us to 
the conclusion that inactivation of ChE in 
nerve by demeton and methyldemeton is 
mainly responsible for the changes in 
nervous activity. 

However, the existence of other mecha- 
nisms underlying the changes in nervous 
activity is suggested by the fact that the 
prolongation of synaptic after-discharge 
after treatment with demeton is preceded 
by a brief period of partial depression of 
postsynaptic response. 

There are two possible explanations for 
this depression period: (a) Since inhibi- 
tion of ChE may cause a temporal aug- 
mentation and prolongation of the post- 
Synaptic response at cholinergic synapses, 
the depression of synaptic after-discharge 
may be due to a direct depressant action 


of the drug; (b) if there were inhibitory’ 


Synapses which were cholinergic in nature, 
and if they were more sensitive than 
excitatory synapses to the drug, it would 
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follow that the postsynaptic response i 
partly depressed before stimulating actio: 
to excitatory synapses become apparent 
However, since there is no further evidenc 
supporting either of these two alternatives 
they remain speculative at present. 


SUMMARY 


1. The effects of thiono- and thio! 
isomers of both demeton and methy! 
demeton on the activity of the nerve cor 
of the American cockroach and on th 
cholinesterase activity have been studied 

2. Both isomers of methyldemeto: 
caused an increase in spontaneous activit 
and a prolongation of synaptic after 
discharge, which were followed by | 
burst of discharges and a final synapti 
block. These effects were reversible o: 
washing with normal Ringer’s solutio: 
when a weak concentration was used. 

3. Both isomers of demeton exerte 
almost the same effect as that of methy] 
demeton, but differed in that the prolonga 
tion of synaptic after-discharge was pre 
ceded by a brief period of depression o 
postsynaptic response. 

4. Four isomers all inhibited cholin 
esterase of the nerve cord in vitro, concen 
tration for 50 per cent inhibition being o 
the order of 10-°M. 

5. The cholinesterase activity of nery 
was half inactivated at the moment whe 
spontaneous activity was increased an 
synaptic after-discharge was  prolonge 
after treatment with demeton or methy 
demeton. 

6. It is concluded that the inhibition 
cholinesterase is mainly responsible f 
the changes in nervous activity. Addition 
mechanisms are suggested for the actio 
of demeton. 
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RC の に メト ドン 7 と 上 る コキ プリ の 


神経 機能 変化 と コリ ン ェ ステ ラー ゼ 阻 害 
i 、 殺虫 剤 の 作用 機構 に 関す る 研究 (XVIID 


fi 橋 


m 大 一 負 


yO 


PRA Be OB He a FEE 


区 ラモン ゴキ ブリ の 神経 機能 お よび コリ ン エ ステ ラ 
座 に 対す る ジ メ ト ン と メチ ル ジ メ トン の 影響 を ,。 それ 
和 0 の チ ォ ー ル お よび チオ ノ 異性 体 を 供 試 し て 比較 し 
2) メ > メチル ジ メ ト ン は 両 異 性 体 と も , 中 枢 神経 索 の 自 
HOME HENNA, シナ プス に お ける 後発 を 延 
EES. 時 間 の 経過 と と も に 爆発 的 な 代 撃 発生 が 起こ 
置 っ つい に は シナ プス 伝達 は 阻害 され る 。 こ と の 阻害 直後 
宣 常 な リン ゲル 氏 液 で 洗え ば 回 復 す る が , メチ ル ジ メ 
天 の 渡 度 が 高い と 回 復 は 不 完 全 で ある 。 

ラメ トン は 両 異 性 体 と も メチ ル ジ メ トン と ほぼ 同 
放 用 を 示す 。 し か し シナ プス に お ける 後発 の 延長 が 
潮 る 前 に シナプス の 興奮 が 一 時 抑制 され る 時 期 が あ 


る 点 が 異な る 。 

NIR 2 FV A EY ER VE で TE 
ブリ 神経 の コリ ン ェ ステ ラー ゼ を 阻害 する 。 IN50 は い 
ずれ る 10-°M の 程度 で ある 。 

5) ジ メ ト ン お よび メチ ル ジ メ トン 処理 後に 神経 機能 
の 変化 , すなわち 自発 性 衝撃 出現 度 の 増大 や シナ プス の 
後発 の 延長 が み ら れ る 時 期 に は , コリ ン ェ ステ ラー ゼ は 
約 半 分 程度 阻害 され て いる 。 

6) ジ メ ト ン お よび メチ ル ジ メ トン の 場合 も , 神経 の 
コリ ン エ ステ ラー ぞ ギ ゼ 阻害 が だ 上述 の 神経 機能 変化 の 重要 な 
原因 で ある ど 結 論 で きる 。 LPL Ys hy ito tls, 
更に 別 の 機構 が 働い て いる 可能 性 が あぁ る 。 
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MORE Pe RICLIT ITALY 
幼虫 の チロ シナ ー ゼ 活性 1 


Ea) 


MAK: he 俊一 
京都 工芸 繊維 大 学 繊維 学部 生物 学研 究 室 


京都 大 学 農 学部 昆虫 学研 究 室 


fe (1956) は F VAKY Leucana 
Hawortu の 幼虫 を 単独 で 飼育 する と 黄 緑 色 な いし 赤 か 
っ (#4) 色 の 個体 と な る が , 飼育 密度 を 高く する と 著しく 
BLL eWReeEF STC ERRE LK. CD20ONOD 
幼虫 は , 体 色 だ け で な く 発 育 の パタ ー ン や 行動 な どの 点 
で る も 相違 し , 生理 的 に る も る か な り 違 っ た 性 質 を 持つ も の で 
あろ うと 考 ぞ られ る eo とりわけ, 黒 化 現 象 を 起こ で す ス ラ 
= 形成 に ちず か る チロ シナ ー ぞ ゼ の 活性 度 が 前 | の 2 つ 
の 型 記 お いで 異な っ て いる の で は な いか と いう こと は 
当然 予想 され る と ころ で ある う 5。 

Goopwin (1953) は , 本 種 に よく 似 た 密度 依存 的 黒 化 
を 示す ウ ワ バ ガ の 一 種 Plusia gamma し L し . に お いて , 両 
型 幼 躍 か ら と っ た 体液 が 黒 化 し て ゆく 速度 の 違い か ら , 
高密 度 で 得 ら れる 黒 化 幼虫 の ほう が チョロ シナ ー ゼ の 活性 
が 高い で あろ うと 推測 し た 。 し か し , 移動 性 バッ タ の 場 
含 る 含め て 記 従来 この 問題 を 詳 必 く 調 べた 研究 は な いよ 
う で ある 0 そ ご で 筆者 あら ほこ ご れ を 実証 する た め に 次 の 実 
験 を 行なっ た 。 

材料 に 用 いた アワ ウヨ ョ トウ は , 1958 年 7 月 に 京都 大 学 
和 内 の トウ モロ コシ か ら 採集 し た 幼虫 の 次 世代 で , 30°C 
の 採光 恒温 室内 で トウ モロ コシ の 菜 を 与え て 飼育 し た も 
の で ある 。 淡色 型 幼虫 は シャ ー レ あたり 1 頭 , 黒色 型 幼 
虫 は 同じ く 10 頭 の 密度 で 飼育 し た 。 

6 今 脱 皮 後 8 時 間 以内 ( 末 摂 食 , た だ し 体 は すでに そ を 
れ ぞ れ の 色 に BETS) の と これら 両 型 の 幼虫 を , M/15 
) VERE (pH 7.4) L ERICK CHCLEDS Bap 
L, 1/5 BRRe Sie. CHicCHBeEL CaF aw, 
蛋 害 剤 と し じ し て フェ ニル チオ 尿素 な ど を 加え , 3 本 の ワー 
ルプ ブルグ 検 圧計 に よっ て 酸素 消費 量 を 測定 し た 。 な お , 
チト クロ ー ム 系 呼吸 の 基質 と し て コハク 酸 ソ ー ダ を 加え 
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Larval Density and Tyrosinase Activity in the Armyworm, Leucania unipuncta Haworru. 
By Yoshio Waku and Syun’iti Iwao, Biological Laboratory, Kyoto Technical University, Kyoto, 
and Entomological Laboratory, Kyoto University, moe Japanese Journal of Applied Entomology 


and Zoology, Vol. 4, No. 1, 1960. 
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第 1 Rk 


NTE TE 
容 
= i ‘Aven Bi Can 
ie Oe OE Oe Sl 
e |M/10 Hosa 2 he Te oe 
M/107:=2v¥F4RK| 0 1 «0 «0 
M/l0a 9 By = Fe 00) Oe 
M/15 リン 酸 緩 衝 液 
= (eH 7:4) 1 2 
FR IK 1 0 2 1 
- 104 we & 4 6 3 | 0-5 0:520-5mn0m 
* A: Fuvy+—-¥OHBCTH4NFIA-VeM 


ees Dye 
B: Ait#uvty+—¥VOMBAI?Z ~-=vFaAR 
#2IMATIZC A Do ; 
C: 基質 る 阻害 剤 も 加え ず , 自己 保有 基質 に さま 
る 呼吸 を 示す も の 。 
D: チト クロ ー ム 系 呼吸 の 基質 と し て , コハク 
酸 フ ノワ ソー ダ を 加え た も の 。 
た 区 を も ゃ 設け た 。 4 個 の ソー テル プル クラ ラズ コカ ロ ズ 某 
薬品 の 量 を 第 1 表 に 示す 。 測定 温度 は 130°C と じ た | 
と の お の お の の 検 圧計 に お ける 30 分 間 の 酸素 消 書 
@ (BRR lml H70) UWB2ROLEYV CHS 
(A—B) を も っ て チロ シナ ー ゼ 活性 度 と 考え る な ら 在 
表 か ら 明 ら か な よう て に, BMS LE AM KY HY 30% 
ほど 高い 活性 を 示し て いる 。 実験 に 使っ た 個体 は い ず 旭 
も 脱皮 後 ま も な いも の で は ある が , 両 型 と も すでに 固 替 


ee に , な お こと の よう な 差 が み ら れ る 
と と は 興味 深い 。 お そら くさく 6 令 幼虫 期 を 通じ て この きま 5 


な 差 が ある の で は な か ろう か と 思わ れる が , BHORE 
速度 に 違い が ある の で (jk, 1958), 脱皮 直後 の 値 の 深 を 
REIS i 
黒色 型 に お いて チョロ シナ ー ゼ 活性 が 高い と と は ご の 節 


第 2 表 


第 4 巻 第 1 号 1960 (1959 年 12 月 5 日 受領 ) 


TIAA 
Hy wm DO 型 


淡色 型 (1 頭 区 ) 976 28 30 72 
黒色 型 (LOSRK) | 1277 38 41 101 


1960 年 3 月 


うに 明らか で ある が , 基質 で ある チロ シン の 量 に つい て 
も 差 が ある か どう か は , この 実 険 で は わか ら な い 。 ま 
了 [た , 貝 全 体 の 摩 砕 液 を 用 いた た め に , 酵素 作用 の 特に 強 
いい 部 位 を 知る と こと は で き な か っ た 。 こと これら の 点 は , 淡色 
型 幼虫 で も る チョ シナ ー ゼ 活性 が か な り 強 いた に も か か わら 
訂 皮 膚 の 黒 化 が ほとん ど 起 こら な い 原 因 と る ゃ も 関連 し て ; 
今後 に 残さ れ た 問題 で ある う 。 

な お フラ スコ 番号 D, すなわち コハク 酸 ソ ー ダ を 加え 
た 区 に お いて も , 両 型 間 に か な り の 差 が み ら れ た と と は 
興味 深い 。 こ と の 差 の 中 に は , 自己 保有 基質 に よる チョ シ 
F 一 セ 酸 素 消 費 の 差 が 含ま れ て いる と と は も ゃ も ちろ ん で あ 
る が , それ 以外 に チト クロ ー ム 系 を 通る 酸素 消費 に hE 
PbS CLARRIE L TVS. Butter & Innes (1936) 
Ws, ダイ ミュ ョ ウ バ ッ タ の アフ リカ 亜 種 Locusta migra- 
Woria migratorioides R. & F. の 六 独 相 と 群集 引 の 呼 
「 吸 を 比較 し , 単位 休 表 面積 あたり の 呼吸 量 は , 2 AD 
| 各 令 と も 高密 度 下 に 育っ た 群集 相 の 個体 の ほう が 高い と 
を 示し た 。 アワ ョ トウ の 場合 も と れ と 同様 な 差 を 示す 
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も の と 老 え られ る 。 他方 , AH (1959) は ウン カ ヵ の 長 し 
(2) BY LL ) BO 単位 体重 あたり の 呼吸 量 を 測定 
L, 高密 度 で 現われ る 長 し 型 の ほう が 逆 に 低い 値 を 示す 
と と を 報告 し て いる 。 一 般 に バッ タ 類 と ヤ ャ ガ 類 と に みみ ら 
れる 密度 依存 的 な 多 型 は 多く の 点 で よく 似 て いる が , と 
れ ら と ウン カ ・ ア ブラ ムシ 類 な どの は ね 型 の 多 型 と は い 
ろ る いろ な 点 で 異な っ て お り , 内 田 も 指摘 し て いる よう に, 
両者 は 生理 的 に か な り 性 質 の 違っ た 変異 現象 と 考え る べ 
きも の で あろ う 。 終り に ご 校 関 を いた だ いた 内 田 俊 郎 教 
授 こ 深く 感謝 する 。 
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Soc. London B 119: 296~304. 
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ik 俊一 (1956) (AREER OD III: 60~78. 

ie 俊一 (1958) 応 動 尾 2: 237~243. 
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ボブ ネ ズミ の 体重 に 対す る 腸 の 長 さ の 相対 成長 ! 
(ドブ ネズ ミ の 相対 成長 に 関す る 研究 I) 


& 宮 尾 Mik He 
(INA OS — UB 


て 


緒 iif 

| 動物 の 種 の 特徴 と な る 形態 的 形質 は た くさ ん ある が , 

攻 の 分 化 に 関し て その 種 の 生態 的 地位 が Seal 
, 分 類 の 基準 と し て も る, 生物 の 生活 に 密接 な 関係 を 

ies 
物 の 食性 ゃ 環境 の 変化 と 関連 し て , ¥bBCARMECE 
A, 動物 の 生活 を 直接 反映 する 形質 と し て , 生態 学 や 分 
類 学 に お いて も 重視 され な けれ ば な ら な い 有 形態 的 特徴 の 
= DCHS._ 従来 , 体重 また は 体長 に 対す る 腸 の 長 さ の 
引 が 食性 と の 関連 に お いて 興味 を たれ て きた が , 腸 の 
EXD 成長 様相 に つい て は , ほとん ど 検討 され ん て いな 
いい 。 腸 の 長 さ が 体重 また は 体長 に 対し て allometric な 
関係 を 示す も の で あれ ば , それ ら の 比 は 成長 段階 に よっ 
で 異な っ て くる 。 し た が っ て 腸 の 長 さ の 比較 は , 同一 の 


成長 段階 , 生理 的 年 令 の 同じ も の た に つい て な され な けれ 
ば 意味 が な いこ と こと に な る 。 そ こと で , まず 腸 の 長 さ の 体長 
お よび 体重 に 対す る 成長 様相 を 明らか に する 必要 が あ 
る 。 さ き に 著者 は ダイ コク ネズ ミ 幼 獣 の 腸 の 長 さ の 相対 
成長 に つい て 報告 し た が (宮尾 1960), AR CET 
ネズ ミ の 体重 に 対す る 小腸 お よび 大 腸 の 長 さ の 成長 様相 
を , 相対 成長 (allometry) の 立場 か ら 検 討 し た 。 

本 論 に は いる 前 に , ご 指導 いた だ いて いる 信州 大 学 教 
授 , 鈴木 誠 , 清水 三雄 両 博 士 に 厚く お 礼 申 し あげ る 。 


材 料 

TOCRMSKEFARA? Rattus norvegicus yi, EL 
し て 松本 市 で 1959 年 に 採集 され た 雄 27 OR, ME 23 3H, 
at 50 頭 で , 体重 30g より 250g まで の 種々 の 大 き さ 
の 個体 が 含ま れ て いる 。 ど の 個体 も 第 3 きゅう ( 白 ) 歯 は 
索 成 され て いた 。 10% ホル マリ ン つ づけ に し じ た も ゃ の に だ つ 
Wt, 小腸 お よび 大 腸 (結腸 + 直腸 , 盲腸 を 含ま な い ) 
の 長 さ を 測定 し た 。 腸 の 長 さ に は 性 差 は 認め られ な か っ 
ROTC, WeHEx—-HEL CTRoKo 


1 Relative Growth of Intestinal Length against Body Weight in Norway Rat (Rattus norvegicus). 
By Takeo Mryao, Department of Anatomy, Shinshu University, School of Medicine, Matsumoto, 
Nagano Pref. Japanese Journal of Applied Entomology and Zoology, Vol. 4, No. 1, 1960. 


日 本 応用 動物 昆虫 学会 誌 第 4 巻 1 1960 
(1960 年 1 月 18 日 受領 ) 


ie HAI A BS 4% 第 1 号 
1 表 体重 に 対す る 腸 の 長き さ の 比 
結 果 ・ 論 議 第 
KEE x, 小腸 の 長 さ を ッ と し て 両 対数 に プロ ッ ト す 体重 の 範囲 (g) | 小腸 長 / 体 重 。 大 腸 長 / 体 重 


る と , プロ ッ ト さ れ た 点 は 第 1 図 の よう に ほぼ 直線 の ま 
わり に 並ぶ の で , allometry 式 y=bx* (両辺 の 対数 を 
と る と log y=alogx+logb と な る ) が 適用 で きる ( 清 
水 , 1959 参照 )。 

体重 に 対す る 小腸 の 長 さ の 成長 率 (a) は 0.25 で , 
42 LW Se: (negative allometry) を 示す 。 すなわち 
小腸 の 成長 の テン ポ は 体重 の を それに 比べ て 著しく 劣る 。 
し た が っ て 小腸 長 / 体 重 の 値 は 体重 の 増加 に 伴っ て 減少 
する 小腸 長 / 体 重 の 値 を 算出 する と 第 1 表 の ご と く で 
体重 30~100 g で は 比 の 値 は 平均 1.239, 100~200g で 
は 0.754, 200~250g で は 0.518 と な る 。 

体重 に 対す る 大 腸 の 長 さ の 成長 も , 小腸 の 場合 と 同様 
に a=0.22 で 劣 成長 で ある (第 1 図 )。 し た が っ て 小腸 
の 場合 と 同様 , 大 腸 長 / 体 重 の 値 は 体重 の 増加 に 伴っ て 
減少 する 。 すなわち 大 腸 長 / 体 重 の 値 は , 体重 30~100g 
で は 平均 0.195, 100~200g で は 0.117, 200~250g で 
Va 0,077) weisAro 


K fin && (cm) 
S 


30 50 100 150 
体 Ey (9) 
第 1 図 KRU C)BRtLOABE 
ぁ 両 対数 と に プロット し た 図 


200 250 


さき に 報告 し た ダイ コク ネズ ミ (ドブ ネズ ミ さ の 百 色 飼 
RAM) WowtseSe, HER KO AE 30 BET 
(体重 5.4g ~42.3g ) の 体重 に 対す る 小腸 お よび Aly 
の 長 さ の 成長 素 (zx) は それ ぞ れ 平均 0.45, 0.55 CH 
っ た (宮尾 , 1960), 本 報 の 場合 は ほぼ それ に 続く 成長 
期 と 老 え られ る が , «の 値 は を それら ょ り い ずれ る 低い 


概 を 示す 。 果 生 種 と 飼養 変種 の 違い が ある た め , 両者 を 


30~100 | 1.239 0.195 
100~200 | 0.754 011% 
200~250 | 0.518 0.077 


ope CM MPS TCLACSRWA, KE (HTT © Ve 
の 長 さ の 成長 率 は , MICE <, し だ い に 低 下す る と 考 
RICKER EE aa 
«の 値 は 1 より 小 で あり , 腸 の 長き / 体 重 は 成長 が 進 
co ee 
SENET, 体重 増加 に 伴っ て や や 減少 する 傾向 さ 交 | 
示す こと が , ハツ カネ ズミ (Loewe & Loewe, 1937), 
ネコ (Latimer, 1940) な ど で 知 られ で いる s 
動物 の 食性 と 腸 の 長 さ の 間 に は 密接 な 関係 が あぁ あり; x 
Dice : 体重 また は 体長 の 関係 が し ば ぼ ば し ば 問題 に され る 
(最近 で は 加 福 , 1958)。 EN yA | 
oe he 
異な り , 一 般 に 成長 が 進 i 
SS A うに , 腸 の 長 さ は 動物 の 食物 
通し て の 生活 を 直接 反映 する 形質 で あり , 生態 学 や 分 類 
学 に お いて 重視 され な けれ ば ば ならない 。 し か じ , ZOtE 
WIT VE AEBS © EO WR ARITA IEW と 意味 が 
に お いて , 相対 成長 の 概念 ほな , 生物 の 個体 絡 
生 と 系 統 発生 , 更に 個体 の 変異 性 ゃ 特殊 化 に つい て の 理 
解 ) ひい て は 分 類 学 一 般 に まで 重要 な 役割 を 演ずる 

次 に 第 1 図 か ら 明 ら か な よう に , 体重 に 対す る 小 勝 き 
大 腸 の 成長 様相 は きわ め て よく 似 て お り , aD 
一 致す る 。 こ の こと は 小腸 の 長 さ に 対し じ て 大 腸 の 長き 痢 
両 対 炒 雇 プ ブッ トド すす る ご と SAR bE 
すなわち 第 2 図 の ひよ うに 両者 の 関係 a=:01 の の 
と の よう な 関係 は ダイ コグ 補 
大 腸 長 / 小 腸 長 の 値 は ITE 


いら ae 


fee 0 
単 相 allometry と な る 58 
ズミ 幼 獣 で も る み ら れ , 


大 腸 長 (cm) 


小腸 長 (cm) 
小腸 長 に 対し て 大 腸 長 を 両 対数 に 
プッ に 図 


第 2 図 


1960 年 3 月 * HW 


TECH), 成長 段階 に よっ て は 変化 し な い 。 と こと で 扱っ 
た ドブ ネズ ミ で は 比 の 値 は 平均 0.16 で , 前 報 の ダイ コ 
DAA EDM S LI —OPA TRUK 

大 腸 長 / 小 腸 長 の 値 は Mic ko CHAO, それ が 生態 
的 な 意味 も 含め た 種 の 類 級 関 係 を 示唆 する よう に 思わ れ 
る が , この 点 に つい て は 別に 報告 する 。 


献 
加 福 竹 一 郎 (1958) 生物 科学 10 (特集 号 ): 10~16. 
LATIMER, H. B. (1940) Growth, 4: 267~276. 
Loewe, S. & I. W. Loewe (1937) Growth, 1: 201 
~ 203. 
f REARRE (1960) 医学 と 生物 学 , 54: 85~89. 
清水 三雄 (1959) 相対 成長 協同 医書 出版 社 東京 . 


新刊 紹介 


| Biochemistry of Insect L. Levensoox 編 , (1959), 
A 5 |, 252 ペー ジ ,11 章 , 6 図版 , 4200 円 , Pergamon 
Press (London) 発行 
ARIS 1958 年 9 月 日 6 日 に オー スト リア の ウィ ー 
ジジ で 開か れ た 第 4 回 国際 生化 学会 に お ける シン ポジ ウム 
の 議 願 と し て 取り 上 げ ら れ た “昆虫 の 生化 学 ” の 講演 集 
で あぁ る 。 こ と ん 貝 の 生化 学 と いう 議 吊 が 正式 に 認め られ た 
の は 今回 が 初め て で ある が , これ に つい て は LEVENBoOK 
寺 士 の 非常 な は ね お り が あっ た と 聞い て いる 。 博士 は シ 
及 ポ ラッ ム で は 座長 を つと め 総 括 報告 を 行なっ て いる 。 
本 書 の 内 容 は 次 の 12 firs wo TS 
| 食 植 性 と ん 虫 の 寄主 特異 性 の 化学 (G. FRAENKEL), 生 
fee tt Ate Cc Aa (Mario Pavan), と ん 虫 ホ ル モ 
の 化学 と 作用 機構 (Peter Karison), CARER O 
EAE (R. H. Hackman), CAMAMOUMET 27 wR 
(Marcel Frorkxin), と こん 虫 に お ける アミ ノ 酸 代謝 の 二 , 
翌 の 問題 (B. Buremeswar), カイ コ の 生育 過程 で の 絹 
タン パク の 形成 (福田 紀文 ほか 5 名 ), 生化 学 的 ウィ 
ス 誘起 の 面 か ら 見 た カイ コ の 代謝 (山藤 和雄 ), CA 
グル コー ス 代 謝 (W. Cuerurka), 飛 し ょ う 節 の 活動 
の 生化 学 的 基礎 (Bertram SackTror), と こん 虫 の 発育 
の リン 化合 物 (G. R. WryaTrT), と こん 虫 に お ける 脂質 
Meee 
か ら 見 た と ん 虫 生化 学 の 諸 問 題 (F. P. W. WINTER- 
WeHAM), CAM ICES 殺虫 剤 の 代謝 (ohn E. 
ASIDA), #845445 (L. LEvVENBOOK), 
COVYRVVATIDT, こん 虫 生化 学 は よう や く 
作 学 の 一 部 門 と し て 他 の 部 門 , た と えば タン パク , 植 
ウィ ルス , WED, 比較 生化 学 な ど と 肩 を 並べ て 仲間 
り を し た わけ で ある 。 糖 代謝 の よう な , すでに 解明 し 
され て いる と 思わ れ て いた こと が , こん 虫 の 代謝 の 
幸 媒 性 どい う 形 で ふた だ た たび 取 り 上 げ ら れ て きた こと こと な ど 
理由 の 一 つ で あぁ ろう 。 とかく 高等 動物 や 微生物 に お け 


る 代謝 が 先入観 令 と な り が ちな わ 村 われ に と っ て , 正式 
に 一 つの 議題 と し て 取り 上 げ ら れ て 討論 され た 本 書 は 反 - 
省 の 材料 を 提供 し て くれ る だ ろう 。 こ と ん 虫 の 毒物 学 , 生 
化学 , 生理 学 を 学ぶ 人 々 は ぜひ 席 え て お きた い 本 で ある 
が , 価額 が 少々 高 す ぎる 。 ( 湯 嶋 健 ) 

Annual Review of Entomology Vol. 5, E. A. 
STEINHAUS & R.F Smirn jf, (1960),A 5 判 , 451 ペー 
ジ ,3000 FJ, Annual Reviews, Inc. (Pala Alto) 発行 

毎年 1 回 , 定期 的 に 発行 され て きた 本 書 は , CAM? 
の あぁ あらゆる 分 野 の 近年 の 業績 を 各 分 野 の 専門 家 が 分 担 し 
まとめ た も の で あり , 最近 の こと ん 虫 学 の 研究 動向 や 進展 
を 知る の に 便利 な 書 で あぁ る 。 と の は ほど 発行 され た 第 5 巻 
に 収載 され た 項目 と 執筆 者 は 以下 の と お り で あぁ る 。 

と ん 虫 に お ける 排出 の 生理 学 (R. Craic), CAB 
し ょ う 筋 と その 基礎 生理 (E. G. BogTrTriGER), CAR 
微細 形態 学 (G. A. Epwarps), 甲虫 類 の 系統 発 生 学 
(R. A. Crowson), と こん 虫 の 細胞質 遺 伝 学 (S. G. 
と ん 虫 の 分 布 と 生息 量 に 関す る 最近 の 研究 業 
績 (H. G. ANpREWARTHA), 植物 加害 こん 虫 の 寄主 選択 
(A. J. THorsTEINsSOoN), ショ ロア リ の 進化 と 生理 学 (F. 
M. WEESNER), 殺虫 剤 に 対す る 抵抗 性 の 機構 (A. W.. 


SMITH), 


A. Brown), 公衆 衛生 の 立場 か ら み た 殺虫 剤 (W. J. 
Hayes), 飛 こ う ( 晶 ) 駆 除 の 生物 学 的 背景 (D. L. 


Gunn), 殺虫 剤 施用 の 諸 問 題 (R. L. Coursmrr), 作物 
生産 に 拓 け る ミツ バチ の 利用 (F. E. Topp & S. E. 
McGrecor), シラ ミ と 微生物 学 的 要因 間 の 生物 学 的 関 
連 (F. Weyer), 北方 地域 の サシ バ ェ (B. Hockirs), 
TARO MRK (W. G. Van DER KiooT), TAR 
に お ける 染色 体 変 異 と 適応 (A. Briro pa Cunna), と 
ん 虫 群集 の 標本 抽出 (R. F. Morris), 相 橘 に つく と ん 
虫 と ダニ (L. R. Jeppson & G. E. Carman), ミ 
類 の 生態 


(L. D. Curistenson & R. Foote , 


(BAB) 
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会 報 
第 7 回 評議 員 会 2. 協議 事項 
第 7 回 評議 員 会 は , 1 月 18 ASR LAD 5 ee (1) 昭和 35 年 度 予 算 穴 
術 研究 所 に お いて 下記 12 評議 員 出 席 の も と に 開催 され HE RRAOPRARPEAANLT, 別記 の 
た 。 当 上 日 の 報告 や 協議 事項 は 次 の と お り で ある 。 よう な 予算 案 を 作成 , これ を 総会 に は か る と と 
WHT (議長), BEA, 深谷 昌 次 , 福永 一 夫 , 畑 井 に な る See , 
直樹, 石倉 秀次 , 加藤 静夫 , 三坂 和英 , 小野 正武 , 関谷 iD 
一 郎 , 鈴木 照 磨 , 八木 誠 政 , 山崎 輝男 前 年 慶 繰越 金 26,916 円 
1 # & 正 ・ 準 会 員 会 費 630, 000 
(1) 昭和 34 年 度 一 般 会 務 報告 准 助 会 員 会 費 : 480, 000 
(2) RACE 34 年 慶 決 算 報告 BR & R 210, 000 
mM KR DO 8 大 会 収入 76, 500 
i =| - & 決 算 印刷 物 売 上 代 30, 000 
前 年 度 繰 越 金 27,605 円 27,605 著者 別刷 負担 金 60, 000 
iE- 22842 600, 000 638, 313 MA OM A 35, 000 
BYUSARR 450, 000 490,000 文部 省 出 版 助 成金 80, 000 
fe te 費 220,000 205, 702 a 1, 628, 416 
ASMA 90, 000 108,750 ' x H OD 
印刷 物 売 上 代 50, 000 43,129 雑誌 製作 費 720, 000 
著者 別刷 負担 金 60, 000 71,100 VURU UY ABER 100, 000 
ME 収 A 30, 000 38,518 imi 集 Be 19,000 
文部 省 出 版 助 成金 70,000 80, 000 通信 郵送 費 170, 000 
a 付 & 0 20, 000 備 品 費 35, 000 
at 1,597, 605 1,723,117 14 #6 fin BE 33, 000 
BL i Ox ao 集 会 B 25, 000 
i 8 + FF ee Gt Ae MH ヽ 266, 280 
雑誌 製作 費 720,000 円 681,493 円 mA 代 20, 000 
シン ポジ ウム 要 写 製作 費 100,000 105, 438 手 当 166, 500 
名 簿 製 作 費 60,000 71,700 ME 支出 30, 000 
編 集 B 19,000 13,740 y fii Be ; 43, 636 
通信 郵送 費 187,000 168, 250 次 年 度 繰 越 金 0 
Si 品 BR 30, 000 44,500 at 1, 628, 416 
A RE fin Be 25, 000 25,569 学会 基金 980, 000 
集 会 費 21,000 20, 452 (2) 会 長 お よび 評議 員 の 選挙 細則 変更 に つい て 
大 会 B 220,000 208, 341 会 長 お よび 評議 員 の 選挙 細則 第 6 Kit [ESD 
交 通 費 5,000 2,833 で あぁ っ て も 選挙 施行 年 度 に お ける 年 会 費 の 少 可 
製 本 代 20, 000 9,320 く と る 前 半期 分 を その 年 の 6 月 30 He cicm 
=F = 150, 500 158, 350 人 し て いな いも の は , BAB HRs kU HAH 
雑 St 出 30,000 31, 265 失 な う 」 . と な っ て いる が , ESFen & See 
予 備 # 10, 105 4,950. 700K 2 AUST SC LICEDSENTHAOCE 
会 基金 繰入金 150,000 HS 6 AB OK), 審議 の 結果 , areas 
次 年 度 繰 越 金 26, 916 "細則 第 6 条 は 「 正 会 員 で あぁ っ て BRHALO 
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1960 年 3 月 会 


選挙 権 を 失う 」 に 変更 する と と に 決定 し た 。 
(3) 幹事 の 交代 
編集 幹事 上杉 康 彦 , 庶務 幹事 Ae 
子 , 中 津川 勉 3 氏 の 退任 を 承認 し , 新た に 編集 
幹事 に 実 戸 孝 氏 を , 庶務 更 事 に 中 彫 和 年 氏 を 委 
中 する と と 世 決 定 し た 。 
(4) 国際 こん 虫 学会 議 派遣 代表 候補 者 の 一 部 変更 
OT 
第 11 回 国際 こん 虫 学会 議 派遣 代表 候補 者 と 
し て 学術 会 議 に 推薦 する 順位 は , 全 評 議員 に よ 


る 選挙 の 得票 数 に 基づき , 石倉 秀次 氏 , AHR 


BG, 深谷 昌 次 氏 の 順に な っ て いた 。 そ の 後 石 
倉 氏 か ら 5 職務 の 都合 上 辞退 し た いと の 申し 入れ 
BHDdIiLOC, COMO TH DIETS, 
内 田 氏 , 深谷 氏 と いう 順位 で 学術 会 議 に 推薦 す 
C3 と に 決定 た 
日 本 農学 賞 受賞 候補 推薦 の 件 
AAA 35 年 度 日 本 農学 賞 受賞 者 選考 の 日 本 農学 会 評議 
Bat, 2 月 12 日 東大 骨 学 部 で 開か れ た が , 本 学会 に 


ぞい で は 本 年 度 は 適当 な 業績 が 見 当たら な いた る め 推 薦 し 


BCUNGIENTIS っ 


深見 順一 氏 に 日 本 応用 動物 昆虫 学会 
本 年 度 本 学会 賞 授賞 者 の 選考 は 全 評 議員 の 郵便 投票 に 


さっ て 行なわ れ た が , 圭 業 技術 研究 所 病理 昆虫 部 尾 虫 科 
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深見 順一 氏 の “ma テ ノ ン の 作用 機構 に 関す る 一 連 の 研 
究 " に 対し て 授与 され る ご ど と に 決定 し た 。 な お 授賞 式 な 
ら び に 受賞 者 記念 講演 は , きた る 3 月 29 日 か ら 京 都 で 
開か れる 本 学会 大 会 の 2 日 目 の 3 月 30 日 に 行なわ れる 


議 こ と と に な うた だ 。 
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本 学会 中 国 支 部 設立 
TEE ZA SAARSARR RMS ILS Nic. CORR 


| 応用 動物 昆虫 学会 ぉ よび 本 会 の 趣旨 に 賛同 し て 入会 し た 
| 会 員 で 組織 され , 学会 本 部 と 密接 な 連携 を 保ち な が ら , 
| と < に 中 国 地方 に お ける 応用 動物 こん 虫 学 の 進歩 普及 に 
| 寺 与 する と と も に , 支部 会 員 の 親和 協力 を 図る 目的 で 発 
還 三 され た 。 


役員 は 次 の と お り で ある 。 


ROME 杉山 章 平 

A A 岡本 大 二郎 (兵庫 ), 白神 虎 雄 (岡山 ), 三宅 
利雄 (広島 ), 森 津 孫 四 郎 ( 山 口 ), 水戸 野 武 
夫 ( 島 根 ), 河合 一 郎 (鳥取 ) 

幹 事 RAR 


事務 所 岡山 県 倉敷 市 岡山 大 学 農 業 生物 研究 所 内 


第 13 回 本 会 例会 
第 13 回 例会 は 2 月 13 日 午 後 2 時 か ら 拭 業 技術 研究 
所 に お いて 開 側 , 次 の 2 講演 が あぁ っ た 。 有 参 会 者 26 名 。 
1. ROMAN GRICD(\T 
Hi RM A (BH) 

D4UvARRECL CMBR ANTWOS ROW MIO Ki 
と し て は , 接木 と 虫 て よる 方 法 が 明らか に な っ て いる 。 
種子 伝染 と 関し て は 試験 中 で あぁ る が , い 縮 病 柔 は 一 般 に 
柔 の 実 が で き に くい と と か らち その 可能 作 が 少な く , HM 
伝染 も また 多く の 試み と に も か か わら ず 不 成功 に 終わ っ て 
WBo 

接木 伝染 は 秋谷 氏 の 発表 (19381) VIKA < DAA CHE 
か め ら ちら れ て いる が , その 大 部 分 は 呼 接 , すえ 接 に よっ て 
4, 切 接 と よる 報告 は 少な く , PAT T) HMMA 
が mask する 場合 が 多い 。 と の 現象 は 桑 い 縮 病 の 発病 
機構 の な ぞ を 解く 1 つの 鍵 と し て 重要 な 点 と 考え る 。 
虫 媒 伝 染 は 鋳 方 ・ 松 本 (1931) BLOM CHS. K 
ら 5 は 発病 ほ場 に 多数 生息 する 3 種 の と こん 虫 , チマ ダラ ヒ 
RAN A Nis 2 コッ ライ 
つき 媒介 試験 を 行なっ た 結果 , CY EY AINA OAD 
媒介 能力 を 有する と と を 認め た 。 以 後 酒井 (1937), 岡部 
(1954), FARE (1956) ら に より 確認 され た が , それ 以外 
の こと ん 虫 C よ る 伝染 は 知ら ちら れ て いな い 。 本 ヨコ バイ に よ 
る 媒介 機 作 (ウィ ルス 獲得 時 間 , 虫 体内 潜伏 期間 な ど ) 
の 解明 は 今後 の 課題 で ある 。 こ とこ の 躍 は 一 般 に は 年 3 回 , 
と き に は 4 回 の 世代 を 営み , FER LUOAWO HB 
時 期 な どか ら 推 察し て , 第 世代 (5 ~6 月 ) が 最 る 宣 
要 ど みな られ で いる 。 ROWUD ICH, FF, チャ ヤバ パラ) 
コウ ゾ な ど に も 寄生 する が , 桑 に 比べ る と 発育 , KML 
も に 著しく 劣る 。 は 場 実態 調査 の 結果 , 本 病 の 発生 と ヒ 
シモ ン ョ コバ イ の 多 実 と は 必ず し も 一 致 せ ず , 伝染 能力 
の 差 に 基づく る も る の と の 考え も ある が , 明らか で は な い 。 
CORON, 移動 は 桑 自体 の 栄養 的 な 諸 条 件 お よび 徴 
気象 な ど に 関連 が 大 きい と の 知見 も ある (岡部 )。 ヒ シモ 
ン ョ コパ イ の 駆除 に は 他 の 薬剤 に 比 し て マラ ソン が 圧倒 
的 に 有効 で あぁ る が , 実際 の は ほ場 散布 で は 夏 刈 直後 を 逸 す 
る と 撲滅 効果 は 極 減 す る 。 

2. HOUs« VARMEVYAs BAAN 

新海 昭 (EOF) 

(1) ウン カ ・ ヨ ョ コバ パ バイ が ウィ ルス を 獲得 する に 要 す 
る り ( 筐 ) 病 稲 吸 汁 時 間 は 1 日 で 十分 で ある が , 
ス に よっ て は 1 時 間 で も 可能 で ある 。 ウィ ルス を 獲得 し 
Tels, 伝 潜 を 始め る 前 に いずれ も 別表 の よう な 潜伏 期 
が 認め られ る 。 伝染 は 死 の 直前 まで 続く 個体 が 多い が , 


ヒシ モン ヨゴ コバ パイ 1 で 


ウィ ル 


76 AoA GS Al om & BB 42s S15 
: = = 8 H 
ウィ ルス の 種類 | i& Ht Ah Bw TER ABC 新 入 a 
BUEMeBle 2 be DY 9 5 へ 9 日 。 秦野 多喜 生 大 分 県 大 分 郡 湯 布 院 町 山崎 
fie 9 OWE eo? oh ya 7 へ 2 日 中沢 ee RR RRO 
RN S72 4 10 へ 25 日 広島 aes 福岡 市 箱崎 UR ee 
mom wR Kt | SE cat RR 大 阪 市 港 区 南海 光 通 1 一 8 神戸 植物 防 疲 所 
AAD) 7 a a as 4 30 F 
| ADAH 


* 多く の 個体 の 場合 


し ま 華 枯 病 の ヒメ トビ ウン カ に よる 伝 洪 の 場合 だ け は 通 
例 2~3 週間 で 伝染 し な く な る 。 伝染 能力 を も っ た 虫 
は , 健全 稲 苗 を 1 時 間 加 害する と ウィ ルス を 伝染 する と 
と が で きる 。(2) 4 ADMIT 4 Ze REINAN ICR 
し て いる ヒメ トビ ウン カ の 伝染 は , ふ化 当日 か らち 始ま る 
個体 が 多い 。 伝 染 力 は 若虫 期 お ょ よび 羽化 後 2~3 週間 が 
強く 考 令 に な る (し た が っ て 佐 下 する 2。 い 縮 病 ウ コレ 
ス を 経 卵 的 に 保 歪 し て いる ツマ グロ ョ コバ イ の 信 当 は, 
ふ化 当量 か ら 始 まる る の も る も ある が 多く は 3~7 日 後 か ら 
始ま り , ほとん ど 死 点 まで 伝染 力 を 持ち 続け る 。 (3) 
し ま 業 頂 病 ウィ ルス の ヒメ トビ ウン カ に お ける 経 卵 伝 光 
は , 40 世代 を 経た 後 で も 論 え る と と な く 90~100% の 
個体 が ウィ ルス を 持っ て お り , VY ABHORMHOK 
下 も 認め られ な い 。 い 縮 病 ウィ ルス に お ける イナ ゾ ヅ マ 
ョ コバ イ の 経 卵 伝染 の 場合 は , 継 代 する に し た が っ て 伝 
染 下 の 率 は 急速 に 減少 する 。 (4) RBA t+Yvaay 
イ か ら 産 まれ た 若虫 は 早期 に 死亡 する 。 特 に , 伝染 の 見 
5 られ た 個体 は 3~5 令 若虫 で 死ぬ も の が 多い 。 ま た , HH 
い 病 を 保 毒 し て 越冬 し た ツマ グロ ョ コバ イ の 伝染 虫 は , 
伝染 し な い 個 体 よ り 早 く 死 点 も の が 多い 。 (5) HOI 
ワイ レス の 場 含 は どこ の 産地 の ツマ グ m ョ コバ パイ で も 
ウィ ルス の 氏 得 能力 が 高い 。 し か し , い 縮 病 ウ ィ ル ス の 
は バス は ココ 0 は 
産地 に よっ て ツィ ルス 獲得 能力 と 著しい 差異 を 示す 。 な 
お , 獲得 能力 の 高い 産地 の も る の と , 低い 産地 の も の と を 
交配 し , 次 代 若 虫 の 獲得 能力 を 比べ る と , BBM OW 
が 父親 側 の 影響 より も は る か に 著しい 。 


昆虫 生理 談話 会 例会 
第 20 回 昆虫 生理 談話 会 は 2 月 3 日 午後 1 時 半 か ら 新 
宿 の 東京 電力 サー ビス セン ター で 開催 され , 次 の 2 講演 
BHI, BSF 25 名 。 


vl. バッ タ の 神経 原 細胞 の 培養 


2. HAAD ME 


渡辺 Ll 高知 県 南国 市 物 部 高知 大 学 農 学部 昆虫 学 
教室 
稲垣 春 郎 札幌 市 究 似 町 北海 道 骨 試 病理 昆虫 部 
安部 OG 広島 県 cpa 
KK of 長崎 市 典 療 寺 町 35 長崎 大 風土 病 研究 所 衛 
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永江 MaRS 神奈 川 県 小田 原市 国府 津 2507 | 
pst F RAREARRONM BARAK A 
2 : 
藤原 SR 兵庫 県 西宮 市 津 門 飯田 町 28 有恒 社 
+A fa E 
森野 行雄 同 上 
織田 一 夫 水戸 市 着 宮 町 茨城 県 農 試 : 
城野 RM PAR ILA RABE RE 
虫 学研 究 室 
武田 BF 岐阜 市 外 那 加 町 岐阜 大 農学 部 
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薬研 宛 所 害虫 研究 室 ] 
前 田 理 長崎 市 坂本 町 長崎 大 医学 部 医 動物 学 教室 
申 津 川 i c/o, Department of Zoology and 
Entomology, Iowa State University 
of Science and Technology, Ames, 
Iowa, U.S. A. 
iB 会 5 
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相原 AR (SLBA) 
高見 丈夫 (Gap it)» 
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使 つ て 安心 


一 + 農 薬 


三共 の 農薬 は すべ て 周到 な 研究 を 経て 合理 的 な 近代 的 設 式 の 中 か 
ら 完 べき の 品質 管理 の も と で 造り 出さ れ で お 0 時 代 の 先 喘 を 
く 優 秀 農 薬 は も と より 古く か ら の 優良 農薬 な ど 種 まき か ら 収 穫 野 


蔵 ま で 農林 作物 を 守る 殆 ん ど 総 て の 農薬 を 処 造 販売 し て お り ま す 


イモ チ に ピタ しり 


玉ねぎ の ペ ト 病 に 
A 


ERB Y FAV DB Gest 


i 


種 も BY BeD> bh 4 モチ の 病原 菌 まで 防除 出来 る ビー エム 
ェ フ 液剤 は よく 効き 、 使 い 易 く 、 経 済 和 的 で あり ます 。 
fh DIB 400 HVC 2~ 3 時 間 浸 漬 す れ ば イモ チ 病 


を は し め 各 種 の 寄生 菌類 は 全部 死に ます 。 
mi 7] DO iB) B BM IK &R Al 
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社 本 社 東京 都 千 代田 区 大 手 町 新 大 手 町 ビル 
x Ee 大 阪 市 東 区 北浜 2 の YO 


ンジ マグ ウィ ンジ FA a ed ee 
極微 粒子 


an ES 


当社 製品 は 、 わ が 国 で 始め る て で きた 極微 粒 (2 一 5 ミクロン) の 
水 和 剤 で す 。 今 まで の 約 7 0 0 分 の 1 の 細か な 粒子 で すか ら 、 
稲 ツ マ ャ グロ ・ ウ ンカ 類 や 果樹 っ コナ カイ ガラ ムシ 類 に 一 そう 効き 
め が 確 か で 、 風 雨 で 流亡 し に くい の で 残 効 に 富ん で いま す 。 


電子 理論 が 生ん だ 
Fi Oo 新 工 FLA. 
A モチ 病 菌 に 電気 的 に 結合 し て 、 強 い 効き め 
を 示す 特異 的 殺菌 剤 で す 。 そ の 他 果 樹 ・ そ る 
DOMME TST ぐれ た 殺菌 力 を 示し ます 。 


東京 都 中 央 区 日本 橋本 町 2 の 3 i skye ae : 
大 阪 市 南 区 末吉 橋 通 4 の 2 7 ; 誌 名 記入 の 上 切り 取り を 貼り お 送り 下 き い 
福岡 市 下 対 馬 小 路 1 5 : 美麗 な 農薬 一 覧 と 説明 書 を 進呈 し ます : 


札幌 市 北 2 条 西 3 丁目 
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イモ そ モチ 防 族 に 最も 進ん だ 
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コロ イド 水 和 硫黄 「 コ ー サ ン 」 
x 2D BM R 
東亜 フェ ンカ プ トン 乳剤 
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ゆたか な みのり た を 約束 する 
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バイ エエ ルゥ 農薬 


新 殺 虫 剤 へ の 期待 
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六 ネ マヒ ュー ム は な ゼ ぜ 人 優れ て いる か xr 
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